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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　今日も天空の箱はこ庭にわで、運命の女神フェイタルは賽さいを振る。

　緑に輝く長い髪を二つに束ねた少女の出で立ちで、女神は賽を振り続ける。

　でも遊んでいるわけじゃない。

　これは彼女の仕事だから。

　幾いく百ひやく、幾千、幾万の、軽くて小さな賽を振り、人の人生を左右する。

　それが女神の仕事だから。




　彼女が振る賽は六ろく面めん体たいじゃない。

　六面では選択肢が少なすぎ。

　彼女が振る賽は五百面、六百面、ときには千面もある。

　出た目にこのくらいの数がないと、誰だれの人生も似たようなモノ。

　それじゃ人の世は面白くないでしょう？




　女神は毎日、賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　女神は出た目に興味がない。

　どんな目が出ても。

　それで誰かの人生が変わっても。

　あるいは少しも変わらなくても。

　女神には関係のないこと。

　けれど出た目には強い強制力があって。

　それこそが運命と呼ばれる力。




　誰も女神の力から逃れられはしない。

　強大な権力を持つ王も。

　一いつ騎き当とう千せんの兵つわものも。

　神に仕える聖せい職しよく者しやも。

　莫ばく大だいな富を持つ大商人も。

　なんの力もない市し井せいの民も。

　市井の民からでさえ蔑さげすまれる乞こつ食じきも。

　逃れることなどできはしない。




　運命の女神の力は等しく皆に働いて。

　地位や財力、年齢や性別も無関係。

　英雄だろうと太刀打ちできない無む類るいの力で。

　今日も女神は賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　幾百、幾千、幾万個。




　そして誰かの人生が劇げき的てきに変わり捻ねじ曲がり。

　誰かの人生が同じように続き繰り返し。

　誰かの人生が唐突に最後の最さい期ごを迎え。




　女神が振った賽の目はなに？

　それは誰の運命で？

　それはどんな運命で？

　変わるの？　同じなの？

　続くの？　終わりなの？




　答えを知る者はどこにもいない。

　運命の女神でさえ知らない。

　知る必要などないのだから。




　それでも。

　だからこそ。

　運命の女神フェイタルは賽を振る。

　朝から晩まで賽を振る。

　昨日も、今日も、明あ日すも、明後日あさつても。

　太たい古この昔から、遙はるか未来まで。

　気け怠だるそうに、軽くて小さな賽を振り続ける。
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　ローゼンタール皇こう紀き九八〇年、第十の月中ちゆう旬じゆん──。




　すでに日没から半時以上。

　黄たそ昏がれ時どきは疾とうに過ぎ、辺りは濃い闇に包まれている。

　場所はシドの森の近く。

　そこにエルゲン王国復ふつ興こう軍ぐんの主力部隊は宿しゆく営えいしていた。




　先ほど夕ゆう餉げが終わったばかりだが、兵たちは食器の片付けもそこそこに、続々と広場に集結しつつあった。

　ふつうなら明日の戦いに備そなえ、見張りの兵を残して寝る支し度たくに取りかかろうかという頃合いなのに、集まってきた兵は誰もが完全武装の出いで立たちだった。

　広場では盛んに篝かがり火びが焚かれており、火の粉こを撒まき散らしながら燃えて揺らめく炎が集まってきた兵たちの顔を、鎧を、橙だいだい色に染めている。

　炎に照らされた兵たちの顔は一様に輝いていた。

　篝火の炎に負けないくらい希望に燃えていた。
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　エルゲン王国復興軍が置かれている状況は、なかなか厳しい。

　すでに彼らの故こ国こくは半なかば滅めつ亡ぼうしたとも言えるような状況だ。

　西から故国を侵おかすアゥグスブルゲン王国には西せい方ほう列れつ強きよう連れん合ごうの後ろ盾だてがある。

　北から侵入したバイデリュンヘン大たい公こう国こくは、この地域では抜きん出た強国だ。

　南の中小諸国も、隙すきあらば混乱に乗じて領域を掠かすめ取ろうと軍を動かしている。

　一方のエルゲン王国復興軍は、周辺諸国の援助などなきに等しい孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを強しいられていた。

　今やエルゲン王国の版はん図との過半がバイデリュンヘンの侵攻軍によって占領され、また西の地域の何割かがアゥグスブルゲン王国軍によって占領されている。

　復興軍が確実に支配しているのは南部地域一帯と東部および西部の一部だけで、動員兵力も劣おとっている。

　それでも、エルゲン王国の旧きゆう領りようが完全に侵略軍に占領されてしまわないのは。

　各地の抵抗の火が消えてしまわないのは。

　この復興軍の存在があるからこそ。

　そして、復興軍を率いているのは。

　兵たちの希望を、亡ぼう国こくの民の願いを一身に背負っているのは。

　王国復興の望みが潰ついえてしまわないのは。

　彼女の存在があればこそ。




　　　　　３




「おい、まだ夜よる姫ひめ様は現れないのかな」

「そろそろのはずだよな？」

「王ひ女め様のお姿を拝おがまないと、どうも落ち着かん」

「あのお方こそが、我らの希望の星だからな」

「夜にしか現れないだけに、まさに希望の星……だな」

「それも夜空に煌こう々こうと輝く一等星だ」

「明るさで言えば、むしろ満月かもしれん」

「そうだ。あの方がいるからこそ、我らは夜でも戦える。あの方がいるからこそ、闇に呑のまれそうな苦境でも挫くじけず戦える」




　前方で、わっと歓かん声せいが上がった。




「おい、ご登場されたようだぞ！」

「もっと近くへ！」

「お姿を間近で見られる場所へ！」




　言葉を交わしていた兵たちが、どっと前方へ押し寄せていく。

　とはいえ、集まった兵の数は二千にもなるのだから、全員が近づけるはずもない。

　しかも演えん壇だんの間近には綱が張り巡らされ、夜姫直じき参さんの六ろく姫き士し以下、復興軍幹かん部ぶの諸将が立ちはだかっている。

　最前列の兵でも、少し離れた場所で立ち止まらざるを得ない。

　兵たちは押し合い圧へし合いしながら演壇の周ぐるりを取り囲む。

　一ヤルド（約二・七メートル）四方の小ぶりな演壇の前後左右に篝かがり火びが運ばれてきた。

　それは夜姫の登壇が間近であることの告知に外ほかならない。

　兵たちのざわめきが止んだ。

　夜の広場を深しん閑かんとした静せい寂じやくが包み込む。

　たまに燃える薪まきが爆はぜる音が響くだけだ。

　突如、左手奥で歓声が上がり、静寂が破られた。

　続けて盛大な拍手が。

　兵たちのあいだにできた細長い通路を誰かが歩いてくる。

　その人物は両手に手しゆ甲こうを装着し、足あし下もとは長ちよう靴かで固めているが、身に着けているのは肩や胸部、腹部などを覆う軽けい装そう鎧よろいだけで、短たん裳もを翻ひるがえして颯さつ爽そうと歩いてくる。

　胸部を覆う鎧は優雅な曲線を描いて高く盛り上がっており、それを見れば歩いてくる人物が女性であることが知れる。

　通路の左右に連なっている兵たちが口々に叫ぶ。

「夜姫様！」

「夜姫様！」

「お待ちしておりました、夜姫様！」

　左手に剣を提さげている女性は軽く右手を挙げて兵たちに応えながら、演壇を目指して歩き続ける。

　やがて演壇に到達した女性は、高さが三分の一ヤルドほどの演壇に跳び乗った。

　その拍子に彼女の短裳が翻り、美しい太ふと腿ももが垣間見えた。

　手にした剣の鞘さや尻じりを演壇に付け、柄つか頭がしらに手を置いた女性は、両足を肩幅に開いて演壇上に仁王立ちとなる。

　見る限り、背の高さは女性の平均的なそれと変わらない。

　だが兵たちの目には、彼女の姿は限りなく大きく頼もしく見えていることだろう。

　女性が着けている白しろ銀がね製の軽装鎧が篝火の炎を受けて赤く紅く煌きらめいた。

　演壇の周囲をぎっしりと取り囲んだ兵たちから、わっと歓声が上がる。

　歓声はすぐに喚声のような、あるいは喊かん声せいのような激しさに変わり、闇を劈つんざいた。

「夜姫様！」

「夜姫様!!」

「夜姫様！！！」

「夜姫様ぁぁぁ！！！」

　二千もの兵士の合唱が夜の荒野に轟とどろき渡る。

「夜姫様、夜姫様、夜姫様！」

　夜姫と呼ばれている女性が、悠ゆう然ぜんと右手を挙げた。

　彼女が右手を真っ直ぐ天に向けて伸ばすと、怒ど濤とうのような歓声が唐突に止んだ。

　再び辺りは夜の静寂に包まれる。

　夜姫は天に向かって右手を伸ばした姿勢のまま壇上で体を一回転させた。

　己の存在を兵たちに見せつけるように、ゆっくりと。

　元の方向へ向いた夜姫は、体の回転を止めると、静かに右手を下ろす。

　そして固かた唾ずを呑んで自分を見つめている兵たちを睥へい睨げいする。

　夜姫はいったん下ろした右手を再び挙げる。

　今度は斜め前に六十度ほどの角度で。




「聞けよ、兵ものども！」




　それほど大きな声ではなかったはずだ。

　けれど凜りんとしてよく通るその美声は、広場を埋め尽くす二千の兵すべての耳に届いたことだろう。




「今宵はグルゼルの砦を陥おとす！」

　夜姫は兵たちの反応を窺うかがうように己の顔を左から右へと振った。

　炎に照らされた兵の顔に臆おくする色がないことを見て取った夜姫は、満足そうに頷いて言葉を継いだ。

「六百ほどの守しゆ兵へいがいよう。だが、恐れることはない。吾われらは騎き虎この勢いで砦に殺到し、一ひと揉もみに揉み潰す！　案ずるな。吾らにはそれができる」

　右手を下ろした夜姫はくるりと体を半回転させ、背後に並んだ兵たちにも自分の顔を見せてやる。

「おまえたちになら、それができるのだ！」

　夜姫の呼びかけに応え、兵たちが右手を突き上げる。

「おお──っっ！」

「グルゼルの砦を抜けば、グライルゼフトの街までは指し呼この間かん。吾らは別働隊と合流し、グライルゼフトの街を攻略する準備を開始する。グライルゼフトの街を陥とせば、エルギンネン地方は我が復興軍のものぞ！」

「おおお────っっ!!」

「それは王国復興へのたしかな足がかり。目的へと至る階きざはしを一段、上ることになる。恐れるな。怯えるな。臆するな。天の意思は吾らと共にある！」

「おおおおお────っっっ！！！」

「侵略者を追い出し、父ふ祖その地を奪とり戻すのだ！　吾と共に戦え！」

　夜姫は右手で剣の鞘を摑つかむと、高々とそれを掲かかげた。

「さすれば吾は、この王家の剣に懸けて皆に勝利を約やくそう!!　祖国の復興を約そう!!」

　夜姫の呼びかけに、兵たちは一斉に応えた。

「夜姫様と共に！」

　兵の呼びかけに、今度は夜姫が応える。

「吾と共に！」

　また兵が応え。

「夜姫様と共に！」

「吾と共に！」

「夜姫様と共に！」

「吾と共に！」

「夜姫様と共にぃぃ！」

　夜姫と兵たちの声は何度も何度も何度も、夜の荒野に轟き渡った。
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　演壇の傍らで壇上の夜姫を目を細めて見上げる人物がいた。

　エルゲン王国第二王女バイオレッタ・バイス・エルゲン麾き下かの六姫士筆ひつ頭とう、美女剣士として誉ほまれも高い剣けん姫き士し、アイオリス・アイオス・アルバンである。

　全身を煌きらびやかな白しろ銀がねの鎧で覆ったアイオリスは女性にしては背が高い。

　そのアイオリスが口の中で小さく呟いた。

「まさしく王ひ女め様……」

　夜姫を見上げる彼女の双そう眸ぼうは潤んでいるように見えた。

「我が復興軍に、この夜姫様がいてくだされば」

　彼女は壇上の夜姫を見上げたまま、満足そうに小さく頷いた。

「王国復興の戦いを続けられる。どころか、いずれ復興の大たい願がん、必ず叶うだろう」












　ローゼンタール皇こう紀き九八〇年、第九の月初しよ旬じゆんのことである。




　天井に大きな吊り照明が幾いくつも設しつらえてあり、数十本もの蠟ろう燭そくが室内を煌こう々こうと照らしている広々としたそこは、評ひよう定じようの間ま。

　部屋の中央、厚手の絨じゆう毯たんの上に、東方から移入された紫し檀たんでできた大きな長ちよう卓たくが鎮ちん座ざしており、その上かみ座ざに一人の少女が座っていた。

　少女は豪ごう奢しやな長なが裳もの上に軽けい装そう鎧よろいを着用しており、彼女の左右、長卓の長辺には、軍務服に身を包んだ数名の幕ばく僚りようが腰を下ろしていた。

　みな堂々とした体たい軀くの男女で、それに比べると少女の華きや奢しやな体つきが目立つが、煌きらめくような銀髪を背に垂らした美しい少女の碧へき眼がんから放たれる視線は、周囲の大人たちの目を射い貫ぬくほどに鋭かった。




「作戦の進み具合はどうか、ランツファルト」












　上座の少女、バイデリュンヘン大たい公こうの第二公こう女じよ、リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンは、己おのれの右腕とも恃たのむ副官ランツファルトに訊いた。

「は」

　名を呼ばれた長身痩そう軀くの男は素早く立ち上がり、きびきびとした足取りで用意された木もく板ばんの前まで歩み寄った。




　バイデリュンヘン大公国軍によって占領されたエルゲン王国の元もと王おう都とで、今ではバルバリゥスと改名されているその都市にリーザはいた。

　バイデリュンヘン大公国によるエルゲン王国併へい合ごう戦せん争そうの作戦統とう轄かつ指し揮き官かんとして送り込まれたリーザは、自ら五千の軍を率い、バイデリュンヘンの版はん図とに組み込まれたバルバリゥスまで進駐してきたのである。

　リーザは接収した王宮をリーザ宮きゆうと改名し、自らの居きよ住じゆう棟とうにすると同時に併合戦争の司令部としても活用していた。




　リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンは弱じやつ冠かん十八歳──数え年である──ながら、大公の公子、公女の中では傑けつ物ぶつとして名を馳はせている。

　ただ、母親は正妃ではなく身分の低い妾しよう妃ひだったので、公こう位い継けい承しよう権けんの序じよ列れつは低かった。

　その彼女が併合戦争の統轄指揮官として送り込まれたのには、なかなか複雑な理由がある。

　大公がこの戦争を重要視しているのは間違いなく、だからこそ自分の子供たちの中でも有能なリーザを送り込んだ。

　同時に、妾腹の第二公女であるから、仮に万一、リーザが戦地で討ち死にしようと、大公にとってそれほど痛いた手でではない。

　もちろん併合の時期が遅れるのは痛手だが、大公家としては、リーザが討ち死にしたとしても、それほど大きな影響は受けない。

　むしろ、お家騒動の種が一つ減ったとさえ言える。

　討ち死にまではしなくても、失敗すれば彼女を解任して代わりの者を送ればいいだけの話だ。

　その場合も併合の時期は遅れるが、任務の遂行に失敗したリーザは大公家での地位と発言権を完全に失うから、やはりお家騒動の種が消滅する。

　上う手まく行けば行ったで、エルゲン王国を併合した上にバイデリュンヘン大公の威い光こうがいや増しに増すわけだから、それはそれで文句のないところだ。

　大公は、すでに第一公子を公こう太たい子しに定めている。

　リーザの功こう績せきに比して公太子の功績が足りないと思えば、どこか別の場所で活躍させればいい。

　なんだったら、併合が終わった旧エルゲン王国を治めるための総そう督とくとして送り込んでもいいのだ。

　大公はこうも考えている。

　むしろ、そうしたほうがリーザが力を付けすぎないためにもいいだろう、使い潰してもかまわない有能な駒こまとして、リーザには新たな戦場を用意すればいい、と。

　その辺の事情は、若いながらも聡そう明めいで世せ知ちに長たけたリーザも承知の上である。

　だからこそ、彼女はこの任務を失敗することができない。

　失敗すれば大公家に彼女の居場所はなくなる。

　どころか、大公国にもなくなるだろう。

　北東の辺へん境きようにでも飛ばされ、蛮ばん族ぞく相手に虚むなしい戦いを続けて年を取っていくか、あるいは討ち死にするかだ。

　何がなんでもエルゲン王国の併合作戦を成功させる。

　彼女はその覚悟で敵地へと乗り込んできていた。




　ランツファルトは若い主人に向かって丁寧に頭を下げてから、こう応えた。

「あまり捗はか々ばかしくはございません、殿下」

「だが、エルゲンの国王は討ち死にし、吾われらはこうして王都まで占領したではないか。すでにエルゲンは滅亡寸前……ではないのか？」

「たしかに序じよ盤ばんは満足のいく局面を作れました。ですが、現状、楽観できるような状況にはありません」

　リーザも若ければ、そう応えた副官ランツファルトも若く、まだ二十代後半だろうと思われる。

　リーザが長く美しい銀髪を背に垂らしているのとは対照的に、ランツファルトは赤髪を短く切り揃そろえている。

　同年代の平均的な女子よりもやや小柄なリーザに比べ、ランツファルトは成人男子の平均よりも遙はるかに背が高かった。

　高身長で細身の体を暗色の軍務服に包んだランツファルトは、体の向きを変え、木板に貼られた地図を指し示した。

「ご覧ください」

　大きな革張りの椅い子すに腰を下ろしていたリーザが上体を前方に傾かしげる。

　バルバリゥスへと進しん駐ちゆうしてきたばかりのリーザは、まだ現地の状況を完全に把は握あくしきっていない。

　大公からの命令はそれほど急で、彼女の進発はそれほど慌ただしかったということだ。

　先乗りとしてバルバリゥスに先着したランツファルトが現状把握と状況分析を済ませてくれているのがリーザには心強い。




「先日、我々は中部の要よう衝しようライオネルの街を攻略したところであります」

「侵攻部隊を率いるスタッガルド将軍、よくやっているではないか」

「ですが、そこから先に行けません。ライオネルの街からは南と東に向かう主要街道が延びているのですが」

　ランツファルトの持つ指揮棒が地図上を動き、それをリーザの視線が追いかける。

「今のところ東と南はエルゲン王国の残ざん存ぞん勢せい力りよくに支配されております。とくに南の勢力が厄やつ介かいでありまして」

「エルゲン王国の第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲン……だな？」

「さようであります、殿下。ゲーリンゲンの街を本ほん拠きよにしている復ふつ興こう軍ぐん、バイオレッタ元王女を首将に戴いただいて頑がん強きような抵抗を見せておりまして、南部地域への進出を試みたスタッガルド将軍の部隊、ことごとく跳ね返されております」

「噂うわさには聞いたが、バイオレッタ・バイス・エルゲン、実際それほどの者か？」

「現状、エルゲン王国が滅亡してしまわないのは、言い換えれば、我がバイデリュンヘン軍がエルゲンを完全に占領できていないのは、バイオレッタ率いる復興軍の存在と、未だ奴らが白しろ銀がねの鉱山を支配下に置いているという二点が理由でありましょう。復興軍の戦闘力をバイオレッタが支え、活動資金を白銀の鉱山が支えております」

「そうか。それほどの者か」

　リーザは瞬時、何事かを考える素振りを見せたが、すぐに、続けよ、とランツファルトを促うながした。

　一礼して、ランツファルトが説明を再開させる。

「スタッガルド将軍が南部への楔くさびを打ち込もうと築いた砦など、何度も襲われ破は却きやくされる始末でありまして。南部の森の奥にあるとされる白しろ銀がねの鉱山を接収しなくては、我が国の戦略目的は達成されないわけでありますから」

　リーザは、ふん、と鼻を鳴らした。

「つまり、バイオレッタを倒すか白しろ銀がねの鉱山を奪うかしなくては、この国を占領できないわけだな。で、東はどうなのだ？」

「東の抵抗勢力は、さほど大きなものではありません。ですが、バイオレッタの支援を受け、山さん岳がく部ぶでの不ふ正せい規き戦せんを続行しております。ライオネルから東へと向かう街道には、途中、広大な森があります。山地越えも必要でして、大軍の移動には適てきしません。バイオレッタの手て勢ぜいに手を焼いている現状では、そもそも大軍を派遣できません。それに、あちらの背後にはスモレンスク王国が控えております。今のところは争乱を静せい観かんしておりますが、虎こ視し眈たん々たんと介入の機会を窺っているのは確実であります。下へ手たに藪やぶを突つきますと、かなり厄介なことになるかと危き惧ぐいたします」

「なるほど」

　地図に視線を走らせていたリーザは、やがて視線を止め、ゆっくりと顔を上げた。

「スモレンスクに介入の機を与えないように、東方地域は南を押さえた後、つまりバイオレッタの手勢を潰した後に、南と西から一気に制圧するのがよいというわけだな」

「さようであります」

　と応えながら、打てば響くリーザの頭の回転の速さにランツファルトは改めて感心、感嘆する。

（この公女殿下が大公国を継いでくだされば……）

　などと夢む想そうしてしまいそうになる自分を、ランツファルトは急いで抑えた。

（今はそれを考えている場合ではない。とにかくこの任務を成功させなくては、殿下に将来はないのだから）

「西はどうなっている？」

「アゥグスブルゲン王国、国くに境ざかいの都市や砦を幾つか占領していますが、それ以上は進めておりません。南部地域を制圧した後にアゥグスブルゲン王国軍を追い払う……のでも間に合うと思われます」

「そうか。ならば肝かん心じんの南部地域の制圧について訊こう」

　地図を見ていたリーザが視線をランツファルトへと向ける。

「状況はどうなっているか？」

「は。ライオネルの街に駐ちゆう留りゆうするスタッガルド将軍の兵力は四千五百まで増強されております。将軍は南部地域への進出のため、各地に拠点となる砦を築かせておりますが、先ほども申しましたとおり、完成を見る前にバイオレッタ側の部隊に襲撃されて破却される、という繰り返しになっております」

「ふむ」

　リーザは少しだけ考え込む素振りを見せたが、直ぐに顔を上げた。

「バイオレッタの動員兵力は三千から三千五百ほどだという話だったな」

「さようであります。が、砦に配置している兵もおりますし、各地の旧きゆう王おう国こく勢ぜいとの連絡にも多くの兵を使っているようですし、戦闘に投入できる兵力となりますと、二千五百程度が上限ではないかと」

「ここは奴らの地元。不正規戦で輜し重ちようを狙われたり小部隊を襲われたりするのは避けたいところだな。できれば野や戦せんで一気に片を付けるのが望ましい」

「ですが、スタッガルド将軍が全軍を率いて討って出ても、敵が正面から野戦に応じるとは思えません」

「ならば、野戦をする気にさせればよい」

　ランツファルトは、そんなことが可能ですか？　などとは訊かない。

　リーザがそう言うからには、敵を野戦に引っ張りだす方ほう策さくが彼女の頭の中にあるのだ。

　だから彼はこう訊いた。

「は。どのような方策で？」

「吾の率いてきた五千をライオネルの街へ送ろう」

「…………」

　さすがのランツファルトも言葉を失った。

「さすれば、一万近い軍勢となる。バイオレッタといえども、かなりの危機感を抱くのではないか？」

「そ、それはたしかに。ですが殿下が五千を率いて入城したのと入れ替わりに、ここに駐留していた二千をスタッガルド将軍の増援としてライオネルへ送っております。いま殿下の五千までライオネルへ向かわせれば、バルバリゥスが空っぽになってしまいます。まさか殿下が自ら軍を率いて遠えん征せいなさると？」

「そんなことは言わない」

　というリーザの答えを聞いて、ランツファルトだけでなく、居並ぶ幕僚たちも安あん堵どの息を漏らした。

　せっかく奪ったエルゲン王国の王都を空にして、旧王国勢がこれ幸さいわいとばかりに挙きよ兵へいでもしたら、大変なことになる。

　ここまで口を挟もうとしなかった幕僚たちだが、堪たまらず一人が口を開いた。

「誰に率いさせるにせよ、ここが空っぽになるのは変わりません、殿下。総出撃の情報を得たバイオレッタ部隊が、スタッガルド将軍の部隊を避けてこちらに向かう危険性もあるかと。あまりにも危ういのではありませんか？」

　リーザは、にんまりと笑った。

「本当に送るとは言っていないぞ」

「え？」

　幕僚たちがきょとんとした顔でリーザを見やる。

「つまりだ、ここの五千をライオネルへ送る準備を始めたと見せかけるということだな。先せん遣けん隊たいとして千、二千くらいを動かしてもよい。そうすれば敵は座ざして見過ごせなくなるだろう。座して見ていればジリ貧に陥おちいるのは必ひつ定じよう。スタッガルドの部隊と雌し雄ゆうを決するか。あるいは彼の部隊を避けて、手薄になったここを衝つくか。もしこちらへ向かってくるのなら、吾が直じき々じきに相手をしてやろう。と、まぁそういうことだ。いずれにせよ、バイオレッタを捕らえるか討ち取るかすれば、この併合戦争、終わったも同然。ならば、敵が決戦を挑まざるを得ない状況を作りだしてやればよい」

　ランツファルトや幕僚たちはもう一度、安堵の息を吐はいた。

　同時に、リーザの策に感嘆もした。

「皆の者、どうか？」

「は。殿下の策なら、高確率で敵の首しゆ魁かいを引っ張り出せるかと思います」

　とランツファルトが答えると、幕僚たちも頷き、賛さん意いを表した。

「では、具体的な作戦行動を策さく定ていせよ。同時に、ここの部隊が増援としてライオネルの街へ送られる、という情報を敵方に流す必要もある。むしろ、その情報操作こそが作戦の要かなめである。それは、ミニーチェ、おまえに任せよう」

　居並ぶ幕僚の一人、若い女性が頭を下げた。

「必ずや殿下のご期待に添うてご覧に入れます」

「頼んだぞ」

「はは」

「それとな、ランツファルト。スタッガルドの尻を叩いておけ。吾の五千が行く前に敵の主力を破れとな。行く振りをするだけだとは言わなくていい」

「は。承知いたしてございます」

「作戦会議はこれまでとする。具体的な計画が上がったら改めて集まれ」

「はは」

「では、解散」

　幕僚たちは弾かれたように立ち上がった。

　リーザは新たな役割を負って部屋から退出していく部下を目で追っていたが、やがて木板に貼られた地図に視線を向けた。

（反乱軍の首魁バイオレッタ・バイス・エルゲンか。吾と同じで妾腹の第二王女だそうだな。年も近しい。そして国王からはよく働く手駒として使われていたのだとか。その立場には少し共感するものもあるが……）

　地図に向けていたリーザの柔らかな視線が、不意に厳しいものに変わる。

（今は敵と味方だ。吾には吾の立場があるからな。遠えん慮りよなく叩き潰させてもらう。悪く思うな）

　リーザはゆっくりと椅子から立ちあがった。

「執務室へ戻る。ついてまいれ、ランツファルト」

「は」

　リーザは自分より遙かに背の高いランツファルトを従えて評定の間をあとにした。




　侵略する側の第二公女と侵略される側の第二王女。

　似たような境きよう遇ぐうの二人の少女が相あい見まみえることはあるのだろうか。

　運命の女神の賽さいは、果たしてこの二人にどんな目を用意しているのだろうか。
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　エルゲン王国はバイデリュンヘン大たい公こう国こく軍の侵略を受け、国土の過半を制圧された。

　その上、西方もアゥグスブルゲン王国軍によって侵おかされている。

　王都も失い、国王も王おう太たい子しも討ち死にしてしまった。

　その時点で王国は王国の体ていを失い、滅亡は時間の問題と思われた。

　だが、王国の遺い臣しんや民たちは未いまだに抵抗を続けている。

　何な故ぜなら、彼らにはまだ希望があったから。

　希望とはエルゲン王国第二王女バイオレッタ・バイス・エルゲンの存在である。

　王国復ふつ興こうを旗はた印じるしに掲げたバイオレッタは各地の抵抗勢力をまとめ、復興軍を組織し、バイデリュンヘン軍に対する頑がん強きような抵抗戦争を継続中だった。

　リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンがエルゲン王国併へい合ごうの最高司令官として送り込まれた時点でもバイオレッタ率いる復興軍は奮ふん戦せんを続けており、バイデリュンヘン軍の南部地域への侵攻をギリギリで阻止していた。

　大方の予想を裏切る復興軍の健けん闘とうは、偏ひとえにバイオレッタ王女の人望と指揮能力の為なせる業わざだといってよかった。
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　バイオレッタ・バイス・エルゲンには有能な家か臣しんがいる。

　それが「六ろく姫き士し」と呼ばれる六人の重じゆう臣しんだ。




　剣けん姫き士しアイオリス。

　魔ま姫き士しスナイデルッラ。

　識しき姫き士しコルネリアゥス。

　闘とう姫き士しセンレリゥム。

　獣じゆう姫き士しサンドリヨンス。

　忍にん姫き士しカオルゥ。




　この六人がバイオレッタを支える股こ肱こうの臣しんである。

　いずれもが一いつ騎き当とう千せんの兵つわものだが、一人、識姫士コルネリアゥスだけは他の五人と毛け色いろが違っていた。

　部隊指揮官としても類たぐい希まれな能力を発揮するコルネリアゥスだが、彼女の本質は戦闘よりも、むしろ内政や外交といった面にある。

　常に闘とう気きを発散しているアイオリスやセンレリゥム、妖しい雰囲気を醸かもし出しているスナイデルッラ、摑つかみ所がないサンドリヨンス、東方から来た新しん参ざん者もののカオルゥなどと違い、コルネリアゥスは物静かで落ち着いていて学者然ぜんとした雰囲気があり、文官たちに受けがよかった。

　バイオレッタもそのことはよくわかっているから、旧エルゲン王国南部地域の要よう衝しようで復興軍が本ほん拠きよ地ちとしている重要な拠点都市、ゲーリンゲンの街の内政・外交の責任者としてコルネリアゥスを指名していた。

　今回のバイオレッタの遠えん征せいにも、したがって彼女は同道せず、ゲーリンゲンの守しゆ将しようとして街に居残っていた。

　そのコルネリアゥスの下もとへ、旧王都へ潜入させていた情報収集班の班長が駆け込んできた。

　バイオレッタ王女から「敵方の砦とりでの破は却きやくに成功した」という連絡を受けたコルネリアゥスは、遠征部隊を迎える指示を執しつ務む室しつで役人たちに与えているところだった。

　重大な情報がもたらされたことを悟った彼女は、すぐに別室へ移動して、班長と二人だけで話すことにした。




「大公息そく女じよ、リーザ・ジェローナが五千を率いて旧王都に入りましたか」

　淡色の長なが裳も姿で椅い子すに座ったコルネリアゥスは、落ち着いた物腰を崩さないまま低く唸うなった。

　真っ直ぐな茶色の前髪を目にかかる程度の長さで切り揃そろえていて、髪の合間から覗のぞく瞳には知的な光が宿っている。

　かけている片かた眼鏡めがねを右手で軽く押し上げたコルネリアゥスは、卓を挟んで座っている相手の男に視線を据すえた。

「たしかにそれは重大な情報ですが、あなたが戻ってきたということは、それだけではありませんね？」

　さすがにコルネリアゥス様だと内心で舌を巻きながら、班長の男は応こたえた。

「はい、仰るとおりでして、リーザが連れてきた五千の軍が、さらに南へと進む準備を始めているのです」

　コルネリアゥスの眉まゆが、ぴくりと跳ねた。

「さらに南へ。五千がですか？　となると、行き先は」

「ええ。ライオネルの街に相違ないかと」

「たしかにそれは容よう易いならざる事態ですね」

　コルネリアゥスは愁しゆう眉びを深くする。

「しかし、それでは旧王都が空っぽになるでしょうに。まさか本人が親征を？」

「申し訳ありません。そこまではまだ摑つかめておりません」

「五千のさらなる南下は間違いありませんか？」

　班長は幾いく分ぶん青ざめた表情で頷いた。

「旧王都郊こう外がいに兵ひよう糧ろうの集積基地が造られ、引っ切りなしに兵糧が運び込まれております。五千全軍で、ではなくとも、三千や四千は南へ向かうのは間違いないと思われます」

（そうなると、ライオネルの街のバイデリュンヘン軍は、総勢で一万近くに膨ふくれ上がりますね。まさか、着任早々にこんな大胆な手を打ってくるとは。リーザ・ジェローナ、噂うわさどおりの遣やり手のようです。が、遣り手というならわたくしたちの王ひ女め様も負けてはいません。ともかく王ひ女め様が帰き還かんされたらすぐにご報告をして、対応策を練っていただかなくては。申し訳ないですが祝しゆく勝しようの宴うたげは延期ですね）












　一瞬でそこまでを考えたコルネリアゥスは、静かに立ち上がった。

「お疲れ様でした。重要な情報を届けてくれて助かりました。ここまで走ってきたから疲れているでしょう。まずは一休みなさい。疲れが取れたら、また旧王都へ戻って、引き続き情報収集に当たってもらいますよ」

「は。ありがとうございます」

　王女直じき参さんの六姫士から温かな言葉をかけてもらい、班長は少しばかり感激した面おも持もちで立ち上がり、コルネリアゥスに敬礼を送った。

「では、失礼いたします」

「ご苦労様でした」

　小さな部屋で一人になったコルネリアゥスは、誰だれに憚はばかることなく大きなため息を吐つく。

　彼女は自分たちの前に強大な敵が出現したことを悟っていた。

（バイデリュンヘン大公の第二公女、リーザ・ジェローナ・バイデリュンヘン。もしかすると、王国復興という悲ひ願がんを阻止する最大の敵かもしれません。ですが）

　コルネリアゥスの脳のう裏りに、バイオレッタ王女の笑顔が浮かんだ。

　彼女の笑顔は夏の眩まばゆい陽光の下に咲く大きな向日葵ひまわりのようだ。

　あの笑顔に自分は魅みせられたのだとコルネリアゥスは思う。

（王ひ女め様がおられる限り、わたくしたち復興軍が負けることなどありません。リーザ・ジェローナがどれほどの者だとしても）
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「バイオレッタ様がお戻りだ！」

「昨日はバイデリュンヘン軍がアレーシュに築いていた砦を破却されたそうだ」

「五百で守兵を討ち破り、砦を壊したか」

「敵は一千近くもいたと言うが？」

「さすがはバイオレッタ様、我らの希望の星だ」

　凱がい旋せんしたバイオレッタの部隊をゲーリンゲンの街の住民がこぞって出迎えた。




　高くて頑丈な城じよう壁へきに囲まれた城じよう郭かく都と市しの大手門を、帰還した部隊が通過していく。

　先頭を行くのは騎き乗じようしたバイオレッタ・バイス・エルゲン王女。

　軍務服の上に白しろ銀がねの鎧よろい兜かぶとを纏まとい、両腕に手しゆ甲こうを着け、両足は長ちよう靴かで固め、腰には王家の太た刀ちを佩はい刀とうしている。

　跨またがる栗くり毛げの馬は巨体だが、馬上のバイオレッタ王女もかなりの高身長で、遠目には男に見えるかもしれない。

　だが、優美な曲線を描いて大きく盛り上がっている鎧の前面上部が、装着者が女性であることを強く主張している。

　加えて、背中に垂らした長い金髪と兜から覗く美しく整った容よう貌ぼうを見れば、バイオレッタを男と見み紛まがう者などいないだろう。




　王女の馬の轡くつわを取っているのが戦せん陣じん侍じ女じよのティターニア・ドナゥベルン。

　戦陣侍女とは、普段の身の回りの世話に留まらず、戦場にまで付き従う侍女のことで、一般の兵士にも負けないほど剣や弓の扱いに優すぐれている。

　ティターニアは侍女にしておくのはもったいないと兵たちに噂されるほどの美女だが、控えめでよく気がつく彼女のことをバイオレッタは殊ことの外ほか気に入っていて、戦場であろうとなかろうと、常に側に侍はべらせている。

　短衣の上から上半身を覆う軽けい装そう鎧よろいを着込んで馬の轡を取るティターニアは、戦陣侍女であることを示す半円型の綺き麗れいな髪留めを頭に付けていた。




　バイオレッタに続くのが彼女直参の六ろく姫き士しのうちの五人で、そのうち四人は馬に乗り、一人だけ徒歩だった。




　剣けん姫き士しアイオリス。

　魔ま姫き士しスナイデルッラ。

　闘とう姫き士しセンレリゥム。

　獣じゆう姫き士しサンドリヨンス。

　忍にん姫き士しカオルゥ。




　いずれもが一騎当千の兵であり、部隊長としてこれまで侵略軍と戦ってきた歴れき戦せんの勇者である。




　剣姫士アイオリスはバイオレッタのすぐ後ろから馬を歩ませている。

　背の高いバイオレッタ王女よりさらに頭半分ほど高いアイオリスは、威い風ふう堂どう々どうという形容が相応ふさわしく、じつに凜り々りしい騎き馬ば武む者しやぶりだ。

　白しろ銀がねの鎧の前面上部の盛り上がりもバイオレッタに負けてはいない。

　剣も得意だが槍やりも得意で、アイオリスが跨がる馬の横っ腹には長なが柄えの槍が括くくりつけてあった。

　その斜め後ろにいるのは魔姫士スナイデルッラである。

　彼女は白銀の軽装鎧──白銀は魔力の減げん殺さいが極めて少ない希少金属だ──の上に黒い羽織り物マンテラを羽は織おっている上、頭巾で隠していて顔立ちもはっきりとしないので、見た目では男か女かの区別も判然としない。

　けれど、周囲に漂う妖しくも不可思議な雰囲気が、彼女こそスナイデルッラであると強く主張している。

　そもそも魔術士という存在が希少種で、みな独特の雰囲気を持っているものだ。

　そしてスナイデルッラほどの高位の魔術士ともなれば、何もしなくてもつねに魔力を身に纏まとっているので、常人には出せない雰囲気を醸かもし出すことになるのである。




　闘姫士センレリゥムは鎧を着ていなかった。

　赤毛の髪を短く切っているセンレリゥムは、己おのれの肉体を見せつけるように、腕や足を出した極ごく薄うすかつ体に密着した衣装を着ているだけだ。

　彼女は硬こう化か法ほうという特殊な戦闘術の使い手で、剣も弾はじくほど硬くした肉体で闘うため、素早さと動き易さを優先して鎧を着ないのである。

　センレリゥムはアイオリスよりもさらに大きく、その身長は三分の二ヤルドを遙はるかに超えている。

　その後ろには獣姫士サンドリヨンスが続いている。

　緩やかに湾わん曲きよくした淡色の髪を背に垂らしたサンドリヨンスは、頭に兎うさ耳みみを模もした帽ぼう子しを被り、軽装鎧の上から毛皮を羽織るという破は天てん荒こうな出で立ちだった。

　獣使いである彼女は、本当は使し役えきする獣たち──彼女に言わせると「友だち」だそうだが──を引き連れて歩きたいところだ。

　けれど、そうすると馬が恐がるし、周囲の兵も恐がるし、出迎えた街の住民も恐がるので、仕方なく一人で馬に乗っていた。




　最後に少し遅れて、徒歩で進むのが忍姫士カオルゥだ。

　彼女は他の四人の姫士に比べると小柄で、暗色の短裳の上から明るい色合いの上着を羽織っている。

　彼女はこの辺りの出身ではなく、遙か東方から流れてきた忍びの者──これも自称だった──で、元は暗殺や破壊工作を生業なりわいにしていたという異質の存在だが、忍びにしては見た目が派手で、そんな過去を感じさせない。

　カオルゥが馬に乗らないのは「馬より自分の足で走ったほうが速い」からだそうだが、さて、それはどこまで本気の言葉だろうか。




　五姫士のあとには黒くろ騎き士しミュラウと赤あか騎き士しガットーゾが続く。

　黒毛の馬に跨がる巨きよ漢かんがミュラウで、日の光すら吸収してしまうような漆黒の鎧兜で全身を覆っているため、巨大な質量を持った黒々とした翳かげが動いているのではないかと錯さつ覚かくしそうだ。

　赤毛の馬に跨がる小柄な老騎士がガットーゾ。

　こちらは赤あか銀がねの鎧に身を包んでいて、陽光を受けた鎧が赤く煌きらめくため、まるで全身が燃えているように見える。

　この二人はバイオレッタの直参ではなく、バイオレッタの弟、第三王子ラーエルテスの直参だ。

　バイオレッタは、ミュラウとガットーゾに守られて陥かん落らくした王都から落ち延びてきたラーエルテス王子を保護していた。

　ラーエルテス王子はまだ幼くて戦えないため、二人もバイオレッタに従って王国復興の戦いくさを戦っているのである。

　その後ろに多くの騎士や歩兵が続いていた。

　総勢でおよそ五百の兵が大きな戦果と共に帰城したところだった。

　大きな戦果とは、北へ延びる街道沿いにバイデリュンヘン側が築こうとしていたアレーシュの砦を攻略したことである。

　一千ほどの兵を動員して築こうとしていたこの砦は復興軍の支配地域に打ち込まれる楔くさびであり、完成すれば、復興軍の機き動どうを妨げる目の上の瘤こぶとなる代しろ物ものだった。

　そこでバイオレッタは自ら五姫士とミュラウ、ガットーゾを率いて五百の精兵と共に攻略に向かい、鮮やかな奇襲を決めて守兵を追い散らし、八割方完成していた砦の破却に成功したのだった。

　自軍に倍する敵軍を討ち破り、完成間近の砦を破却したことで、バイオレッタの武名は改めて国内外に轟とどろくことになった。




　エルゲン王国各地に散らばる抵抗勢力は、この戦の結果を聞いて勇気づけられ、逆にバイデリュンヘンやアゥグスブルゲン側は危機感を強めた。

　エルゲン王国復興を願う諸しよ侯こうや王国民は「バイオレッタ王女がいてくれれば」という思いを強くし、バイデリュンヘンやアゥグスブルゲンの首しゆ脳のうは「バイオレッタさえいなければ」という苦悩を深め、彼女に対する憎ぞう悪おを深くすることになった。
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　バイオレッタは兵を街の中央広場に集め、閲えつ兵ぺい式しきを行うと同時に、簡単な論ろん功こう行こう賞しようも行った。

　自身も疲れている。

　部下も兵も疲れている。

　それでも、ここで自ら閲兵し功を称たたえることが兵たちをどれほど勇気づけ、奮い立たせるか。

　常に兵と共に戦場を駆け巡ってきたバイオレッタには、そのことが誰よりも何よりもよくわかっていた。

「聞けよ兵ものども」

　壇だん上じように立ったバイオレッタが声を張り上げると、中央広場は静まりかえった。

　兵だけではない。

　遠巻きに見守っている街の住民たちも歓声を上げるのを中断し、拍手を止め、バイオレッタの声に耳を傾ける。

「アレーシュの砦は破壊された。いや、おまえたちが破壊したのだ。これで吾ら復興軍の作戦行動に対する制約は大幅に取り除かれることとなった。吾らは王国復興の階きざはしをまた一段、上ることができた。これも皆の奮ふん励れい努ど力りよくの賜たま物ものだ。礼を言わせてもらう」

　バイオレッタがそこで言葉を切ると、兵や住民のあいだから再び盛大な拍手と歓声が沸き起こった。

　しばらくそれを聞いていたバイオレッタだが、やがて優雅な所しよ作さで右手を挙げ、鎮しずまるようにと手を動かす。

　たちどころに拍手や歓声がかき消えた。

「今回の戦の勲くん一いつ等とうは砦に一番乗りしたバルギゥスである。しかし」

　バイオレッタは天を仰ぐような仕草を見せる。

「砦内の戦闘でバルギゥスは討ち死にしてしまった。そこで、遺のこされた彼の家族に黄金五枚を贈り、彼の奮戦に報むくいることとしたい」

　兵のあいだから、そして住民のあいだから、どよめきと驚きよう愕がくの声が上がった。

　一番手柄とはいえ、黄金五枚は破格の褒ほう賞しようだ。

　遺された彼の家族は、幼い子供たちがみな成人するまで、なんの苦労もなく生活していけるだろう。

　バイオレッタはこれまでも、討ち死にした者の一族郎ろう党とうに手厚く報いてきたが、それでも今回の行賞は配下の兵や住民に大きな影響を与えた。

　たとえ討ち死にしても、遺された家族の生活はバイオレッタ様が守ってくださる。

　それを確信した兵は戦場で死に物狂いになれる。

　ギリギリまで踏み込んでいける。

　そんな兵が多い部隊は強い。

　戦陣在住のバイオレッタは、兵の心理、機き微びというものを誰よりもよく理解している。

　だからこそ、バイオレッタはバルギゥスを勲一等とした。

　最初に砦に突入したのは彼一人ではない。

　ほぼ同時に何人かの兵が乗り込んでいたが、バイオレッタは敢あえて討ち死にしたバルギゥスを勲一等にすることで、兵の心、民の心を摑もうとしたのである。

　じっさい、バイオレッタの論功行賞は兵や民の魂たましいを揺さぶった。

　この女ひとのためなら戦える。

　改めて誰もがそう感じたことだろう。

　中には、この女ひとのためなら死ねると思った者もいただろう。

　中央広場は熱狂と歓喜の渦うずに呑み込まれた。




「やれやれ。王ひ女め様は本当に兵を乗せるのが上う手まいな」

　壇上のバイオレッタを見上げたまま、魔姫士スナイデルッラがそう呟つぶやくと、それを聞きつけた闘姫士センレリゥムが応えた。

「それもそうだが、俺は王ひ女め様の尽きせぬ気力、体力に驚きよう嘆たんするね。夜を徹して馬を駆けさせ、戦場では常に前線に立って部隊を指揮し、夜遅くまで帷い幄あくで策を巡らせ、凱がい旋せんしてもなお兵を鼓こ舞ぶすることを忘れない、王ひ女め様は超人なのか化け物なのか……と言いたくなる」

　剣姫士アイオリスが、ふん、と鼻を鳴らす。

「だからこそ我らは王女様に惚れたのだろうが」

「そうなんだけどな」

　と闘姫士が小さく肩をすくめると、その横で獣姫士サンドリヨンスが生あくびを嚙かみ殺した。

「いやぁでもぉ、さすがに眠いんだけどね〜。早く終わってくれないかな〜」

「安心するといい、ヨンス。王ひ女め様が兵の疲労を無視するはずがない。もうじき終わるだろう」

　というアイオリスの言葉のとおり、二番手て柄がら以降の行賞は後ほど部隊長を通じて行うと宣言して、バイオレッタは部隊を解散させた。

　各部隊長に率いられた兵たちが意気軒けん昂こうとした様子で兵舎に戻っていくのを壇上から見送っていたバイオレッタだが、やがて演壇を降りると、警護の兵と共に五姫士の下へ歩み寄ってきた。

「待たせたな、みんな」

「「「「「お疲れ様でした、王ひ女め様」」」」」

　五人が声を揃えてバイオレッタを労ねぎらった。

「ティターニア！」

　バイオレッタの呼ぶ声に応え、ティターニアが短裳を翻して駆け寄ってきた。

「お呼びでしょうか、王ひ女め様」

「これを」

　バイオレッタが差し出した王家の剣を、ティターニアは恭うやうやしく押し戴いただいた。

「よし、宮みやへ戻るぞ」

　バイオレッタは五姫士に加え、黒騎士、赤騎士、ティターニアなどを率いて、仮設の王おう女じよ宮きゆうへと戻っていった。
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　馬ば房ぼうの兵に馬を預け、バイオレッタは館の玄げん関かん口ぐちへと足早に歩いた。

　王女宮と言っても、高級住宅街に建つ中央貴族の別べつ邸ていを接収して使っているだけだ。

　別邸なのでとくに豪ごう華かでもなく、それほど広いわけでもない。

　ゲーリンゲンの街を王家から預かっていた執しつ政せい官かんなど、

「王おう女じよ様に相応ふさわしいもっと立派な建物を建てたらどうですか」

　と勧めたのだが、質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとするバイオレッタは、

「これでいい、むしろこれがいい」

　と取り合わなかった。

　とはいえ、中央貴族の持ち物なので、とりあえず石造りの二階建てで、窓は大きく、二階には露ろ台だいが張り出していて、それなりの見栄えではある。

　中央の貴族のほとんどは逃げるか捕まるかしているはずなので、こうして別邸を勝手に使っても文句を言う者はいない。

　バイオレッタの弟、ラーエルテス王子も、近くにある貴族の別邸を王子の仮宮として使っていた。

　周ぐるりを煉れん瓦がの壁に囲まれた館の出入り口に立つ衛えい兵へいに挨あい拶さつをすると、そのうちの一人が敷地内に駆けていった。

「バイオレッタ様ご帰還！　バイオレッタ様ご帰還！」

　バイオレッタ一行が敷しき地ちに足を踏み入れると、館の扉が開いて十名近い侍じ女じよが現れ、出入り口の前に整列した。

　鉄製の門もん扉ぴから館まで、芝生しばふが植うわった庭の中、石が敷かれた小こ径みちが続いている。

　短い小径を歩ききったバイオレッタを、整列した侍女たちが迎え入れる。

「ようこそお戻りになられました、バイオレッタ王おう女じよ様。五姫士様も、お疲れ様でございます」

「皆の者、出迎え大たい儀ぎ」

　バイオレッタを先頭に、五姫士たちが扉を通り抜けて玄関広間に足を踏み入れると、外に整列していた侍女たちも屋内に戻ってきた。

　厚手の絨じゆう毯たんを敷いた玄関広間には識姫士コルネリアゥスが待ち構えていた。

「お帰りなさいませ、王ひ女め様」

　優雅な長なが裳も姿で低頭するコルネリアゥスに向かってバイオレッタが手を挙げた。

「留守居役、ご苦労だった、コルネリアゥス。留守中、変わったことはなかったか？」

「ここにはございませんが、状況に変化がございました」

「なに!?」

　普段から遠回しな言い方をすることの多い識姫士だが、彼女の言葉にある種の緊張感を感じ取ったバイオレッタは眉を顰ひそめる。

「悪い報しらせか？」

「あまりよくはございませんね」

「聞こう。吾一人がよいか？」

「いえ。皆も一緒のほうがよいかと。説明が二度手間になりませんから」

「そうか。では、評ひよう定じようの間まに行こう」

　バイオレッタは振り返って、五姫士と赤騎士、黒騎士に呼びかける。

「ご苦労だが、もう一働きしてもらおう」

「うえ〜〜」

　露ろ骨こつに顔を顰しかめるサンドリヨンスを、アイオリスが窘たしなめた。

「いちばんお疲れの王ひ女め様が平気なのに、おまえが弱音を吐いてどうする!?」

「そ……そうなんだけどさ〜。は〜〜、やれやれ」

　と首を振ったサンドリヨンスは、ちらっとコルネリアゥスに視線を走らせ、

「つまんない話だったら、灰はい色いろ熊ぐまの餌えさにしてやるかんな〜」

　と呟いた。
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　評定の間の長ちよう卓たくにバイオレッタ以下、剣姫士、魔姫士、闘姫士、獣姫士、忍姫士、識姫士、そして赤騎士と黒騎士が勢揃いした。

　長卓の上かみ座ざにバイオレッタが座り、彼女から見て左側に剣姫士アイオリス、魔姫士スナイデルッラ、獣姫士サンドリヨンス、忍姫士カオルゥ、右側に識姫士コルネリアゥス、闘姫士センレリゥム、そして赤騎士と黒騎士が居並んでいる。

　戦陣侍女のティターニアは、お茶の用意をするため配はい膳ぜん室しつのほうへ引っ込んだ。




　やがてティターニアと数名の侍女がお茶と焼き菓が子しを運んできて各人に配った。

　バイオレッタは真っ先に茶ちや器きに手を伸ばし、茶を飲み、焼き菓子を口に放り込む。

「疲れているときの茶ちや請うけは甘い焼き菓子に限るな。さて」

　茶器を戻すと、バイオレッタはコルネリアゥスに顔を向けた。

「では、話を聞こう、コルネリアゥス」

「はい」

　コルネリアゥスは旧王都へ潜り込ませている情報収集要員がもたらした新しい情報を、王女以下、五姫士や赤騎士、黒騎士たちにかいつまんで話して聞かせた。




「…………というわけで、このままではライオネルの街のバイデリュンヘン軍が、一万近くまで増強されてしまいそうです」

　一万という数字を聞いて、アイオリスやスナイデルッラ、サンドリヨンスやセンレリゥムが目を見開いたり眉を顰ひそめたりしている。

　老ろう獪かいな赤騎士や豪ごう胆たんな黒騎士も顔を曇らせていて、表情を変えていないのはカオルゥくらいだ。

　もっとも、カオルゥはふだんからあまり表情を変えないので、表情に変化がないからといって彼女が事態を心配していないわけではないだろう。

「そうか。あのリーザ・ジェローナが乗り出してきたか。これは厄介だな」

　と言ったバイオレッタもリーザの噂は聞いていた。

　リーザは部隊指揮官としても軍団司令官としても有能で、これまで各地の戦場で何度も大きな手柄を挙げたという話だ。

「そのリーザが五千の兵を率いて、か。なるほど、よい報せではないな」

「しかも旧王都に着いた直後、休む間もなくさらに部隊を南下させ、こちらを圧迫する態勢を取ろうとしています」

「なかなか果か断だんな公女様のようだ」

　そう言うバイオレッタの顔には皮肉の笑みが浮いている。

「どうやら、ちまちまと砦を壊しているだけでは敵の攻こう勢せいを支えきれなくなりそうだ」

　そう言ってバイオレッタは考え込む素振りを見せたが、やがて顔を上げた。

「ふむ。疲れた頭ではいい考えも湧わいてこないな。下へ手たの考え休むに似たりとも言う。とりあえず仮眠を取り、起きてスッキリした頭で考えるべきだろう」

「うわぁ、異存はありませんね〜〜」

　諸もろ手てを挙げて賛さん同どうするサンドリヨンスを横目で睨にらんだアイオリスだが、王女が寝ると言っているのだから、彼女を注意することもできない。

「よし。三さん時とき後に再集合だ。改めて軍議を行おう。いいかな、赤騎士、黒騎士」

「承うけたまわってございます」

　二人は一礼して承知の意を表した。

「では、いったん解散だ」

　がたりと椅子を慣らしてバイオレッタが立ち上がると、皆も腰を浮かせた。

　六姫士はバイオレッタ直参なので自室は王女宮にあるが、黒騎士と赤騎士はラーエルテス王子の家臣だから、二人の居室は仮の王子宮のほうにある。

　二人が退出していくと、アイオリスは控えていた侍女に向かって、

「王ひ女め様はお疲れだ。寝所の用意を……」

　と声をかけたが、バイオレッタが遮さえぎった。

「その前に、まずは風呂だな。さすがに汗と戦せん塵じんに塗まみれたまま寝台に横たわるのは気が進まない」

「ということだ。すぐに湯ゆ浴あみの用意を」

　アイオリスが侍女頭がしらに改めて命じると、彼女は微笑ほほえみながら応えた。

「ご帰還の先さき触ぶれが来ましたので、すでに湯を沸わかしてございます」

「そうか。では、まず湯に浸つかろう。仮眠を取るのはそれからだ」

　バイオレッタはくるりと振り返る。

「吾は湯ゆ殿どのに行くが、誰か一緒に来るか？　アイオリスはどうだ？」

「あ、いえ、さすがに今日は疲れております故ゆえ、ご遠慮申し上げておきます」

「そうか。では……」

　バイオレッタが残りの五人を、品定めするような目つきで順じゆん繰ぐりに見やった。

「スナイデルッラはどうだ？　コルネリアゥスは？」

「湯に浸かるよりも、今は一刻も早く寝台に横になりたいかと」

「ルッラに同じく、でございます」

「サンドリヨンスとセンレリゥムは？」

「今日は勘かん弁べんしてほしいっす」

「あたしは寝たいです〜」

「カオルゥは？」

「拙せつ者しや、見張り番であります」

「む。そうだったか。ふむ」

　バイオレッタは顎あごに手を当て考え込む。

「せっかく湯に浸かるのに一人では面白くない。では、ティターニアがつきあえ」

「あの……本当によろしいのでしょうか。お疲れなのではございませんか」

「吾が所望するのだ。いいも悪いもあるものか」

　軽装鎧を脱いで侍女服に着替えていたティターニアは、顔を赤らめながら深々と低てい頭とうした。

「お供させていただきます」

　そんなティターニアを、他の侍女たちが羨うらやましそうな顔で、あるいは少し悔くやしそうな顔で見ている。

　一方、六姫士たちだが、どうやらすぐ寝台で横になれそうなので、やれやれと安あん堵どの息を吐はいていた。

「湯殿に参る。ついてこい。ティターニア」

「はい、ただ今」

　ティターニアを引き連れ、意い気き揚よう々ようとした足取りで玄関広間から奥へ続く廊下を歩いて行くバイオレッタの背中を見送った魔姫士スナイデルッラは、苦笑を浮かべて傍かたわらの剣姫士に声をかけた。

「アリス、おまえは行かなくてよかったの？」

「さすがに今日は……な。本気で疲れているのだ、王ひ女め様の攻めに耐える自信がない」

「そう……だな」

「戦場を駆け、兵を指揮し、帷い幄あくで謀はかりごとを巡らせ、寝る暇を惜おしんで女子を弄もてあそぶ。王ひ女め様は化け物……いえ、超人ね」

　と識姫士コルネリアゥスが小さく首を振ると、闘姫士センレリゥムが言った。

「そんな王ひ女め様だからこそ、俺らも惚ほれたんだろうが」

　すかさず獣姫士サンドリヨンスがツッコんだ。

「したり顔でなに言ってんの〜？　それ、さっきアリスが言ったよ〜？」

「あ、あれ？　そうだったか？」

「そんなこと言うならリゥムが湯殿に行けばいいんじゃん〜」

　センレリゥムは、額ひたいに冷や汗を浮かべ、わたわたと手を振った。

「い、いや、今日は洒落しやれにならないって。本音を言うと部屋まで行くのもしんどいんだ。もうここで横になりたいくらいなんだよ」

「だよねぇ。王ひ女め様だって疲れてるはずなのに、どんだけ精せい力りよく絶ぜつ倫りんなのか〜」

　すると魔姫士スナイデルッラが大きく頷いた。

「まったくだな。先ほど疲労で頭が働かないと仰っていたのにな。頭は働かなくても、手や舌はよく動くのだから恐れ入る」

「それ、皮肉〜？」

「違う違う。本気で感心しているのさ」

「まぁ、あれだ」

　とアイオリスが口を挟んできた。

「王ひ女め様は特別なのだ。我らの物差しで測っても仕方ない。というより、測れないお方かたなのだ」

「そうですね。並の人間であるわたくしたちは、夕刻からの軍議に備え一眠りしておくべきでしょう。軍議の席で居眠りなどしたら、王ひ女め様にどやしつけられます」

　自分も徹夜仕事だった識姫士がそう言って皆を促すと。

「そんな無ぶ様ざまなところを見せれば、どやされるだけじゃ済まないだろ？」

　と闘姫士センレリゥムが応え。

「王ひ女め様による恐ろしい折せつ檻かんが待ち受けているだろう。もっとも」

　と応えた魔姫士スナイデルッラがニヤリと笑った。

「我々の中に、王ひ女め様による折檻を嫌がる者はいないだろうがな」

「それはもう少し元気なときにしてもらおう。とにかく今は寝ておくのが肝かん要よう」

　とアイオリスが締めて、六人はその場で解散して、見張り番に就つくカオルゥを残し、自室へと引き下がっていった。
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　この地方では、古代ローゼンタール帝てい国こくの版はん図とに組み込まれた頃より、上は貴族から下は庶民に至るまで、入浴の風習がしっかりと根付いていた。

　自宅に湯殿を用意できない庶民のため、各都市に公衆浴場が作られたほどで、入浴の方法も、蒸し風呂ではなく温浴の場合がほとんどだ。

　湧き出す温泉を利用した湯とう治じ場ばも各地に数多くあって、かなりの賑にぎわいを見せていたものだ。

　もっとも今は戦時。

　のんびりと湯治をするような客もいなくなり、賑わっていた湯治場は、どこも寂さびれてしまっていた。

　その代わり街には公衆浴場が増え、庶民を相手に賑わっている。

　このように入浴の習慣が根付いている土地柄のこと、貴族の別邸には必ず湯殿が設しつらえてあった。

　この別邸も例外ではない。

　湯殿の三方は石壁に囲まれ天井もあるが、残りの一方向は素通しで、緑豊かな木々が生える内庭に面していた。

　湯殿は床も壁も天井も石造りだが、床には木製の簀すの子が置いてある。

　石壁に開いた穴から湯気の立つ熱いお湯が流れ出し、浴よく槽そうに注そそいでいた。




　湯殿の扉が開いてバイオレッタが入ってきた。

　身に一糸も纏まとっていない。

　形よく盛り上がった胸の双そう丘きゆう。

　その頂点にある桜色の乳首。

　くびれた腰、張り出した臀でん部ぶ。

　股間に煙けぶる金色の翳かげり。

　引き締まった筋肉質の腕や足。

　腹部にも贅ぜい肉にくの一いつ片ぺんすら見当たらない。

　背も高いので、まさに大理石の彫ちよう像ぞうの如ごとき見事なバイオレッタの肉体美である。

　彫像と違うのは、彼女の顔や腕が日に焼けていることと、歩く度に豊かに盛り上がった両の乳房が揺れることだ。

　バイオレッタは堂々と胸を張り大おお股またで湯船に歩み寄り、その手前で立ち止まる。

　続いてティターニアが湯殿に入ってきた。

「失礼いたします」

　ティターニアも全裸だが、バイオレッタと違い、石せつ鹼けんの入った洗い桶おけと洗い布を抱え、腰を屈めた低い姿勢だった。

　ティターニアはその姿勢で小走りにバイオレッタに駆け寄った。

　ティターニアの体はバイオレッタほどには引き締まってはいない。

　バイオレッタほど背も高くないし、筋肉質でもない。

　ただし。

　胸部の盛り上がりはバイオレッタに勝るとも劣らない……というより勝っていた。

　身を屈かがめて走るティターニアの大きく揺れる両の乳房は、彼女の胸に寄生する独立した別の生き物のようだ。

　腰に手を当て仁王立ちになっているバイオレッタの足下に跪ひざまずくと、ティターニアは手桶で湯を汲くみ、湯温を確かめてから、バイオレッタの足に湯をかけた。

　続いて腰に。

　さらに胸部と背中に。

　最後に肩に。

　お湯をかけてバイオレッタの全身を濡らすと、ティターニアは石鹼を泡立て、両手で優しく丁寧に、バイオレッタの肌に塗ぬりたくっていく。

　まずは足下、踵かかとや足裏から始め、脹ふくら脛はぎ、脛すね、膝ひざ、膝裏、太ふと腿ももと手を滑すべらせていく。

　そして。

「王ひ女め様、失礼いたします」

「そこはさらに優しく、丁寧にな」

「はい、承知しております」

　ティターニアは、両の太股に挟まれたバイオレッタのいちばん敏びん感かんな箇所へ泡だらけの指を伸ばし、繊細かつ玄げん妙みような動きで洗ってやった。

「ああ、いいぞ、ティターニア。その力加減、絶妙だ。上う手まくなったな」

　ティターニアの細い指が動くと、バイオレッタの頭も小刻みに揺れる。

「ありがとうございます、王ひ女め様」

　たっぷりと時間をかけてバイオレッタの敏感な箇か所しよを洗ったティターニアは、さらに手を上方へと動かし、臀でん部ぶ、腹部、腰部、背部、両肩と洗い続ける。

　残ったのは胸部だけだ。

　ティターニアはもう一度、両の掌てのひらに石鹼の泡を塗りたくると、バイオレッタの背後で立ち上がり、彼女の両脇から腕を差し入れた。

「失礼いたします」

　ティターニアは両の掌でバイオレッタの両乳房を優しく包み込むが、バイオレッタの豊かな乳房はティターニアの掌には収まりきらない。

　彼女は乳房の下側を掌で支えると、ゆっくり優しく、下から上へと掌を動かした。

　泡だらけの掌がバイオレッタの滑らかな乳房の上を滑っていく。

　掌が頂点に達すると、尖とがった小さな突起が動きの邪魔をする。

　ティターニアは、なおも優しく掌を小刻みに上下に動かした。

　バイオレッタの口から微かすかな喘あえぎ声が漏れる。

「あぁ……本当に上手くなったな、ティターニア」












　手の動きを止め、ティターニアは頭を下げた。

「恐れ入ります」

「べつに恐れ入ることはない。ティターニアが洗い方を上達させたのはよくわかった。吾の体が確認した。だが、まだまだ吾の洗い方には遠く及ばないぞ」

　ティターニアの手をふりほどくようにしてバイオレッタが体を回した。

　彼女の正面に仁王立ちになった王女は、侍女の頭の天辺から爪先にまで視線を這はわせ、最後に大きく盛り上がった両胸に視線を据えて言った。

「今からそれを教えてやろう。ティターニア、おまえの体に」

　ティターニアが、びくり、と体を震わせた。

「そ、そのように恐れ多いことは……」

「今さら恐れ多くなどあるものか。むしろこれは吾が進んでやりたいことなのだから、遠慮は無用というものだ」

「ですが、バイオレッタ様はお疲れでございます。あまり無理はなさらないほうが」

「何を言うか」

　バイオレッタは腰に手を当て大きな胸を思い切り反らせるような体勢で言い放つ。

「湯殿で全裸になっている可愛い女子が目の前にいるのに、疲れた程度で指を咥くわえて見ていろと？　馬鹿も休み休み言え。いま無理をしないでいつ無理をする!?　仮にここで倒れても、ティターニアを弄もてあそべたのだから、吾は本望だ！」

　ティターニアは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。

「そこへ直なおれ、ティターニア。今からおまえの体の隅すみ々ずみまでを懇こん切せつ丁てい寧ねいに洗ってやる。まずは……そのけしからん両胸からだ」

　満面に笑みを浮かべ、バイオレッタはティターニアの両胸に腕を伸ばした。




　それから延々とティターニアの体を洗いまくったバイオレッタは、荒い息で簀の子にへたり込んだティターニアを横目に、満足そうな顔で湯船に体を沈め、ゆったりと湯に浸かるのだった。
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　湯殿で侍女を弄って遊んだバイオレッタは、自室に戻ると、仮眠を取る前にあれこれと対応策を考えた。

　結局、眠ったのは一いつ時ときかそこらだったはずなのに、軍議の席に現れた彼女の顔からは疲労の翳かげが消え、むしろ艶つや々つやと輝き、全身から覇は気き、闘とう気きが溢れている。

　一方、ティターニアのほうはというと、未だ心ここに在らずといった体ていで、虚うつろな目をどこか遠くに向けている。

　好対照の二人の様子を生なま温ぬるい目で見やった六姫士たちは苦笑を浮かべつつ、こう思うのだった。

（『英雄色いろを好む』とは、べつに男に限った話ではないのだな）

　と。
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「さて、では、諸君、改めて軍議を始めよう」

　長卓の上座に陣取ったバイオレッタが開会を宣言する。

　この軍議には、六姫士や赤騎士、黒騎士以外にも、何人かの復興軍幹かん部ぶが顔を見せている。

　バイオレッタから見て左手、長卓の長辺に六姫士が、右手の長辺に黒騎士、赤騎士、その他の復興軍幹部連が陣取っている。

　エルゲン王国の軍務服を着ている者が多いが、忍姫士カオルゥは「忍」の文字が染められた忍び装しよう束ぞく──と呼ぶには少し派手だが──を着ているし、獣姫士サンドリヨンスは毛皮の袖無し服で、頭には兎うさぎの耳を模した被り物を被っているし、魔姫士スナイデルッラは黒くて長い羽織り物を羽織ったままだしで、王女の御ご前ぜんだというのに割と好き勝手な出で立ちだった。

　だいいち最高指揮官の王女からして、軍務服ではなく艶やかな長裳を着用している。

　おまけに壁際に並んだ侍女たちは丈の短いひらひらした短裳を身に着けているので、どうも軍議という雰囲気ではないのが軍務服姿の赤騎士や黒騎士には少し不満だった。

「まずは現状の確認からしておこう。今さら言うまでもないかもしれないが、吾らの置かれている立場を再認識するという意味合いもある。コルネリアゥス、悪いが最初から順を追って説明してくれ」

「承知いたしました」

　呼ばれて立ち上がった識姫士コルネリアゥス──彼女も軍務服ではなく、長くてゆったりとした裳を着ていた──は、バイオレッタの背後に置いてある足付きの大きな木もく板ばんの前まで移動した。

　木板には羊よう皮ひ紙しが貼ってあって、そこには王国の地図が描かれている。












「国王様と王太子様が討ち死にし、王都を失った我がエルゲン王国は、バイデリュンヘン大公国に国土の過半を占領されています。今では北部から中部がバイデリュンヘン側の支配下に置かれています。一方、西部地域にもアゥグスブルゲン王国が侵攻してきましたが、そちらは領域の境きよう界かい部ぶを侵しん蝕しよくされただけで、内部への侵攻はなんとか食い止めております。東方地域は、まだ敵の魔ま手しゆが伸びていないといったところでしょうか」

　この辺りは言わずもがなのことなので、コルネリアゥスもとくに同意を求めたりせず、話を先へと進めていく。

「ですが、西部や東部は山岳地帯で人口も少なく、そこの支配権が戦争の行方を左右することはありません。問題は人口も多く鉱こう工こう業ぎようも盛んな中部から南部一帯の帰き属ぞくでして、とりわけ白しろ銀がねの鉱山の支配は我らにとっての生命線と言えます。バイデリュンヘン軍にとっても、それこそが宝の山、是が非でも占領しなくてはならない場所。それ故ゆえ、スタッガルド将軍指揮の下もと、南下の準備に邁まい進しんしてきました。ですが、王ひ女め様以下、皆様の奮闘のおかげで敵の企き図とは実現しておりません」

　コルネリアゥスは地図上の一点を手にした指揮棒で指し示す。

「昨日も王ひ女め様の部隊が建造中のこのアレーシュ砦を破却し、付近にいたバイデリュンヘン軍部隊を撃退しましたので、我らの機き動どうを阻害する要因は取り払われました。しかしながら」

　コルネリアゥスの指揮棒が地図上の街道に沿って上方へ動いていった。

「バイデリュンヘン大公息女、リーザ・ジェローナに率いられた五千が旧王都へ入りました。この五千はさらに南下する態勢を見せておりまして」

　地図の中央辺り、かつての王都を指していた指揮棒が今度は下がり始める。

「旧王都に入れた情報収集要員の報告によれば、どうやらライオネルの街に向かおうとしているようです。どれほどの兵数が向かうかまでは確認できておりませんが、そしてリーザ自らの親征なのかもわかりませんが、三千が移動したとしても、ライオネルの街のバイデリュンヘン軍は総勢で八千ほどになります。仮に五千が移動した場合は一万。さすがに洒落しやれにならない数です」

「その場合は、旧王都が空からになるわけだろ？」

　とセンレリゥムが訊いた。

「そうですね。ですが、旧王都を空っぽにしておくはずがないので、本国からさらなる援軍が送られてくる可能性が高いのではないかと」

「おいおい、バイデリュンヘン軍、動員兵力の大半をこっちに投入する気かよ」

「バイデリュンヘン大公が、それだけ本気だということなのでしょうね」

　と応えたコルネリアゥスは、居並んだ幹部たちの顔を見回した。

「ということで、このまま座して見ていれば、単純な戦力差で圧倒されてしまいます。そこで、我々はどう対応すべきか、という話になるわけですが」

　指揮棒を地図から離し、識姫士コルネリアゥスはバイオレッタに目を向けた。

「南の諸国は今どうなっている？」

　とバイオレッタが訊いてきた。

「南方諸国には今のところ目立った動きがない……という報告がわたくしの手の者から入っています」

「西は？」

「戦線に大きな変化は見られません。グロイデル卿きようを中心とした勢力が東進を狙うアゥグスブルゲン王国軍を支えております。今しばらくは保もち堪こたえてくれるでしょう」

　エルゲン王国は北の大国バイデリュンヘン大公国だけでなく、西にし隣どなりのアゥグスブルゲン王国からも侵略されているのである。

　そちらでは在地の貴族や豪ごう族ぞくを中心とした反アゥグスブルゲン勢が、バイオレッタの援軍を得て、なんとか王国領深くへの敵の侵入を阻はばんでいるところだった。

　しかし、国くに境ざかい付近の砦や街の幾つかが侵攻してきたアゥグスブルゲン王国軍に占領されており、予よ断だんを許さない状況であることに変わりはない。

「そうか」

　バイオレッタは眉を顰め、また考え込んでしまう。

　コルネリアゥスは、王女が口を開くのをじっと待った。

　参さん謀ぼう的てきな立場にいる識姫士だが、作戦立案はバイオレッタの役目。

　問われれば助言くらいするが、出しゃばった真似はしない。

　というより、できない。

　バイオレッタの存在感は、復興軍の中でそれほど大きいのだ。

　やがて。

　顔を上げたバイオレッタは、すっくと立ち上がった。

　立ち上がって振り返り、木板に貼られた地図を睨にらみつけたバイオレッタは、徐おもむろに口を開いた。

「ライオネルの街にいるバイデリュンヘン部隊を引っ張りだして、これを野戦で叩いてしまおう」

　おお！　という声が何人かから上がった。

　同時に、ええ!?　という驚きの声も。

「撃破できれば、吾らへの圧力は大きく減じる。新手の派遣も取り止やめになるだろう。上手くすればライオネルの街の奪還も可能になる」

「ですが王ひ女め様」

　とコルネリアゥスが口を挟んだ。

　べつにバイオレッタの策に異を唱えようというのではない。

　皆の理解を助けるため、作戦の利益と不利益を予あらかじめ提示しておくためのやりとりを、これからバイオレッタと始めようという意味合いだ。

　むろんバイオレッタもコルネリアゥスの意図は承知している。

　この辺は二人の阿あ吽うんの呼吸である。

「我がほうが投入できる兵力は、現状、最大限に見積もって二千五百ほどです。四千を超えるバイデリュンヘン軍に対するには、些いささか不足気味ですが」

「大丈夫だ。ここは吾らの土地。丘の起伏から森の木の密度、川の深さから流れの速さまでを吾らは知っている。だが、奴らにとっては未知の敵地。二千五百対四千であれば、勝機は十二分にある。違うか？」

　コルネリアゥスにとっては言われるまでもないことだ。

　だが、兵数の多た寡かに腰が引ける者が出ないようにするためにも、これは必要な議論であるから、彼女は、

「バイオレッタ様の仰おおせのとおりであります」

　と王おう女じよの主張を全面的に認めておく。

　が、認めるだけでは済まさないのがコルネリアゥスの芸の細やかなところだ。

「残る問題は」

　と別の問題点を指摘する。

「敵をどうやって野戦に引っ張り出すか、ということでありますね」

「そう、そこが大きな問題だ」

　今度はバイオレッタがコルネリアゥスの指摘を認める。

「敵の立場からすると、吾らが迫ったのに街に籠もったまま出てこないという可能性は低いとは思うが、万が一ということもある。街に籠もったまま五千の援軍を待つという態勢を取られると厄介だ。四千が籠もった街を攻略するのは、さすがに吾らの兵力では至難の業わざだからな。街を囲んでいるところに敵の後あと詰づめが来たら、もう尻尾を巻いて逃げるしかない」

「我らが街まで進めば、内応が期待できませんか？」

　と剣姫士アイオリスが訊いてきた。

「それは吾も考えたが」

　そう言って、バイオレッタがコルネリアゥスを見やると、彼女は小さく頷いた。

「ライオネルの街中に潜もぐらせている手の者によりますと、バイデリュンヘン軍の警備が厳しく、我らに意を通じる者たちも軽けい々けいには動けない状況のようであります」

「まぁ四千以上もいればそうなるわな」

　と闘姫士センレリゥムが投げやりな口調で言った。

　コルネリアゥスは彼女に視線を走らせたが、すぐに視線をアイオリスに向けた。

「街にいる四千を我々が引っ張り出せれば城内の者も動き易くなるのでしょうが、それなら野戦に引っ張り出すという目的は達成されているわけで、現状、我らが街に迫るだけで内応を期待する……というのは無理筋でありますね」

「そうか。そうだな」

　識姫士コルネリアゥスの言い分を認め、剣姫士アイオリスは引き下がった。

「最初に敵に見せる兵数をもっと少なくしたらどうでござろうか」

　と赤騎士ガットーゾが言った。

「いきなり二千五百で迫るのではなく、一千とか一千五百で街に進むように見せれば、奴ら、侮あなどって出ては来ませんかな？」

　赤騎士の指摘に、バイオレッタは、うん、と頷いた。

「その可能性はあるな。ただし、陽よう動どう部隊と本隊が密みつに連携を取りながら機動するのが難しいが。それに全軍を引っ張り出せるかどうかはわからない。陽動部隊一千に対して、仮に二千五百を向かわせてきたら、まだ街に二千近くが残ることになる。それでは内応も難しいだろう。それ以上に危き惧ぐされるのは、出撃してきた敵の部隊とこちらの本隊が交戦中に敵の残り二千が討って出てきたら……ということだな。それは洒落にならない事態だ。最悪、本隊が壊かい滅めつする虞おそれもある」

「そう……ですな」

　赤騎士は不ふ承しよう不ぶ承しようといった体で引き下がった。

「だが、ガットーゾ、今の考え方は応用できるだろうと思う」

「はい？」

「仮に片方を第一軍、もう一方を第二軍としておこう。まず第一軍の一千が正面から街に迫り、第二軍の一千が後方へ回り込むという態勢を見せれば、敵はどちらにも食いついてくるのではないかな。兵力を二千ずつに分けたとしても兵力比は二対一だ。相手にすれば、どちらも圧倒的に有利なのは変わらない。両部隊を同時に打ち破れば、復興軍は壊滅したも同然……と敵の首脳が考える可能性はある」

「おお、たしかに」

　赤騎士ガットーゾは顔を輝かせた。

「ですが王ひ女め様」

　と識姫士コルネリアゥスが疑ぎ義ぎを質ただす。

「その場合、こちらの両軍の連携は難しいかと思われます。となると、どちらも単独で自軍に倍する敵軍と戦わねばなりません。相手を敗走させるのは至難の業ではありませんか？」

　バイオレッタは、そのとおり、と大きく頷いた。

　コルネリアゥスの疑義が正せい鵠こくを射ていることと、それへの対応策が用意してあることを示すための所しよ作さである。

「だが打ち破るのは片方だけでいいんだ。こちらは残りの五百を別べつ働どう隊たいとして第一軍の迎撃に出てきた敵の側面を衝つかせる。これなら兵力比は一・五対二。しかも敵は伏ふく兵へいによる奇襲を受けるのだから、兵数の不利は解消できるだろう」

「もう一方、第二軍のほうは一千対二千のままですが、どうするのですか？」

　と剣姫士アイオリスが訊いた。

「そちらは敵と本格的に交戦しないよう機動し、敵部隊を引っ張り回すことに専念する。可能な限り戦場から遠ざけるということだな。それなら、途中でこちらの企図に気づいて引き返しても、戦闘には間に合うまい」

　そこで言葉を切ったバイオレッタは、長卓に座る一同を見回した。

「他に何か意見、質問はあるか？」

　魔姫士スナイデルッラが遠慮がちに手を挙げた。

「許す。述べよ、スナイデルッラ」

「たしかに一千の部隊は美味しく見えるでしょうが、少し露ろ骨こつにすぎやしませんか？　言い方を変えると、罠っぽく見えませんか？　ということなのですが」

「たしかに罠と疑われる虞はある。だが、罠であろうとなかろうと、敵が食いつきたくなる美味しい餌えさを用意すれば問題あるまい？」

「……はて？　そのような美味しい餌をわたしたちは用意できるのですか？」

　とスナイデルッラは首を傾かしげたが。

「できるとも。吾を誰だと思っている。エルゲン王国第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ」

「えぇと……」

「リーザの新手がライオネルの街に入ってしまえば、吾らには手出しができなくなる。だが、敵を破り押し返すことができれば、吾らは大いに動き易くなる。敵の主力を撃破したとなれば、様子見している王国の潜せん在ざい的てきな支援者たちが立ち上がる可能性もある。このまま指を咥くわえて見ていれば身動きが取れなくなり、やがてはジリ貧に陥るだけだ。それでは王国復興の悲ひ願がん達成は遠ざかる一方。だから、なんとしてもライオネルの街のバイデリュンヘン軍は叩かねばならない。引っ張りだすために極上の餌を用意するさ」

　バイオレッタが言う「極上の餌」の意味がわからず、スナイデルッラは傍らのアイオリスを見やった。

　だが、アイオリスもわかっていないようで、隣のセンレリゥムを見るが、彼女は顔の前で激しく手を振った。

（俺にわかるわけないだろ）

　アイオリスは、さらに隣の獣姫士サンドリヨンスに視線を向けたが、彼女は最初からそっぽを向いていて目を合わせようとしない。

　アイオリスは小さくため息を吐ついて、王女の背後に立っている識姫士コルネリアゥスに顔を向けた。

（あれぇ？　拙者には訊いてくださらないんですね）

　忍姫士カオルゥが少し情けない顔になった。

　コルネリアゥスを見やったアイオリスは、彼女が思いの外ほか、厳しい顔をしているのに気づいて息を呑のむ。

「まさか、王ひ女め様」

　と言うコルネリアゥスの声は少し震えているように聞こえた。

「ご自身を餌にして敵を誘おびき出そうと言うのですか!?」

　アイオリス以下の五人がギクリと固まった。

　彼女たちだけではない。

　黒騎士も赤騎士も。

　その他の幕僚も。

　目を見開いてバイオレッタを見つめている。

　唐突にバイオレッタが笑い出した。

「それほど驚くことでもないだろう？　復興軍総そう大だい将しよう、エルゲン王国第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンが乗り出したとなれば、敵は否いや応おうなく出撃してくる。たとえそれが毒林りん檎ごだろうと手を伸ばさずにはいられない。だから吾の親征であることを予め触れ回っておこう。そして吾は、常に行軍の先頭に立とう。敵の物見にしっかりと姿を見せるためにな」

「し、しかし、王ひ女め様！」

　アイオリスが悲鳴のような声を上げた。

「それでは敵の狙そ撃げき兵へいに狙われる虞があります。戦場でならいざ知らず、行軍の途中で敢あえて危険に身を晒さらすような真似は慎つつしんでいただきたいと……」

「腑ふ抜ぬけたことを申すな、アイオリス」

　バイオレッタに叱しつ咤たされ、アイオリスは思わず口を噤つぐむ。

「吾らは侵略者どもから父ふ祖その地を、故国を奪とり返すための戦いの最さ中なかにあるのだぞ。元より命がけの覚悟であろう」

「ですが、王ひ女め様のお命は、一人王ひ女め様のものではございません。王ひ女め様は復興軍そのものなのでございます」

「承知の上だ。この戦に勝てば、国土の回復のための大きな一歩を標しるすことができよう。危険を冒おかすだけの価値がある。敵兵四千となら、吾が命、釣り合いが取れようぞ」

「しかし……」

「アイオリス」

　バイオレッタの声が優しく諭さとすような口調に変わった。

「おまえが吾が身を案じてくれるのは嬉うれしいが、睨み合っているだけでは、いずれ吾らの負けなのだ。リーザの軍がライオネルの街に入ってしまえば、睨み合うことすらできなくなるだろう。戦って勝つ。勝ち続ける。それだけが吾らの最終的な勝利に繋がっているのだ。そのためには多少の危険は冒さなくてはならない。いや、大きな危険でさえ冒す覚悟だ」

　アイオリスは押し黙った。

「だが、心配するな。吾を誰だと思っている。エルゲン王国第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ。むざむざ敵の狙撃兵などに撃ち取られるものか。それにな」

　バイオレッタは立ち上がり、両手を大きく広げた。

「吾には心強い者たちがいる。おまえたちなら、吾を狙う狙撃兵など、事前に察さつ知ちし、狩ることができよう。違うか、アイオリス？」

　アイオリスは眦まなじりを決して顔を上げた。

「違いませぬ！」

「暗殺部隊が陣地に潜入しようとしても、事前に察知し、殲せん滅めつできるだろう。そうだな、黒騎士？」

　黒騎士ミュラウは不敵に笑った。

「もちろんですとも、王ひ女め様」

「ならば問題はない」

　バイオレッタは広げた腕を閉じ、パン、と手を打った。

「基本は、いま言った策で行くこととする。細かい部分は、吾と識姫士コルネリアゥス、剣姫士アイオリスで詰めておく。明日の昼にもう一度集まってくれ。よいか？」

「おお！」

「では本日の軍議はこれまでとする。解散！」

　一同がバイオレッタに向かって礼をして、軍議はお開きとなった。




　　　　　９




　軍議が終わったあと、バイオレッタは密かに六姫士を別室に呼び集めた。




「如何いかがなされましたか、王ひ女め様？」

　とアイオリスが訊いた。

「軍議の続きを行おうと思ってな」

「え？　軍議は……先ほどのあれで終わったのではないのですか!?」

「あれは表の軍議だ。ここからは裏の軍議になる」

　すると識姫士が低く唸うなって言った。

「王ひ女め様、間かん者じやの心配をされているのですね？」

「そうだよ、コルネリアゥス。どこかに敵に通じる目や耳があるかもしれない。だから先ほどの軍議では敵方に漏れてもいいような内容に留めておいた」

　アイオリスが目を白黒させている。

「そんなことが……」

「念には念をだ、アイオリス。吾も出席者の中に内通者がいることを疑っているのではない。だが、出席者が内通していなくとも、出席者から話を聞いた誰かが情報を漏らす虞が皆かい無むとは言えないだろう？　吾が本当に心を許せるのは、おまえたち六人とティターニアくらいだ」

「ありがたきお言葉！」

　アイオリスは感激に顔を輝かせて頭を下げた。

「いいから頭を上げて席に着け、アイオリス。皆も座れ。今から軍議の続きを始める」

　小振りの長卓の上座にバイオレッタが座り、他の六人が左右に分かれて木製の椅子に腰を下ろすと、王女は背後に控えているティターニアを振り返った。

「ティターニア」

「はい、なんでございましょうか、王ひ女め様？」

「吾と皆に熱い茶を淹いれてくれないか。言うまでもないが、目立たぬようにな。吾らがここに集まっていることは、あまり知られたくない」

「承知いたしました」

　身を翻ひるがえしたティターニアが、静かに部屋から退出していった。

　バイオレッタは、椅子に座ったまま大きく伸びをした。

「ふむ。さすがに疲れたな」

「湯殿で張り切りすぎたのではありませんか？」

　と魔姫士スナイデルッラが皮肉を言うと、バイオレッタは爽やかに笑って応えた。

「ははは、そうかもしれないな。だが、裸のティターニアを前にすれば、どれほど疲れていても張り切らざるを得ないだろうが」

「王ひ女め様、どうかご自じ愛あいください。これ以上お遊びが過ぎるようなら、ティターニアを王ひ女め様のお側から遠ざけるしかありません」

　アイオリスがそう言って窘たしなめると、バイオレッタがジト目を向けてきた。

「ほう？　では、ティターニアの代わりをアイオリスが務めてくれるのだな？」

「え？　い……いえ、あの……」

「吾が呼べば、いつでも吾の寝所まで馳はせ参さんじるのだな？　そして吾が命じれば、いつでも鎧と服を脱ぐのだな？」

「いややや、そ、それは、その……」

　くくくっ、とスナイデルッラが忍び笑いを漏らす。

「大役を仰せつかったものだな、アリス」

　アイオリスはガックリと肩を落とし、

「お遊びは、ほどほどにしてくださいませ」

　と言うしかなかった。




　七人が適当な無む駄だ話ばなしをしていると、手押し車に茶器と茶菓子を用意したティターニアが戻ってきた。

　茶器と茶菓子の載った小皿を配り終えると、ティターニアはいつものようにバイオレッタの背後へ移動し、部屋の隅にひっそりと立った。

　王女や六姫士の邪魔にならぬよう、会議の席では存在感を極きよく限げんまで薄めるティターニアだが、その視線はいつも敬けい愛あいするバイオレッタに向いている。

　その様は、想い人の表情、仕草、口調といったものを見落とさぬように、聞き逃さぬように全神経を集中させている乙女おとめのようだ。

　ティターニアのそんな態度に、アイオリスは微笑ましいものを感じていた。




「うむ。ティターニアの淹れてくれる茶は、いつも美う味まい」

　バイオレッタと六姫士はまたも熱い茶と甘い焼き菓子を堪たん能のうした。

「さて、では、軍議の続きを始めようか」

　と言ってバイオレッタが一同を見渡すと、六人は茶器を卓上に戻し、背筋を伸ばしてバイオレッタのほうを見やった。

「で、王ひ女め様、余人に聞かれたくない内容とは、どんなものなのです？」

　と識姫士コルネリアゥスが訊いた。

「別働隊に関することなのだよ」

「別働隊ですか？　何か問題がありましたか？」

「こちらの動員兵力が二千五百程度であることは、バイデリュンヘン軍も把は握あくしているはず。だとすれば、こちらの兵力が二千しかいないことを奴らは怪しむのではないかと思うのだ、コルネリアゥス」

「なるほど。別働隊の存在を疑われてしまうと仰るのですね」

「そうだ。奇襲はあくまで不意を衝くから成功する。予想されていては効果半減。どころか、迎撃されて奇襲部隊そのものが壊滅しかねない」

「つまり王ひ女め様は、別働隊を置くのは止めようと？」

　魔姫士スナイデルッラがそう訊くと、バイオレッタは、いいや、と首を横に振った。

「別働隊は置いておこうと思う」

「そうなんですか？　そうすると……」

　スナイデルッラは首を傾げつつ、前の席に座っているコルネリアゥスを見た。

　が、彼女もバイオレッタの意図がまだわからないらしく、肩をすくめるだけだ。

　スナイデルッラは視線を他の四人に向けたが、アイオリスは腕組みをして難しい顔で考え込んでいて、バイオレッタの考えがわかっていないのは明らかだ。

　センレリゥムやサンドリヨンスは最初から考えることを放ほう棄きしているように見えるし、カオルゥはそもそも話を聞いているのかいないのか、ぼんやり天井を見つめている。

「降参です、王ひ女め様。王女様の狙いを説明してください」

「それはこういうことだよ」

　と言ってバイオレッタは地図を取り出し、卓上に広げた。

「ライオネルの街近きん郊こうの地図だ」

　六人は身を乗り出すようにして地図に見入った。

「これはバイデリュンヘン軍が出てくるという前ぜん提ていでの話だ。まぁ、吾が乗り出してきたと知れば出てくるとは思うが」

　と言って、バイオレッタは六人の顔を見回した。

「先ほども言ったように、連中はこちらの別働隊をある程度まで予想するだろうと思う。そうなると、大量の物見を放ってその存在を探りにかかるはず。ところが、この辺りは地形的に見て別働隊を隠しておけるような場所がほとんどない。遅かれ早かれ別働隊の存在は奴らに察知されてしまうだろう」

　顔を上げたスナイデルッラが王女に訊いた。

「なのに別働隊は置いておくのです？」

「そうだ。つまり、別働隊の存在が察知されることを前提として作戦を立てようというわけだよ」

　そう言ってバイオレッタは地図に右の人差し指を当て、滑らせる。

「決戦場所はこの辺りだろう。というか、吾らはその場所まで進出して陣を張るから、迎撃に出てきた奴らはここまで進んでくることになる。そこでな」

　バイオレッタは腰を浮かせ、上体を乗り出し、近くに寄れと皆に合図する。

　六姫士は立ち上がり、バイオレッタの隣まで進み出た。

　バイオレッタは極端に声を落とし、六人に説明を続ける。

「第一軍は……第二軍は……で、別働隊は……本隊をここに……敵はたぶん鶴かく翼よくの……こちらは蜂ほう矢しの陣で……敵の弓の射しや程ていに入る……両翼に……そこで予め……ていた伏兵……発動させて……混乱した敵部隊を……機に乗じて……敵本営に……」

　囁ささやくような声で説明を続け、そして終えたバイオレッタは、どうだ？　と六人の顔を見回した。

　誰も声を発しない。

　目を見開いて地図を凝視している。

「できるか、コルネリアゥス、スナイデルッラ？」

「わたくしのほうはとくに問題はございませんが」

　と応えてコルネリアゥスはスナイデルッラに目をやった。

「そうですね。やれると思いますよ。ただ、あまり広範囲には無理ですが」

「もちろん、できる範囲で、でかまわない」

「ならば、はい、やれると……いえ、やります」

「仕掛けを敵の魔術士に察知される虞はあるか？」

「敵が陣を敷しく前に仕掛けを済ませてしまえば、察知される可能性はほとんどありませんね。敵の魔術士が魔力を察知できるとしても、こちらはそのときまで隠れ潜んでいるだけですから。それに、突撃が始まるときには魔術士は後方へ下がっているでしょう。仕掛けを発動させる瞬間を察知され、邪魔されることもないかと」

「そうか。この作戦の要かなめは、スナイデルッラ、おまえと、おまえが率いる魔術士部隊になるからな。そう言ってくれると心強い」

「しかし、相手の裏の裏の裏までを読んだようなこの策、お見事と言うしか」

　そう言ってアイオリスがため息を吐つくと、サンドリヨンスも大きく頷いた。

「王ひ女め様は将棋スカツシユもお強いし～。読み合いはお手の物ですよね～」

「はっはっはっ、もっと誉ほめていいのだぞ？」

　バイオレッタは笑いながら六人を見回した。

「まったく王ひ女め様の腹黒さときたら際限がございませんね。天界の神々でさえも騙だましてしまいそうでございます」

「待て待て、コルネリアゥス。それは誉めていないように聞こえるのだが？」

「いいえ。最大限の讃さん辞じを贈らせていただきました」

「おまえは皮肉屋だな」

「こういう性しよう分ぶんなものでございまして。申し訳ございません」

　コルネリアゥスが恭うやうやしく頭を下げると、バイオレッタはくっくっと声を抑えて笑った。

「気にしなくてもいい。吾はおまえのそういうところを気に入っている」

「ありがとうございます」

「それはさておき。作戦については、もう少し詰めておきたいところもあるが、それは少し時間をおいてからだな。そもそもバイデリュンヘン軍が街から出てこないと、この作戦は使えないわけだからな。それに旧王都へ入った新手、リーザとその部隊の動向も探っておかなくてはならない。というわけで、コルネリアゥス、カオルゥ」

「「はい」」

「敵の様子を可能な限り探ってくれないか」

「承知いたしました」

「了解であります」

「その間かんに吾は作戦の細部を詰めておく。皆も何か思いついたことがあったら、いつでも言いに来てくれ。今日のところは以上だ。何か質問など、あるか？」

　誰からも何も出ないのを確認したバイオレッタは、

「では、今度こそ本当に解散だ」

　と宣言した。

「さすがに吾も限界だ。部屋に戻って寝る」

「王ひ女め様、今度こそ、本当にお休みになってくださいよ？」

「アイオリスは心配性だな。そのうち禿はげるぞ」

「大きなお世話です！」

　バイオレッタは声を上げて笑った。

「はっはっはっ。まぁ禿げてもいいが、胸だけは萎しぼまないように気をつけておけ。禿げた上に胸が萎んだりしたら、吾はおまえを見捨てるぞ、アイオリス」

　アイオリスは顔を赤くして俯いた。

「あぅぅ……気をつけます……が。王ひ女め様こそ、お体をお労いたわりください。本気で」

「わかっているよ、アイオリス。王国復興の大たい願がんのためにも、吾はまだ倒れるわけにはいかないからな」

「お願いいたします」

　アイオリスは勢いよく頭を下げた。

（王国復興の大願のため、か。たしかに今、王ひ女め様に倒れられたりしたら、洒落にならないからな。ご自愛いただきたいものだ）

　とスナイデルッラも内心で頷く。

　それは大なり小なり、他の姫士たちにも共通する思いだった。

「では……寝るとするか。ティターニア、寝所へ戻る」

「はい、王ひ女め様」

　バイオレッタが立ち上がると、ティターニアは素早く扉に駆け寄り、王女のために扉を開けてやった。

　バイオレッタは出口で振り返り、六人に告げる。

「明日の昼、もう一度、軍議を行う。吾とおまえたちと、赤騎士、黒騎士だけで続きをやろう。二人にはそう伝えておいてくれ」

「承知いたしました、王ひ女め様」

　頭を下げるアイオリスに向かって軽く手を振ったバイオレッタは、悠ゆう揚ようたる足取りで部屋をあとにした。
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　ライオネルの街のバイデリュンヘン軍首しゆ脳のうの下もとへ、放はなってある情報収集要員から復ふつ興こう軍ぐんの動向が引っ切りなしに送られてくる。

　それらの情報を総合すると、エルゲン王おう国こく復興軍は大だい規き模ぼな軍事作戦に乗り出そうとしているように思えた。

　敵の新たな動きを受け、ライオネルの街に駐ちゆう留りゆうするバイデリュンヘン軍指揮官スタッガルド将軍は、対応策を練るべく首脳を集めて軍ぐん議ぎを催もよおした。

　スタッガルドは四十代半ばの実戦経験豊富な将軍で、バイデリュンヘン軍の軍務服が黒っぽい物のせいもあって、どちらかといえば地味な印象を受けるのだが、その印象のとおり、堅けん実じつで着実な戦い方で知られている。

　大勝はしない代わりに大崩れもしない、というのが周囲の評価である。

　味方が危機に陥おちいったとき、危険な殿しんがりを見事にやり果おおせたこともあって、バイデリュンヘン大公の覚えも目め出で度たかった。




　ちなみに。

　この地域の国の兵制はどこも似たり寄ったりで、十名を小隊とし、十小隊百名で中隊、五中隊（もしくは六中隊）で大隊として運用している。

　そこから上は各国まちまちで、二大隊から三大隊を連隊とする場合もあれば、四大隊から五大隊をまとめて師し団だんとする場合もある。

　さらに師団を併あわせて軍団として運用することもあるが、これは大部隊を動かせる強国の場合に限られる。

　バイデリュンヘン大公国はその強国の一つで、「大公国」と言いながら、周囲のありふれた「王国」よりも国力が大きい。

　いまバイデリュンヘン大公国軍は、四千五百もの戦せん闘とう部ぶ隊たいを旧エルゲン王国中南部の要よう衝しよう、ライオネルの街に集めていた。

　ライオネルの街には、この四千五百以外にも、輜し重ちようや庶務などを担当する部隊が駐ちゆう留りゆうしているから、総勢で五千を超える。

　スタッガルド将軍はそれらの指揮官であるが、つい先日、大たい公こう息そく女じよのリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンがエルゲン王国制圧のための最高司令として旧王都へ着任してきたので、今ではスタッガルドもリーザの麾き下かに入っている。

　彼の指揮下にある四千五百の戦闘部隊を、バイデリュンヘン側は「南なん部ぶ解かい放ほう軍ぐん団だん」と呼んでいた。
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　軍議に出ているのは、南部解放軍団に所属する第一から第八の大隊長である。




　第一大隊長がギリエンズ。

　第二大隊長がムスタグ。

　第三大隊長がゲゼルバッハ。

　第四大隊長がリベレッズ。

　第一から第四大隊の各五百が第一師団となり、総勢二千。

　師団長は第三大隊長ゲゼルバッハが兼けん任にん。

　第五大隊長がベルバルデ。

　第六大隊長がシュテッセル。

　第七大隊長がズボーレン。

　第八大隊長がドナゥベル。

　第五から第八大隊の各五百が第二師団となり、やはり総勢二千。

　団長は第六大隊長シュテッセルが兼任。




　第二師団はバルバリゥスと改名された旧きゆう王おう都とにいたが、リーザが本国から五千を率いてきたため、スタッガルドの援軍としてライオネルの街に送られた部隊である。

　各大隊長は一人ずつ副官（副隊長）を伴ともなっていた。

　この八大隊各五百が戦闘部隊で、これにスタッガルド将軍直じき率そつの本営を加えて総兵力四千五百となる。

　軍議には街に駐留する輜重部隊や伝令部隊の隊長と副官も出席しているが、庶務部隊のほうは副官の顔が見えなかった。

　隊長と副隊長が揃そろっていなくなると、庶務部隊の現場が混乱して上う手まく仕事が回らなくなる虞おそれがあるのだ。

　何しろ戦闘部隊、非戦闘部隊を合わせて五千以上もの兵員を食わせなくてはならないわけで。

　それだけでなく、近郊に点てん在ざいする砦とりでに駐留する兵や、街道の警備に当たる兵の糧りよう食しよくも手配しなくてはならないわけで。

　それだけで、庶務担当部隊はてんてこ舞いだ。

　おまけに南部地域への攻勢のための武器や防具も補充しなくてはならない。

　少し配給が遅れただけで各所各部隊から文句が上がってくる。

　糧食の味がちょっと変わっただけで、あるいはほんの少し量が減っただけで、兵からは不平不満が噴ふん出しゆつする。

　庶務部隊としては、上は隊長から下は新兵まで、会議どころではないというのが正直なところだった。

　そうはいっても軍議に出ないわけにはいかず、庶務部隊長リーブヌールは現場の差さ配はいを副官に任せ、自身は秘ひ書しよ官かんを伴って出席していた。

　軍議の出席者は皆、軍務服と筒つつ袴ばかまを着込んでいる。

　それはリーブヌールとて例外ではなかったが、軍務服の前面上部が盛り上がっているのが、やはり目を引いた。

　この場で彼女が考えることはただ一つ。

（早く軍議が終わらないかしら）

　ということだった。

　スタッガルドもその辺のことはわかっているので、リーブヌールが副隊長ではなく、個人秘書官を連れていても文句は言わない。

　とりえず今は、庶務部隊の仕事を滞とどこおらせないことが何より大事だった。




　長卓の上座に座るスタッガルドは、出席者を見回した後、副官の名を呼んだ。

「リューゲンス」

「は」

　弾はじかれたように副官が立ち上がる。

「これまでにもたらされた情報を一通り説明しろ」

「は。詳細は皆様のお手元に配った用紙を見ていただくとして」

　そう言ってリューゲンスが手にした書類を掲かかげて見せると、それを合図に出席者たちは卓たく上じようの書類を手に取った。

　全員が素早く書類に目を通すのを待って、リューゲンスは再び口を開く。

「重要なのは二点であります。ゲーリンゲンの街の復興軍主力は、現時点で動員可能な兵力のすべてを動かして我がほうのブラウエンの砦を襲おうとしているらしいことと、今回の指揮をバイオレッタ・バイス・エルゲンが執とろうとしていることであります」

　副官の言葉が切れたところで、スタッガルドは書類から顔を上げ、一同を見回した。

「何か質問はあるか？」

　第三大隊長ゲゼルバッハが手を挙げた。

「ブラウエンの砦を襲しゆう撃げきするというのは、奴ら、我がほうの輜重基地に集積された輜重を破は却きやくしようとしている……と考えていいのですかな？」

　副官リューゲンスが答えた。

「そう考えるのが妥だ当とうかと思われます」

「なるほど。たしかにあの砦は重要な中継地点だからな」

　と第三大隊長は小さく頷いた。

　続いて第六大隊長シュテッセルが手を挙げる。

「敵の主力は二千五百ほどと書いてあるが、これの信しん頼らい性せいはどの程度だろうか？」

　またもやリューゲンスが答えた。

「九割方、間違いないでしょう」

　続いて第一大隊長、ギリエンズが。

「では、敵の部隊をバイオレッタが率いるという情報の確度は如い何か程ほどか？」

「それは、そうですね、七、八割方……といったところでしょう」

「バイオレッタ元王女は今まで何度も前線に立っているが、五、六百程度の部隊を高速機動して我がほうの輜重部隊を襲ったり少数の部隊を奇き襲しゆうしたりという戦いに終始してきた。今回、全軍を率いて討って出てくるというのは、奴らに何かあったのかな？」

「何かあったという情報は入っていません。しかしながら、バルバリゥスにリーザ様が五千の兵を率いて着任されたという情報は、当然、奴らも入手しているはずですから、それへの対応を取らざるを得なくなったのではないかと考えられます」

「たしかに、このまま座ざしていれば奴らがジリ貧に陥おちいるのは確実だからな。やむにやまれぬ対応というわけか」

「他に何かありますか？」

　副官が出席者を見回すが、それ以上はとくに質問も出なかった。

「では、この事態に即そくして我らはどう対応すべきかということになりますが」

　そこで言葉を切った副官リューゲンスは、傍かたわらのスタッガルド将軍を見やった。

　こういう場合に、どうするかを決めるのは指揮官の仕事だ。

　あるいは義務と言ってもいい。

　スタッガルドは、いつもの彼に似合わぬ強気の表情で言い放った。

「敵が全軍で攻め寄せてくる。しかも総大将バイオレッタが指揮をして、だ。つまり」

　彼は睨ねめつけるような目つきで全員を見やった。

「ここで奴らを破れば、エルゲン王国の残ざん党とうによる抵抗も終しゆう息そくするということだ。よろしい、受けて立とうではないか」

　何人かから、

「おお」

　と応える声が上がった。

「神しん出しゆつ鬼き没ぼつの不ふ正せい規き戦せんには些いささか手を焼いていたが、正面から挑んでくるというなら話が早い。むしろ手っ取り早い。奴らを蹴散らし、その勢いのまま南部地域へと進出する。さすればゲーリンゲンの街の攻略まで視野に入ってこよう」

　と威い勢せいのいい言葉を吐いたスタッガルドだが、リーザに尻を叩かれているので、この機会を見過ごすわけにはいかない、というのが彼の本音だった。

（しかし。あまりにリーザ殿でん下かの顔色を窺うかがってばかりでは、逆に大公様の機き嫌げんを損ねる虞もある。難しいところだな）












　リーザの期待には応えなくてはならない。

　けれど、リーザのために働き過ぎると、大公の心しん証しようを悪くするかもしれない。

　上司や同どう僚りようとの関係に気を配りながら昇しよう進しんを続けてきたスタッガルドとしては、リーザとの距離感が難しいと頭を悩ませるのだった。

　だが、そんな悩みを部下に気取られてはならないから、スタッガルドとしては珍しく強気の言動に出ている。

　スタッガルドの言葉を副官が引き取った。

「では、敵の出しゆつ撃げきを受けて立つということで。何か質問意見等あればどうぞ」

　リューゲンスはそう言うが、指揮官が決めたことは、すでに既定事項である。

　大隊長たちは、決まった作戦をより円えん滑かつに遂すい行こうするための手段を考え提案することはあっても、作戦そのものに異を唱えたり疑ぎ義ぎを挟んだりはしない。

　それがこの世界の国々の軍事組織の常識である。

　とはいえ、隊長連にも現場の指揮官として確認しておきたいことはある。

　第二大隊長のムスタグが右手を挙げた。

「許す。述べよ、ムスタグ」

　スタッガルドの許しを得て、ムスタグは右手を下ろすと徐おもむろに口を開いた。

「正面から迎え撃って野や戦せんでこれを破る、ということでよろしいのですね」

　スタッガルドは鷹おう揚ように頷いた。

「基本線はそれだな」

「ここらは連中の地元で、地理には精せい通つうしています。奇襲をかけてきたり、伏ふく兵へいを置いたりする虞はありませんか？」

「可能性はあるだろう。したがって、こちらは物もの見みを厚くして奴らの奇襲や伏兵に気をつけなくてはならない。だが、現状、奴らの兵力は二千五百。最大でも三千止まりだ。それがばらけてくれるのなら、むしろ歓迎といったところだな」

「で、ありますか」

　第二大隊長は了解の意を込めて頷いた。

「他に何か？」

　副官が居並ぶ幹かん部ぶを見回すと、今度は第五大隊長ベルバルデが手を挙げた。

「敵てき将しようバイオレッタは如何いかがなされます？　討ち取ればよろしいので？　それとも捕ほ縛ばくが最優先でありますか？」

「難なん易い度どは上がるが、捕縛が必要だな。できれば、ではなく、何がなんでも生いけ捕どりにしたい」

　とスタッガルドが答えると、リューゲンスが補足した。

「そうすれば旧エルゲン王国の王国民に見せつけることができますからね」

「さよう。未いまだ旧王国民が抵抗を止めないのは、偏ひとえにバイオレッタ元王女が健けん在ざいだからこそと言える。奴らの希望の象しよう徴ちようであるバイオレッタ元王女の捕縛と処しよ刑けいは何より必要で重要なことだ」

　スタッガルド将軍は鋭い目つきで一同を睨ねめ回す。

「捕縛したバイオレッタを裸に剝むいて首と手足に枷かせを嵌め、旧王国中を引き回してその無ぶ様ざまな姿を晒さらした後、バルバリゥスに連れていってリーザ様に差し出すが、おそらくリーザ様は処刑されるであろう。処刑法は斬ざん首しゆであろうな。元王女の首を刎はねるところを民どもに見せつければ、旧エルゲン王国の復興などという奴らの夢む想そうが完全に潰ついえたことを、否いやが応でも思い知る。したがって」

　将軍は一拍おいてから言葉を継いだ。

「生け捕りにした者に勲くん一いつ等とうが与えられる。褒ほう美びは思いのままと兵どもに触ふれておけ」

「おお」

「逆に、討ち取った者は手柄とは見なさん。それも念押ししておけ」

「了解であります」

「もしも自じ害がいするようなら、遺体だけでも確保しておけ。処刑の様を見せつけられないのは残念だが、遺体を引き回しても、ある程度の効果はあろう」

「それも了解であります」

「それと、だ。バイオレッタの配下に、六ろく姫き士しと呼ばれる者がいるそうだな。其そ奴やつらも、可能なら捕とらえろ。そちらは可能ならでいいが、捕らえた者は勲二等だ。もちろん捕らえたらバルバリゥスへ連れていってリーザ様に引き渡すが、其奴らはその前に慰なぐさみ者にしていいぞ」

「おお？」

「捕まえた部隊の物としよう。兵どもにいたぶらせるもよし、おぬしらが個人で慰み者にするもよし。任せる。好きにせい」

「おおお！」

　何人かの大隊長が目を輝かせているが、他方、戦闘に関係のない部隊指揮官の中には少ししらけた気分になる者もいた。

　大隊長たちのやる気が大いに上昇しているのを冷静な目で観察していた副官リューゲンスは、適当なところで、

「他に何かありますか？」

　と声を発した。

　それで大隊長たちも少し落ち着いたようだが、未だに彼らの脳内には極ごく彩さい色しきの絵物語が現在進行形で展開されていた。

　元王女にして復興軍総指揮官、バイオレッタを捕らえれば多大な恩おん賞しように与あずかれる。

　捕らえた兵だけでなく、兵の所属する部隊長にも褒ほう美びが与えられるのは間違いない。

　おまけに美女揃ぞろいと名高い六姫士を捕縛できれば、恩おん賞しようの他、思う存分、その肢し体たいを弄もてあそべるのだから、想像が妄想へと暴走しても仕方のないことではあった。

　もっとも、捕とらぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようをしているのはスタッガルドも同様だった。

　ここで敵の首しゆ魁かいを捕らえるか討ち取るかできればリーザから莫ばく大だいな恩賞を下か賜しされるのは確実で、自家の富ふう貴きのみならず、一族の隆りゆう盛せいも確約されるようなものだから、彼はいつになく闘とう志しを燃やしている。

　そんな大隊長や将軍たちを庶務部隊長リーブヌールが苦々しい目で見ているが、彼女にしたところで、捕ほ虜りよをいたぶるな、などとは言わない。

　そもそも彼らの常識では、捕虜はいたぶるものなのだ。

　この世界では敗者に対する配はい慮りよなど存在しない。

　敗者に権利などない。

　そもそも人権という概がい念ねんがないのだ。

　後代の常識でこの世界、この時代の行こう為いの是非を言い立てても意味はない。




「とくに何も出ないようでしたら、これにて軍議は終了……といたしますが。よろしいでしょうか、将軍？」

「ケーゼク」

　と将軍は伝令物もの見み部隊長の名を呼んだ。

「は」

「ゲーリンゲンの街にいる復興軍主力の動向を探る物見の兵を増やしておけ」

「は。了解であります」

「各大隊からも五十ずつ物見を出して街の周辺を探らせろ。何か気になることがあれば、些さ細さいなことでも必ず儂わしのところまで報告を上げよ。以上だ」

　スタッガルド将軍が立ち上がった。

　即座に出席者全員が弾かれたように立ち上がる。

「了解であります！」




　こうしてライオネルの街に駐留するバイデリュンヘン軍首脳の軍議は終了した。

　バイデリュンヘン軍は街に籠こもったまま出てこないかもしれない、というバイオレッタたちの不安は杞き憂ゆうだった。

　バイデリュンヘン軍の南部解放軍団の戦意は、リーザ公女の着任という事情もあって、バイオレッタの予想以上に高かった。

　というより、リーザに尻を叩かれたスタッガルド将軍の戦意が、と言うべきか。

　果たしてそれがバイオレッタたちにとって、吉と出るか凶と出るか。
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　ゲーリンゲンの街に駐留する復興軍は出しゆつ撃げきの準備を急いでいた。

　今回は奇襲ではなく、小部隊による不正規戦でもない。

　全軍を挙げての出撃である上、出撃を隠すつもりがない。

　敵を引っ張り出して決戦を挑み、これを撃げき滅めつするのが作戦目標である以上、相手には全軍で出てきてもらいたい。

　鉦かねや太たい鼓こを打ち鳴らして出撃することを教えたいくらいだ。

　だから堂々と武器防具を用意し、盛大に兵糧を調達している。

　街の近辺にも敵の物見が頻ひん繁ぱんに進出してきているが、それもほったらかしのままだ。

　それどころか、王女バイオレッタの親しん征せいであることも吹ふい聴ちようしている。

　街の住民にはすでに親征を宣言してあるし、戦に巻き込まれる危険を顧かえりみず一ひと旗はた揚げようとやってくる旅の商人にも、王おう女じよ殿でん下かの親征であると言って商品を値切っている。

　次に彼らがバイデリュンヘン軍が支配する街へ立ち寄り、その話を広めてくれることを期待しているわけだ。

　他にも、バイオレッタの出撃に合わせて攻こう勢せいに出るよう、各地の支持者への要よう請せい文ぶんを持たせた使者を送り出した。

　もっとも、バイオレッタ自身、それらにはほとんど期待していない。

　バイオレッタがバイデリュンヘン軍部隊の主力を撃破しなければ、様子見をしている旧王国の関係者は動かないだろう。

　むしろ下へ手たに動かれて個々に撃滅されては、今後の王国復興戦争に差し支える。

　だからこの使者は、バイデリュンヘン側に捕まることが前ぜん提ていの使者なのだ。

　使者を捕らえ、要請文を見たバイデリュンヘン軍幹部は、復興軍の本気度を確認することだろう。

　要請文には相手の名前を書いていないし、使者にも特定の人物を伝えず、行けばわかるとしか言っていない。

　使者が捕まっても支持者が特定できるわけではないので、そこは心配ない。

　あとは敵がどう出るか次第だが、そちらの面でもバイオレッタは手応えを感じていた。

　バイデリュンヘン軍部隊が積極的な迎げい撃げきの姿勢を見せていたからだ。
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　バイデリュンヘン軍の動きを探っていた識しき姫き士しコルネリアゥスから報告を受け、バイオレッタは急ぎ復興軍幹かん部ぶを招しよう集しゆうした。




　ゲーリンゲンの王女宮に六姫士を始め、黒くろ騎き士し、赤あか騎き士し、街の執しつ政せい官かんなどの主立った者が集められた。

　居並ぶ幹かん部ぶたちを前に、木板の前に立ったコルネリアゥスが説明を始める。

「ライオネルの街に潜もぐらせた情報収集要員や商人を装って歩かせた者たちからは、以下のような報告が入ってございます」

　コルネリアゥスは、端的に簡潔に要点を述べた。




・街の外に多量の兵糧を集積している。

・街の外で兵たちが野や戦せんの訓練を行っている。

・こちらに対する物見が以前にも増して頻ひん繁ぱんに行われている。

・南へ延びる街道沿いに簡かん易い陣じん地ちを構こう築ちくしている。




「以上のことから見ても、敵が積極的な迎撃策を決断したのは明白。どころか、将しよう兵へいの言動から推おし量はかるに、敵が王ひ女め様を捕らえる気満々のようでございます」

　バイオレッタは不敵に笑う。

「ははは、そうでなくては餌えさになったかいがないというものだな」

「で、捕らえた王ひ女め様をあちこち引き回して王国民に絶望を植うえつけた後、旧王都まで連れていき、そこで処刑して王国復興の希望を打ち砕くつもりのようでございます」

「糞くそどもが！」

　とアイオリスが罵ののしりの声を上げる。

「奴らこそ、生きたまま尻から口までを串刺しにして街道沿いに並べて飾ってやる」

「奴らをどうやって殺すかはあとの問題といたしまして」

　と識姫士コルネリアゥスが冷静に返した。

「当面の問題は、奴らの積極策にどう対応するかでございますね」

「む。それはそうだが」

　アイオリスは少し不満そうな表情で矛ほこを収めた。

　コルネリアゥスはバイオレッタに確認する。

「王ひ女め様はどうお考えでございますか？」

「その前に一つ確認だが。リーザのほうの動きはどうなっている？」

「旧王都に入った部隊が南下の準備を進めている、という状況に変わりはありません。早ければ五、六日で、遅くとも一いち旬じゆん日じつ後くらいには先せん遣けん隊たいが進発するのではないか、という情報が届いています。ただ、五千のうちのどれほどが南下するのか、そしてリーザ本人が乗り出すのかどうか、そちらは残念ながらまだ確認が取れておりません」

　コルネリアゥスが申し訳なさそうに頭を下げた。

「そうか。情報収集要員はよくやってくれている。気にするな、コルネリアゥス」

「ありがとうございます」

　もう一度、識姫士は頭を下げた。

「となると……そうだな」

　バイオレッタはしばし宙ちゆうを見上げて考えていたが、ほどなく顔を戻し、こうしよう、と言った。

「やはり増ぞう援えんが来る前に敵の主力を叩いてしまいたい。である以上、どうしても敵には食いついてもらいたいから、こちらは二つに分ける部隊をどちらも本隊としよう」

「はい？」

　コルネリアゥスが目を瞬しばたたかせた。

　他の姫き士しや赤騎士、黒騎士も怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねっている。

「どういうことでございます？」

　コルネリアゥスがそう訊くと、バイオレッタは大きな胸を見せつけるように反らせ、自信満々の顔つきで言った。

「つまり、第一軍、第二軍とも、指揮を執とるのはこの吾われ、バイオレッタ・バイス・エルゲンということだよ」

「ますますわからなくなった〜」

　情けない顔で獣じゆう姫き士しサンドリヨンスが周りを見回すと、他の出席者も同意の意を示すように頷いてみせた。

　一人、コルネリアゥスだけが、なるほど、と呟いて王おう女じよに顔を向ける。

「つまり替え玉を立てると。あるいは影かげ武む者しやを仕立てるということですね」

　バイオレッタがニヤリと笑い、一同は呆あつ気けに取られてしまう。

「で……ですが、王ひ女め様、王女様は一人しかいらっしゃらないのですから、どちらかが偽者なのは最初から明白ではないですか」

　魔ま姫き士しスナイデルッラはそう指し摘てきするが、バイオレッタは意に介さず、そのとおりだ、と大きく頷いた。

「けれど、それでいいのだ。どちらかは偽者。しかし、どちらが偽者かはわからない。そんな状況を作り出す。なんとしても吾を捕らえたいバイデリュンヘン軍にしてみれば、どちらの部隊も追いかけないとならなくなるだろう？」

「た、たしかに仰るとおりです」

　とアイオリスが感心の顔で頷いた。

「どちらかが偽者であっても、どちらが偽者なのかがわからない以上、どちらも叩かなくてはならない。そうなれば、敵はこちらの一部隊にだけ戦力を集中させるわけにもいかなくなる……わけですね」

「そういうことだ、アイオリス。これで当初の目もく論ろ見みどおり、一千対二千という局面を二つ作り出せる。片方には別べつ働どう隊たいの五百付きでだ。もっとも敵は、将軍直じき率そつ部隊も出してくるようだから、向こうも五百ほど増えることになるが、それでも狙った局面を作れるのは間違いない」

「さすがバイオレッタ様、見事な深しん謀ぼう遠えん慮りよ」

　黒騎士が低く唸うなるようにバイオレッタの知ち謀ぼうを称えた。

　一方、赤騎士は。

（この王おう女じよ様が妾しよう腹ふくだということが返す返すも惜おしいわい。いや、いまは王国の復興が伸のるか反そるかという状況にあるのだ、妾腹だろうがなんだろうが、かまいはしないのではないか。たとえ王国復興が叶ったとしても、我が国が白しろ銀がねの鉱山を持っている以上、餓が狼ろうのような周辺諸国から狙われ続けるという図式に変わりないのだからな。この傑けつ物ぶつの王おう女じよ様が即位なさり、女王となってくださったほうが……）

　と考えた赤騎士は、慌てて思考を中断させた。

　第三王子の臣しん下かである彼にとって、それ以上のことは考えるべきではない。

　慎つつしみ深く思し慮りよ深ぶかい老騎士は無理やり思考を現実に引き戻した。

「となりますと」

　識姫士コルネリアゥスの冷静な声が部屋に響いた。

「誰がバイオレッタ様の替え玉として、影武者として、部隊の指揮を執とるのか、という話になるわけでございますが」

　全員の目が自然と剣けん姫き士しアイオリスに向いた。

「え？　いや……」

　皆の視線を感じて、アイオリスの顔に戸惑いの色が浮かぶ。

「わ、わたしは王ひ女め様のお側を離れるわけには……」

「何を言ってるかな、アリスは。今までも王ひ女め様とは別行動で部隊を率いたことだってあるだろうが」

　と闘とう姫き士しセンレリゥムがツッコんだ。

「う。それはそうだが、しかし。今までは少しよう数すう精せい鋭えいによる不ふ正せい規き戦せんだったではないか。今回は双方の主力同士が激突する一大決戦。そんな大事な戦で、わたしが王ひ女め様のお側を離れるわけにはいかないではないか」

　とアイオリスも負けずにツッコミ返す。

　すると、獣姫士サンドリヨンスが割り込んできた。

「だけどさぁ、苟いやしくも王ひ女め様の影武者だよ〜？　そんな重要な役目を他人に任せちゃっていいのかな〜？」

「あぁぁ、それはたしかにそうなのだが、しかし……」

「そこのカオルゥが影武者になったらどうすんのさ〜？」

「そそそ、それは困る」

「……酷ひどいこと言われてる気がする」

　忍にん姫き士しカオルゥは悄しよう然ぜんと肩を落とした。

「ははは、何もカオルゥに威い厳げんがないから吾の影武者に相応ふさわしくないと言っているのではないぞ」

「そう……なんですか、王ひ女め様？」

「そうだとも、カオルゥ。カオルゥに任せられないのは、おまえの背が低くて胸がないからであって、威厳のあるなしではないぞ」

「王ひ女め様……最悪」

　カオルゥは珍しく泣きそうな顔になって長卓の下に潜り込んでしまった。

　気配まで完全に消えてしまったのが、さすがは忍姫士というところか。

「だから違うのだ、カオルゥ。吾はささやかなカオルゥの胸も大好きだ」

「王ひ女め様、王ひ女め様、追い打ちかけてどうすんですか!?」

　闘とう姫き士しセンレリゥムがバイオレッタにツッコむと。

「む？　ささやかは駄目か？　では……控えめな、ではどうだ？」

「事態は少しも改善されてない気がするんすけどね！」

「いや、だからな、カオルゥの可愛い胸は大好きだが、今回だけはそれでは駄だ目めなのだ。わかるな？」

「……わかります」

　消え入りそうな小さな声が長卓の下から返ってきた。

「今回は吾の影武者なのだ。しかも、敵にその姿を見せつけなくてはならない。片方だけが姿を見せなければ、その時点でそちらが偽者だとばれてしまう。だから影武者は、まず背格好が吾と似ていなければならない。遠目であれば判別し難にくい者でなければ務つとまらない。カオルゥだけではなく、サンドリヨンスやセンレリゥム、コルネリアゥスにも無理なのだ。吾が言いたかったのは、そういうことだ」

　長卓の下で気配が湧わき、カオルゥがもっそりと姿を現した。

「わかってくれたか、カオルゥ？」

　カオルゥはこくりと頷いた。

　バイオレッタはやれやれと首を振ってから一同に向き直る。

「で、話を戻すのだが。そういう意味では、やはりアイオリスが適てき任にんだ。アイオリスは吾に背格好が似ているというだけでなく、吾の用兵をよく理解しているから、吾と同様の部隊指揮ができるだろう」

「王ひ女め様の買い被りでございます」

「そうか？　皆はどう思う？」

　すぐに識姫士コルネリアゥスが応えた。

「アイオリスが適任という王女様のお言葉に賛同いたします」

　闘姫士センレリゥムと獣姫士サンドリヨンスも賛さん意いを表す。

「だな。影武者はアリスしかねえよ」

「あたしもそう思うね〜」

「無念でありますが、王ひ女め様の代わりを務められるのはアリス殿しかいないかと」

　そう言葉を絞しぼり出したカオルゥの嫉妬に満ちた視線が自分の胸元に突き刺さっているのが気になるアイオリスだったが。

（いや、今はそこを気にしている場合ではない）

　彼女は盟めい友ゆうとも言える魔姫士スナイデルッラに顔を向ける。

「ルッラ、おまえはどうなのだ？」

「わたしか。そうだな、おまえしかいないだろうよ」

「そうか。皆にそこまで言われてしまえば覚かく悟ごを決めるしかない……とは思うものの」

　アイオリスはバイオレッタに向き直った。

「わたしと王ひ女め様、たしかに背格好などは似ていると言えば似ておりますが、しかし、見た目の印象はかなり違うと思います。存在を見せつける以上、当然、敵の物見の目に留まることになりますが、誤ご魔ま化かしきれるものでしょうか？」

「そこがいちばん心配な点だが」

　と思案する素振りを見せるバイオレッタだが、すぐに顔を上げ、なに大丈夫だろう、と笑った。

「鎧よろい兜かぶとに身を包んでしまえば、体の線も髪の毛も隠れているのだからな。それに吾の鎧兜は特徴的だ。それを着けているだけで遠目には吾だと見えるだろう。顔まで隠してしまうわけにはいかないから、面当ては開けておく必要があるだろうが、そのくらいなら誤魔化せるのではないか？」

「最初はそうかもしれませんが、どちらも王ひ女め様に見えれば、敵は次に、どちらが本物かを見極めようとするでしょう。そのときに誤魔化しきれるか不安なのです」

「それは……なんとかなると思う」

　と魔姫士スナイデルッラが口を挟んできた。

「どういうことだ？」

「王ひ女め様の雰囲気をおまえに纏まとわせることができるだろう、ということだ」

　アイオリスが目を見開いた。

「そうか。おまえの魔術か。だが、そんなことができるのか？」

「あくまで似た雰囲気を纏わせるという程度の、言わばまやかしにすぎないが、間近で確認されなければ錯さつ覚かくさせることはできると思うよ」

　スナイデルッラがバイオレッタに視線を向けて言った。

「それには王ひ女め様の協力が不可欠ですが」

「いいとも。それで可能性が上がるなら、いくらでも協力してやる。で、吾は何をすればいいのだ？」

「魔術ですので詳細な説明は省はぶかせていただきますが、わたしが王ひ女め様の醸し出す雰囲気や闘とう気きといったものの一部を抜き取ってアリスに植えつけると、そんなふうに理解していただければよいかと。具体的には、わたしが魔術を行使しているあいだ、王女ひめ様とアリスには向き合ったまま、じっと立っていてもらいたいと、そういうことです」

「じっと立っているのか。吾のいちばん苦手なことかもしれないな」

　バイオレッタは苦笑しながらそんなことを言う。

「だが、わかった。理解した。一いつ時ときでも二ふた時ときでも我慢しよう」

「そこまで時間はかからないと思います」

「ならば問題ない。よいな、アイオリス？」

「わかりました。王ひ女め様のような部隊指揮……に関しては心こころ許もとないのですが、ルッラの魔術なら、見た目を誤魔化せるのは間違いないでしょうから」

「見た目だけなら味方の兵でも錯さつ覚かくするかもしれません。あくまで遠目からならという条件付きですが。間近に立たれれば誤魔化しようがありません」

「敵の物見が本陣まで入ってくることなどないから、それで充分だ」

　とバイオレッタが言うと、黒騎士や執政官が感心の顔で頷いた。

　一方、赤騎士は、

「さすがに魔姫士殿、なかなかの魔術をお持ちですな。その様子だと、まだまだ面白い魔術を隠し持っているのではござらんか」

　と少し揶や揄ゆするような口ぶりだ。

　スナイデルッラは真面目な顔で彼に応えた。

「どんな魔術を持っているかを他人に知られないこと。それが魔術士の生命線ですので、簡単にお教えはできません」

　赤騎士は、ははは、と笑った。

「たしかにそのとおりだ。我らとて必殺の剣筋をむやみやたらと他人には見せんわい」

　べつに機き嫌げんを損ねた様子もない。

「で、スナイデルッラ。それは、いつやればいいのだ？」

「出撃当日の朝です、王ひ女め様」

「だが、おまえは事前にここを離れ、配下の魔術士や山やま士したちを率いて、例の任務に就ついてもらわねばならんのだぞ」

　バイオレッタが言う「山士」とは、鉱山で鉱石の採さい掘くつに当たる者たちのことだ。

　今回はバイオレッタの秘策実現のため、白銀の鉱山で働く腕のいい山士を多数、招集していた。

「わかっていますとも。わたしは当日の早朝に現地から駆け戻ってきます。それまでにおおよその仕込みは終わっているはずですから、半日ほど部下に任せても大きな問題はないでしょう。優秀な山士たちを集めましたしね」

「そうか。では、ご苦労だがそうしてもらおうか」

「この魔術は、一度、身に纏わせてしまえば二、三日くらいは保もつはずです。ですが、作戦期間が長引くようですと効果が薄れてしまいます」

「そこは出たとこ勝負で行くしかない。とりあえず敵戦力の一部を引き剝はがせればいいのだからな。引き剝がしたあとなら、アイオリスが影武者だということが露ろ見けんしても、大きな障害にはならないだろう」

「ですね。作戦行動中にアリスが陣中を抜け出せば、もう一度、新たにかけ直すこともできますが、それは難しいでしょう」

「よし。では二人のバイオレッタのうちの一人はアイオリスに決まりだ」

　とバイオレッタが断じ、一同は真剣な面持ちで頷いた。

「言わずもがなだと思うが、もう一人は吾だからな？」

「たしかに言わずもがなですね」

　と識姫士コルネリアゥスが冷静にツッコむと、一同に軽い笑いが漏れ、場の雰囲気が少し緩んだ。

　椅い子すから立ち上がったバイオレッタは、つかつかと木板まで歩み寄り、貼られた地図を右手で叩いた。

「バイデリュンヘン軍主力がライオネルの街から出てくるのは確実な情じよう勢せい。この一戦に勝てば、吾らは王国中部まで押し返すことができよう。そうなれば、西で奮ふん戦せんしている同志たちも勢いづく。つまりはこういうことだ」

　バイオレッタは自信満々の表情で一同を見渡した。

「王国の復興、この一戦にあり、総員奮ふん励れい努ど力りよくせよ！」

「おお！」




　復興軍は出撃の準備を急ぎ。

　バイデリュンヘン軍は迎撃の準備を急いだ。

　まさに戦機は熟じゆくそうとしていた。




　　　　　５




　そして五日後──。




　いよいよ復興軍が出撃する日がやってきた。

　旧王都にいるリーザ直じき率そつ部隊五千の動向を探っていた情報収集員から、先せん遣けん隊たい五百が街を離れようとしているという情報が届いたのだ。

　これ以上、出撃を遅らせるわけにはいかないという決断をバイオレッタが下し、今日の出撃と相あい成なったのである。




　ゲーリンゲンの街の郊外に張られていた数多あまたの野や営えい用よう天てん幕まくが畳まれ、将兵たちは慌ただしく最後の準備に奔ほん走そうしているが、まだ畳まれていない幾いく張はりかの天幕もある。

　その中でもっとも大きい物が総指揮官バイオレッタの天幕だ。

　畳まれてこそいないが、天幕の中にあった備品などはすでに撤てつ去きよされていた。

　敷しき物ものが一枚敷かれているだけで、その他の部分は地面が剝むき出しで、天幕内はがらんとして空くう虚きよな印象だった。

　そこにいるのは王女バイオレッタと剣姫士アイオリス、魔姫士スナイデルッラ、そして戦せん陣じん侍じ女じよティターニアの四人だけだった。

　スナイデルッラはすでに配下の魔術士部隊を率いて任務に就いていたのだが、そちらは部下に任せ、この魔術を行使するために街まで戻ったばかりだった。




　バイオレッタとアイオリスは長ちよう靴かを脱ぎ長細い敷しき物ものの上に立っている。

　スナイデルッラは二人の周りをゆっくり歩きながら、空中に何かの文字を書くように右手を動かしていた。

　ティターニアは侍女服の上に軽けい装そう鎧よろいを着用して天幕の片かた隅すみに控えているが、バイオレッタもアイオリスも鎧は着用していない。

　予あらかじめスナイデルッラから、

「魔術を使いますから鎧は着けないでいてください」

　と言われていたからだ。

　鎧だけでなく、鎧の下に着る金属片を編み込んだ帷かた子びらも着けていない。

　下した帯おびと胸むな覆おおいの上に袖無しの下着──上着の下に着る服という意味だ──と、細身で丈の短い薄手の筒つつ袴ばかま──こちらは上にもう一枚、筒袴を重ねて穿はくのが前提だ──という出で立ちである。

　金属には魔術の減げん殺さい効果があるので、魔術使用の際には邪魔になるのである。




「どうだ？　用意はできたか、スナイデルッラ？」

　とバイオレッタが声をかけた。

「はい、王ひ女め様」

「では始めてくれ」

「わかりました。まずは服をすべてお脱ぎになってください」

「は？」

「え？」

　バイオレッタとアイオリスが、きょとんとした顔を向けてきた。

「聞こえませんでしたか？　でしたらもう一度言いますが。何度でも言いますが。くどいほど言いますが。お召し物はすべて脱いで、全ぜん裸らになってください」

「ええぇぇぇ〜〜？」

　アイオリスが悲鳴のような声を発した。

「本気か？」

　バイオレッタも不ふ審しんそうな目をスナイデルッラに向けている。

「どうしてそこで驚かれるのかわかりませんが」

　スナイデルッラは淡々と応える。

「王ひ女め様が身に纏まとっている雰囲気の一部を刮はぎ取り、それをアリスに塗ぬりたくるのです。喩たとえて言えば、塗と料りようを外がい壁へきに塗るようなものです。塗料の入った瓶びんが王女様で、筆がわたし、外壁がアリスです。瓶に蓋ふたがしてあっては塗料を筆につけられませんし、外壁に覆いがしてあれば塗料を塗れませんよね？」

「む……わかり易い喩えだな」

　とバイオレッタが小さく唸った。

　一方、アイオリスのほうは不満そうな顔だった。

「理屈はわからないではないが、そんな話、聞いていなかったぞ」

「だから。魔術に関する詳細を魔術士がぺらぺらと喋しやべるわけがなかろうに」

「そうかもしれないが。本当に脱がなくては駄目なのか？」

　というアイオリスの言葉を、スナイデルッラはあっさりと打ち砕いた。

「駄目だ。諦めろ。観念しろ。覚悟を決めろ」

「うぅぅ」

「今さら何を恥ずかしがっている、アリス。いつも王ひ女め様と寝しん台だいの上で素っ裸になって組んずほぐれつしているくせに」

「ひっ人聞きの悪いことを言うな！」

　アイオリスは顔を赤く染め、両手をわたわたと振り回す。

「いつもじゃない。いつもじゃないぞ？　それはまぁ、たまにはそんなこともあったりなかったりしないことも、なっなっなくはないけれど」

「ふっっ、往おう生じよう際ぎわが悪いぞ、アイオリス」

「し、しかし王ひ女め様……って、うわぁ？　もう脱いでらっしゃる!?」

　早くもバイオレッタは、服も下帯も胸覆いも脱ぎ捨てていた。

　全裸になったバイオレッタを見て、アイオリスは大きく仰け反ってしまう。

　バイオレッタは自分の体を隠す気など微み塵じんもない様子で、腰に手を当て、大きな胸を反らせ、舌なめずりするような顔でアイオリスを睨めつけてきた。

「裸になるのがスナイデルッラの魔術に必要なら、そうするしかないだろう。四しの五ごの言わずに、さっさと脱げ！　全部脱げ！」

　アイオリスはジト目になって頭を引いた。

「ひ、王ひ女め様……なんだか嬉しそうではありませんか？」

「そんなことはない。吾も本当はこんな恥ずかしい真似をしたくなどないのだ。だが、今回の作戦にはどうしても必要なことだから、仕方なく、嫌々、断だん腸ちようの思いで、恥ずかしさを堪こらえて脱いで裸になっているのだ」

　そんなことを言いながらも、バイオレッタは全裸のまま腰に手を当て胸を張っているのだから、言げん行こう不ふ一いつ致ちもいいところだ。

「とてもそうは見えないのですが。もうノリノリのように見えるのですが。それに」

　アイオリスは、ちらと天幕の片かた隅すみに控えているティターニアのほうを見やった。

「ティターニアは侍女だ。脱衣所に猫や犬がいても服を脱ぐのを躊ちゆう躇ちよしたりはしないだろう？　それと同じだ。気にせずともよい」

「そうは仰いますが」

「アリス」

「な、なんだ、ルッラ？」

「あまり時間に余裕はないのだがな？　ぐずぐずしていると出撃の時間が来てしまうのだがな？」

「うぅ……わかった。脱ぐ。脱げばいいんだろう」

「早くしろ」

　筒袖の下着と膝丈の筒袴を脱いだアイオリスは、胸覆いと下帯だけになったところで手を止め、スナイデルッラに目を向けた。

「おまえは脱がないのか？」

「わたしはこの手が筆だから服を脱ぐ必要はない。というか、どうしてわたしにそんなことを訊く？」

「いや、おまえも裸になれば少しは恥ずかしさが紛まぎれるかなと思って」

「だから。今さら何を言っている。王ひ女め様とは裸で組んずほぐれつする仲だし、わたしとは共に風呂に入っている仲だ。互いの裸など見飽きているだろう？」

「夜、寝台や風呂場で裸になるのと、こんな朝っぱらから野営用天幕で裸になるのとではわけが違うと思うんだが」

「四の五の言わずに脱げったら脱げ！」

「わ、わかった。脱ぐから怒るなよ」

　アイオリスが胸覆いに手をかけて外すと、彼女の豊かな胸が大きく弾んで現れた。

「いや待て！」

　とバイオレッタが叫んだので、アイオリスはびくっと仰け反ってしまう。

「な、何か問題が？　王ひ女め様」

「たしかに、吾とアイオリスだけが裸だというのは不公平だな」

「……は？」

　今度はスナイデルッラが、きょとんとした顔をバイオレッタに向けてきた。

「スナイデルッラ、おまえも脱げ」

「いえいえ、王ひ女め様、わたしは掌てのひらさえ露になっていれば魔術が使えるのでして」

「使えるか使えないかの問題ではない。吾とアイオリスが全裸になっているのに、おまえだけ服を着ているのが狡ずるい、と言っている」

　スナイデルッラが情けなさそうな顔になった。

「そんな無む体たいなことを言われましても」

「では訊くが、裸になったら魔術が使えないのか？」

「……そんなことはありませんが」

「ならばおまえも脱げ」

「しかし、脱ぐ必要などないのですが」

「必要があるかないかはさして重要ではない。そのほうが吾が楽しいということこそが重要なのだ」

「素晴らしい本音を披ひ露ろうしていただき、ありがとうございます」

　と皮肉を言ってみるスナイデルッラだが、一度言い出したらあとには引かないバイオレッタの性格をよく知っている。

（抵抗するだけ無駄か。何より時間が惜しい。仕方がない）

　ため息を一つ吐つき、スナイデルッラは自分の服に手を伸ばし、黒いマンテラを外し、青あお絹ぎぬの衣装を脱ぎ、胸覆いと下帯も外した。

　バイオレッタやアイオリスに比すれば控えめながら形のよい美しい乳房。

　乳房の頂の可か憐れんな桜色の乳首。

　滑らかな白い肌。

　ぎゅっとくびれた腰。

　張り出した臀でん部ぶ。

　紫し紺こんの股間の翳かげり。

　それらのものを隠そうとせず、スナイデルッラは腰に手を当て、バイオレッタに向き直った。

「はい、脱ぎました。これでいいですか？」












　遠えん慮りよ会え釈しやくのない視線をスナイデルッラに注そそいでいたバイオレッタだが、やや不満そうな口ぶりで言った。

「投げやりだな。もう少し恥じらってくれたほうが萌もえるのだが」

「遊んでいる場合ではありませんからね、王ひ女め様。もうじき決戦のために出撃するのですよ？　わかっていますか？」

「おまえたちを裸にして弄もてあそべるのなら、出撃前だろうと陣中だろうと、吾はいっこうにかまわないのだがな」

　スナイデルッラもアイオリスも、微妙な顔になって互いを見やった。

（英雄色いろを好むのも大たい概がいにしてほしいものだけど）

（しかし、だからこそ王ひ女め様は頼もしいとも言えるのだが）

　そして二人は小さくため息を吐つく。

「いずれにせよ時間がありません。今日のところは我慢していただきますよ、王ひ女め様」

「なるほど。美味しそうな肉を前にお預けを喰らった犬の気持ちがわかるな」

「ご自分を犬に喩えないでください！」

「あと、わたしたちを肉にも！」

　アイオリスとスナイデルッラがツッコんだ。

「だが、犬と違って吾には大いなる克こつ己き心しんと忍耐力がある。問題ない。おまえたちの裸を見たくらいで興奮したりはしない」

　と言う割に、バイオレッタの目が爛らん々らんと輝いているのが恐ろしい。

　アイオリスは、自分に注がれているバイオレッタの熱い視線に気づいて、大きく腰を引いた。

「あ、あの王ひ女め様……克己心と忍耐力がおありでしたら、そんな飢えた狼おおかみみたいな視線で見ないでいただけますか？」

「どうしてだ？」

「ど、どうしてと言われましても。さすがに恥ずかしいといいますか」

「今さらだな、アイオリス。吾はおまえの体の隅から隅まで見知っているのだからな。見知っているだけでなく、この指が、この唇くちびるが、おまえの肌の感触を知っている」

「ひいぃ、それ以上言わないでぇぇ。恥ずかしさが増していくぅ」

　アイオリスは耳を押さえてしゃがみ込んでしまった。

　するとスナイデルッラが冷ややかな声で呼びかけた。

「はい、立って、アリス。何度も言うが時間がない、すぐに始めるから」

「あ……そ、そうか」

　アイオリスはのろのろと立ち上がったが、腰が引けた体勢は変わらない。

「で、吾は具体的にどうすればいいのだ、スナイデルッラ？」

　と訊くバイオレッタは、敷物の上で背筋を伸ばして真っ直ぐ立ち、腰に手を当て胸を大きく張っている。

　相変わらず自分の裸を思い切り見せつけるような堂々とした体勢だ。

　スナイデルッラは淡々とした顔と態度で二人を手招いた。

「王ひ女め様とアリスは、わたしの前で向き合って立ってください。わたしがあいだに入って動けるくらいの間かん隔かくを空けて。そう、三分の一ヤルドくらいの間隔かな」

　二人はスナイデルッラの前まで移動して、互いに正面を向いて立った。

「はい、アリス、手を退どけて」

　胸と股間を押さえているアイオリスの手を、スナイデルッラがぱしっと払った。

「うぅ」

「そこで気をつけ」

「うぅぅ」

「はい、休め」

「うぅぅぅぅ」

「王ひ女め様も、気をつけ、休め、でお願いします」

「こうか？」

　真っ直ぐ背筋を伸ばして胸を張ったまま両腕を体側に密着させた後、バイオレッタは両足を肩幅に開いて体の力を抜き、両腕を腰の後ろで組んだ。

「はい、それでけっこうです」

　スナイデルッラは一歩、二歩と進み出て、バイオレッタの眼前に立った。

「これから王ひ女め様の雰囲気を剝ぎ取らせていただきます」

「む。わかった」

　バイオレッタの体に少し力が入るのを感じて、スナイデルッラは微笑ほほえんだ。

「緊張しなくても大丈夫です、王ひ女め様。苦痛や悪お寒かんなどを感じることはありませんから。むしろ、過か剰じような緊張感は魔術の妨さまたげになりますので、気分を楽にして、体の力も抜いてください」

「こんな感じか？」

　バイオレッタは全身の力を抜いて、大きく深呼吸した。

「ええ、そんな感じです。魔術の行使中は動かないようにお願いします」

「わかった」

　やや膝を曲げ気味にしたスナイデルッラは、右手を挙げ、広げた右の掌をバイオレッタの左の乳房に触れるか触れないかというところに置いた。

　左手も同様に、バイオレッタの右の乳房に触れるか触れないかという状態で止とめる。

　ぼうっと、彼女の掌が薄く発光し始めた。

　両の掌をバイオレッタの乳房に静かに押しつけたスナイデルッラは、ゆっくり優しく柔らかく円を描くように動かしていく。

（たしかに苦痛は感じないが、こそばゆいような不思議な感覚だ。それに……温かくて気持ちがいい）

　スナイデルッラの掌が触れる箇所が温められ、その温かみが体の奥へ奥へと浸透していく、そんな感覚だ。

（まるで体の中を愛あい撫ぶされているような……）

　バイオレッタは思わず身じろぎしそうになったが、

「王ひ女め様、動かないで！」

　とスナイデルッラに窘たしなめられ、なんとか我慢した。

　乳房を、腹部を、両肩を、両足を撫なで回していたスナイデルッラだが、やがて右手をバイオレッタの太ふと腿もものあいだに入れてきた。

　そしてそのまま太腿の内側を撫でながら上方へと動かしていく。

　やがてスナイデルッラの右の掌がバイオレッタの股間に当て行がわれて止まった。

　さすがのバイオレッタも思わず身じろぎしてしまったが、スナイデルッラの掌は吸い付いたかのように股間の柔やわ肉にくに密着している。

　同時に、スナイデルッラの掌から温もりが染み出し、バイオレッタの股間に染み込んでいく。

「あ……う……」

　バイオレッタは、その不思議な感覚に耐えきれず、思わず腰を揺すってしまう。

　スナイデルッラの左手がバイオレッタの左腰をがしっと摑つかんだ。

「王ひ女め様、動かないでくださいませ！」

「そうは言うが……こ、ここである必要があるのか、スナイデルッラ？」

　さすがのバイオレッタも頰を赤く染め、少し困った表情で自分の股間に当て行われたスナイデルッラの右手を見下ろす。

「ええ、王ひ女め様。ここですと体内の雰囲気を抜き取れるので、体表の雰囲気を剝ぎ取るよりも効率がいいのです。こんなふうに、抜き取り、ます」

「はうっ」

　股間に当て行われたスナイデルッラの掌から体内の何かを吸い取られる感覚がして、バイオレッタは小さく仰け反った。

「あ……う……く……」

「もう少しだけ我慢してください、王ひ女め様」

　バイオレッタは唇を嚙み、頭を軽く上下させて必死に耐えた。

「はい、もうけっこうです、お疲れ様でした」

　そう声をかけてスナイデルッラが股間から右手を離すと、バイオレッタはへなへなと腰を落としてしまった。

「あ……はぁ……こ、これは、なかなか……」

　バイオレッタは荒い息を吐はきながら裸の胸を大きく上下させる。

「次はアリスの番だ」

　立ち上がったスナイデルッラが両手を掲げてアイオリスの正面に立った。

「ル、ルッラ、もしかしてわたしも、今の王ひ女め様のような目に遭うの……か？」

「アリスの場合は『塗る』わけなので、今のようなやり方、つまり股間から抜き取るというようなことはしない」

　アイオリスが、ほう、と安あん堵どの息を吐いた。

「全身に薄く塗りたくるという感じだ。喩たとえて言うと、石せつ鹼けんの泡を体中に塗りたくる、みたいな」

「そ、それはそれで大変そうだ……な」

「それほどでもないさ。では、全身に薄く塗っていく。動かないように」

「お、おお」

　スナイデルッラはまず両の掌をアイオリスの顔に優しく押しつけた。

　そうして肌を整えるための化粧水を塗りたくるように顔中を撫で回した。

「な、何かくすぐったいな」

「口を開くな」

「う、すまん」

　アイオリスは口を閉じ、歯を食いしばった。

　スナイデルッラは、顔だけでなく、髪の毛から耳、鼻面を撫で回し、口の中にも指を突っ込んで掻き回した。

「うっふぅぅぅ」

　開いた口に指を突っ込まれるという真抜けな格好にアイオリスは思い切り赤面する。

　ようやく顔から手を離したスナイデルッラは、改めてアイオリスの首筋に掌を置くと、玄げん妙みような手つきで掌を前後左右に動かしながら、首筋を、肩を撫で回す。

　やがて両の掌はアイオリスの豊かな乳房に達した。

　スナイデルッラがさらに強く掌を押しつけると、アイオリスの弾力ある大きな乳房が凹へこんだ。

　スナイデルッラの掌の動きは止まらない。

　肌に密着しているのに香こう油ゆでも塗ってあるかのように滑らかに動く。

　掌は円を描くように乳房を撫でていく。

　撫で回していく。

　豊かな白い双丘の麓ふもとから頂点へ。

　頂点から麓へ。

　何度も何度も。

「う……く……」

　アイオリスは目を閉じ歯を食いしばり、天を仰ぐ。

「アリス」

「な、なんだ、ルッラ？」

「乳首が硬くなっているぞ？」

「ほっとけ！」

　くす、と笑ったスナイデルッラは、掌の動きを加速させた。

　円を描くだけでなく、上下に、左右に、斜めに、縦じゆう横おう無む尽じんにアイオリスの乳房の上を這い回る。

　アイオリスは、スナイデルッラの掌が自分の乳房を撫で回す度に、熱く温かい不思議な快感が体内に浸しん透とうしてくる気がした。

「は……う……ぐ……」

　アイオリスはぎゅっと目を瞑って、その不思議な快感に耐えようとした。

　スナイデルッラの掌は乳房から腹部、腰部と肌を撫でながら下りていき、やがて太ふと腿ももから膝、脛すね、踝くるぶしを通過して爪先に至った。

「これで前面は終了だ」

「よ……ようやく終わったのか」

「前面はな」

「な？」

「次は後面だ」

「うぅぅ、どんな辱はずかしめだ、これは」

　泣きそうな顔でアイオリスがチラッと横を見ると、バイオレッタはすでに立ち上がっていて、凄く楽しそうな顔で自分を凝視していた。

「王ひ女め様、あの……」

「頼んだぞ、アイオリス。この作戦は偏ひとえにおまえがわたしの影武者を務められるかどうかに懸かかっているのだからな」

「あうぅぅぅ」

　バイオレッタからそんなことを言われてしまえば、どれほどの辱めだろうと我慢するしかないアイオリスである。

　真っ直ぐに立つアイオリスの背面に回ったスナイデルッラは、先ほどと同様、両の掌を肌に押しつけ、肩けん胛こう骨こつから背中を、腰の後ろを、臀部を、太股の、そして膝の裏を、脹ふくら脛はぎを、踵かかとを撫で回した。

　自分の体内に浸透してくる不思議な熱と、湧き上がる快感とを、アイオリスは必死で耐え忍んだ。

「よし、後面も終わった」

　しゃがみ込んでいたスナイデルッラが立ち上がってそう言うと。

「はぁ……はぁ……ようやく完了か。な、長かった……」

　アイオリスは目に涙を浮かべて天を仰ぐ。

「何を言っている。前面と後面が終わっただけだ。まだ残りがある」

「なぁあ!?　ど、どこが残っていると言うのだ!?」

「え？　わたしに言わせるのか？」

　スナイデルッラはアイオリスの耳元に顔を寄せ、何事かを囁いた。

「い……嫌だぁぁぁ、そこは嫌だぁぁぁ」

「我が儘を言うな、アリス。この魔術は塗り残しがあると効果が薄れてしまうんだぞ。そうなれば貴様は、王ひ女め様のご期待を裏切ることになるんだぞ？　復興軍の希望を壊すことになるんだぞ？」

「うぅぅぅぅ」

　半泣きの顔でアイオリスはバイオレッタを見やった。

「頼んだぞ、アイオリス。この作戦の成否は偏ひとえにおまえの頑張りに……」

「ううぅぅ、やります。頑張ります。もうどうにでもして」

「立派な覚悟だ、アリス。では、そこに四つん這ばいになって」

　アイオリスはすでに完全な泣き顔だ。

「ここで？　王ひ女め様が見ている前で？」

「もちろんだ」

「別室に移動して……」

「王ひ女め様の雰囲気だからな、王ひ女め様から距離を空けてしまうと、雰囲気が薄れてしまうのだよ。最悪、霧む散さんしてしまう」

「し、しかし……」

　アイオリスがチラッと天幕の片隅に控えているティターニアに目をやった。

　彼女は真面目な顔で、素知らぬ顔で、焦しよう点てんの定まらぬ目で前方を見ている。

「王ひ女め様の仰ったとおり、彼女は犬か猫か置物だとでも思え。何度も言うが時間がないんだ。魔術の仕上げが遅れれば、せっかく抜き取った王ひ女め様の雰囲気が薄れてしまうんだよ。王ひ女め様のお近くにいてもな」

　がっくりとうなだれたアイオリスは、がくっと膝を落とし、ばたりと両手を敷物の上についた。

「最初から素直にそうすればいいのだ。どうせ王ひ女め様の影を引き受けた時点でおまえに逃げ道はないのだからな」

　素っ裸で四つん這いになるという屈くつ辱じよく的てきな体勢のまま、アイオリスは顔を振り向け、きつい目でスナイデルッラを見上げた。

「くそう、ルッラめ、あとで泣かしてやるぞ」

「ああ、おまえに泣かされるのなら、わたしは本望だ」

　スナイデルッラはアイオリスの体の横に片膝を落とした。

　二人とも全裸なのが、とても異様な雰囲気を醸し出している。

「では、やるぞ」

「くうぅぅぅ」

　アイオリスは涙を流しながら唇を強く嚙んだ。

「一刻も早く済ませてくれ」

「すぐ終わるよ」

　スナイデルッラは右手をアイオリスの白くて大きな尻の双丘のあいだに圧着させると、ぎゅっと押さえつけた。

「はひゃぁっっ」

　そうして指を玄妙に動かす。

「はっ、ひゃっ、あっ」

「もう少し膝を広げて」

「ひぃぃぃぃ」

　むにゅむにゅむにゅ。

「ひひゃぁぁあんっっ」

「これで大丈夫かな」

　むにゅむにゅむにゅうっっ。

「あぁぁあぁ、嫌いや嫌いや嫌いやぁっ」

　スナイデルッラが手を離すと、アイオリスは堪こらえきれずに全身を脱力させて倒れ込み、ばたりと腹這いになった。

「ああ、それでいい。最後の最後に足裏が残っているからな」

　ぎくり。

　腹這いになったまま、アイオリスは体を強こわばらせる。

「王ひ女め様、お願いできますか？」

「なんだ？」

「足裏に塗ろうとすると、くすぐったくて逃げようとすると思うのです。アリスの体を押さえていただけませんか」

「いいとも。だが、吾だけでは心こころ許もとないな。おい、ティターニア」

「はい、王ひ女め様」

　それまで彫ちよう像ぞうか人形のように動かなかったティターニアが初めて動いた。

「ここへ来い。一緒にアイオリスの体を押さえるんだ」

「わかりました」

　近寄ろうとするティターニアを、スナイデルッラが遮った。

「あ、ちょっと待って」

　彼女はバイオレッタに顔を向け、

「ティターニアに手伝ってもらうのはいいとして、彼女の鎧は外させてください。魔術に影響が出ます」

「そうか。そうだな。では」

　振り向いたバイオレッタはこともなげに言った。

「ついでだから、おまえも全部脱ぐがいい、ティターニア。それがいちばん早くて確実だろう。そうだな、スナイデルッラ？」

「ええ、まぁ、そうですね」

「わかりました」

　と頷いたティターニアは、手早く鎧を外し侍女服を脱ぎ、こともなげに胸覆いと下帯を外していく。

　たちまち全裸になったティターニアが一礼をして訊いてきた。

「これでよろしゅうございますか、スナイデルッラ様？」

「それでいい。では手伝ってもらおうか」

　バイオレッタとティターニアは、情けない顔で腹這いになっているアイオリスの背中や腰、両足に己の手と膝を載せ、アイオリスが身動きできないように押さえ込んだ。

　全裸のアイオリスを全裸のバイオレッタとティターニアが押さえ込み、全裸のスナイデルッラが魔術を行使しようとする図は、何やら妖しくも怪しく可お笑かしく、旅の一座の艶えん笑しよう劇の一場面かと錯さつ覚かくしそうだ。

「ちょ、王ひ女め様？　ティターニアも。大丈夫です、逃げませんから、そんなふうに押さえつけなくてもいいですから」

「では、行きます」

「あ、ちょ、待……」

　スナイデルッラの指がアイオリスの足裏に触れ。

「あひゃっ」

　小刻みに足裏を撫で回した。

「あひゃひゃっっ」

「もう少しで終わるから我慢するように、アリス」

　撫で撫で撫で。

「いぃやぁひゃひゃひゃひゃひゃっっ。やっっやっやっ止ぁめぇてぇひゃひゃひゃっ」

　想像を絶するくすぐったさに、アイオリスはのたうち回って逃れようとしたが、バイオレッタとティターニアが二人がかりでがっちりと体を押さえ込んでいるため、逃げることは叶わなかった。

「はい完了、っと」

　全裸のアイオリスの足裏から手を離した全裸のスナイデルッラは、仕事をやりきったという清すが々すがしい顔つきで立ち上がった。

　やはり全裸のバイオレッタと全裸のティターニアも、押さえつけていたアイオリスを放して立ち上がる。

「しくしくしくしく」

　アイオリスは三人の足下で裸体を横にして背を丸め、さめざめと泣いた。
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　衣服を整えたアイオリスは、鎧を着用して天幕の中央に立った。

　バイオレッタの鎧を模もして作られた特注品だ。

　その彼女を、少し離れたところからやはり鎧を着たバイオレッタとスナイデルッラが見ている。

　たしかにアイオリスの体からは、いつもと違った覇は気き、闘とう気きというものが感じられた。

　そしてそれは、ふだんバイオレッタから感じているのと同種のものだ。

「ほほう、あれが吾か。なるほど、凜り々りしくていい雰囲気が出ているな。惚ほれてしまいそうだ。というより、進んで服を脱いでしまいそうだ」

　目を細めてアイオリスを見つめていたバイオレッタだが、やがて感心した口調でそんなことを言った。

「おまえたちが吾の前で進んで服を脱ぐ気持ちが少しわかった気がするぞ」

「いえいえ。わたしたちは王ひ女め様に脱がされているのであって、進んで脱いでいるわけではありませんからね？」

　とスナイデルッラがツッコむと、バイオレッタは不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「む？　そうなのか？　おまえたちは嫌々脱いでいるのか？」

「あ、べつに嫌々というわけでもないですので、ご心配なく」

　そう言ってスナイデルッラが眼前で掌を振ると、バイオレッタはにっこりと微笑んだ。

「そうか。ならばいいのだが」

（う。王ひ女め様のこの笑顔には、どうも弱いな。こんな笑顔を向けられると本当に進んで脱いでしまいそうだ……って、そうではなく）

　スナイデルッラは慌てて思考を切り替え、アイオリスに顔を向けた。

「どうやら魔術は上う手まくいったようです。これなら顔かお貌かたちや髪型など違っていても、敵の物見はアリスのことを王ひ女め様と錯覚するでしょう」

「第一段階を突破、だな」

「あとはアリスの頑張り次第……ですね」

「アイオリス！」

「はい、王ひ女め様」

　バイオレッタに名を呼ばれ、アイオリスが駆け寄ってきた。

「なんでございましょう？」

「あ、王ひ女め様」

「なんだ、スナイデルッラ？」

「できれば、もう彼女のことはバイオレッタ様とお呼びください。彼女の名で呼んで、それに反応されると、魔術の効果が薄れてしまいます」

「ああ、そうか。では……バイオレッタ様」

「あ……いえ、あの」

　アイオリスは困った顔をスナイデルッラに向けた。

「慣れろ。今日からしばらくはおまえもバイオレッタ様なのだ。呼ばれたら堂々と胸を張れ。王ひ女め様のようにな。わたしに務まるだろうかとか、ばれたらどうしようだとか、つまらんことは考えるな。そんなことを考えれば、せっかく身に纏った王ひ女め様の雰囲気が薄れてしまう」

「そ、そうか。できるかどうかはわからないが……いや、違うな。わたしにはできる。やってみせる」

「そうだ、それでいい。それでこそバイオレッタだ」

　とバイオレッタ本人から声がかかった。

「しかし、吾の一人称は『吾』だからな。『わたし』などと言えばすぐに露見するぞ。少し練習してみるか？」

「あぁ、そ、そう……そうだったな。ゆ、許す。吾に練習をさせてみよ」

「では、こうだ。胸を張って」

「うむ、こ、こうだな」

「吾を誰だと思っている？　エルゲン王国第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ！」

「わわ吾を誰だと思っている？　エルゲン王国の第二……第二王女バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ？」

　アイオリスはかなり頑張ったが、少しばかり声が裏返っている。

　そんなアイオリスのどうにもぎこちない声と態度を見て、スナイデルッラは天を仰ぎ、内心で嘆たん息そくした。

（まったく。アリスの奴は真ま面じ目めすぎる。真面目というより、くそ真面目か。一いち途ずな面が強すぎて融ゆう通ずうの利かない質たちだから困るんだ。もっとも、それがあいつのいいところでもあるんだが）

「最後、疑問形にしてどうする!?　断言せよ。断定せよ。断罪せよ」

「さ、最後の意味がわからないなっ」

「わからなくてもいい。わかろうがわかるまいが、吾がバイオレッタだ」

「わかろうがわかるまいが、吾こそがバイオレッタだ！」

　スナイデルッラは微かすかに首を横に振る。

（あまり多くは期待できそうにないか。遠くから覗うかがう敵の物見くらいなら誤魔化せるだろうが、あの付け焼き刃ばっぷりでは味方の兵は無理だ。まぁ主立った者には作戦内容を説明しているし、兵たちには今回は一大決戦なので王ひ女め様には影武者を用意すると言ってあるし、不思議に思う者はいても疑う者は少ないだろうが。しかし万が一、敵の潜せん入にゆう工こう作さく員いんが本陣近くにまで近づいてきたら、如い何かに雰囲気を纏っていても気づかれる虞おそれがあるな。敵の工作員が近づかないように、本陣周りの警備にはいっそうの注意が必要だ。偽バイオレッタ様の部隊にはカオルゥとサンドリヨンスをつけたほうがよさそうだな。その二人に抜けられるとかなり痛いんだが、背に腹は替えられない……か）

　向こうでは、まだアイオリスの練習が続いている。

　名乗りくらいはそれなりに様になってきていたが、立ち居振る舞いともなると、なかなか一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかない。

（まぁ、いいだろう。少しのあいだ敵の物見さえ誤魔化せればいいんだ。アリスの奴に過大な期待をするのは酷こくと言うものだな。戦闘が始まってしまえば、正体がばれようがどうしようがかまわないんだから、そこは割り切るしかない）

　と思ったスナイデルッラが、

「バイオレッタ様」

　と声をかけると、二人はほぼ同時に顔を振り向けてきた。

（その程度はできるようになったか。なら、それで充分……とは言わないが、なんとかなりそうだな）

「出撃の時間が迫っております。本陣のほうへ参りましょう」

「そうだな」

「そうしよう」

「それと、第二軍を率いるバイオレッタ様」

　第二軍のバイオレッタというのは、アイオリスのことだ。

　復興軍幹部は、本物のバイオレッタが率いる部隊を第一軍、アイオリスの率いる部隊を第二軍と呼ぶことを予め決めてあった。

「なんだ？」

「識姫士には事じ後ご承しよう諾だくになりますが、第二軍にカオルゥとサンドリヨンスをつけようと思います」

　識姫士コルネリアゥスも、スナイデルッラ同様、任務を帯びてすでにこの地を離れていた。

「どうしてその二人を？」

「敵の潜入工作員が本陣近くまで接近するのを阻止するため……ですよ」

　意味ありげな顔でスナイデルッラがそう言うと、バイオレッタもアイオリスも彼女の言わんとすることを理解した。

「なるほど、了解した」

「うん、それがいいだろう」

「では、総指揮所へ参りましょう」

「頼んだぞ、バイオレッタ」

「そちらこそ、バイオレッタ」

　颯さつ爽そうとした足取りで二人のバイオレッタが天幕をあとにしようとしたとき。

「申し訳ございません、スナイデルッラ様、よろしいでしょうか？」

　それまで存在感を消していたティターニアから遠慮がちな声がかかった。

　彼女もすでに戦陣侍女としての出で立ちに戻っている。

「どうした？」

「わたくしは、どちらのバイオレッタ様に付き従えばよろしいでありましょうか？」

「あ……ああ」

（そうか。それは決めていなかったな。だが、考えるまでもない……か）

「第二軍のバイオレッタ様に付き従ってくれ」

　つまり、アイオリスのほうへ行け、ということだ。

　ティターニアは戦陣侍女の中でもバイオレッタのお気に入りだ。

　その存在のあるなしに気づく者がいないとも限らない。

（で、いいですね？）

　という意味を込めてスナイデルッラは本物のバイオレッタに視線を送った。

「それでいい」

　と彼女は頷いた。

「作戦行動中にティターニアを弄べないのは少し残念だが」

　と言って、バイオレッタ（本物）が片目を瞑つむった。

　スナイデルッラは小さくため息を吐つくと、バイオレッタ（本物）を軽く睨む。

「王ひ女め様、作戦行動中はいろいろとお控えください。よろしいですね？」

「え～～？」

　バイオレッタはもの凄く不満そうに頰を膨らませた。

（どれだけ弄びたいんですか、貴女あなたは！）

「片方のバイオレッタ様だけがはっちゃけていると、いろいろ不ま味ずいのです。おわかりですよね？」

「あ……あぁ、わかっているとも。王国の復興、この一戦にあり、だからな」

「わかっていただけて重ちよう畳じようです」

「その代わり、勝利の暁あかつきには夜を徹して弄ぶからな」

「ええ、それはもう、ご存分にお好きなだけ弄んでくださってけっこうです」

「ティターニアやアイオリスだけではないぞ？　おまえも存分に好きなだけ弄んでやるからな？」

　ぎくり、とスナイデルッラが首をすくめる。

「覚悟をしておけ、スナイデルッラ」

　スナイデルッラは観かん念ねんした顔で頷いた。

「ええ、この戦に勝利した暁には、わたしはこの身をバイオレッタ様に捧ささげ尽くす所存でございますとも」

「くくくっ。楽しみだな」

「わたしも楽しみにしております。ですが、勝利しなければ何もできませんよ？」

「安心しろ。吾を誰だと思っている？　エルゲン王国第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ。必ずや勝利して、父ふ祖その地を奪とり戻してやる。王国を復興に導いてみせる。なあ、バイオレッタ？」

「もちろんだ。吾が復興軍を勝利させてやる。安心しろ、スナイデルッラ」

（まだまだだな、アリス。だが、少しだけ様になってきたじゃないか）

「では、参りましょうか、バイオレッタ様」

「「よし、行こう。そして勝ってこよう」」

「ティターニアも行くぞ」

「はい」
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　その日の昼前、復興軍主力はゲーリンゲンの街から出撃していった。

　総勢二千の本隊を率いる総指揮官は、もちろんバイオレッタ・バイス・エルゲン。

　本隊には六姫士のうち、剣姫士アイオリス、闘姫士センレリゥム、獣姫士サンドリヨンス、忍姫士カオルゥが従い、黒騎士や赤騎士もいる。

　ただし、アイオリスは剣姫士としてではなく、バイオレッタとして参戦している。

　バイオレッタとアイオリスが並んで立っていると、スナイデルッラの魔術のおかげで、どちらが本物か聞かされていない味方の兵士にも見分けがつかないほどだった。

　別べつ働どう隊たいの五百は、すでに昨日のうちに街を離れ、先に作戦行動に入っている。

　そちらの指揮を執とるのは識姫士コルネリアゥスだ。

　スナイデルッラも、配下の魔術士たちが任務を遂行している場所へ急ぎ戻っていった。




　街から遠ざかっていく復興軍部隊を、ゲーリンゲンの街の住民たちのある者は期待を込めて、ある者は不安そうに、ある者は祈るように見送ったのだった。
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　ゲーリンゲンの街をあとにした復ふつ興こう軍ぐん二千は、ライオネルへ至るツェルニ街道を北上していった。

　案の定というか予想どおりというか、至る所にバイデリュンヘン軍の物もの見みが出ているのが確認できたが、バイオレッタたちは敢あえて放置した。

　南部に広がる密度の濃い森林地帯を抜け、ちょっとした山地を越え、復興軍は三日をかけてライオネルの街近きん郊こうに広がるなだらかな丘きゆう陵りよう地帯に達した。

　これまでにバイデリュンヘン側の砦とりでを破は却きやくしていたことが幸さいわいして、敵に行こう軍ぐんを邪魔されることもなかった。

　丘陵地帯に進出すると、バイオレッタは全部隊に行軍の停止を命じた。




「兼ねての手て筈はずどおり、ここで部隊を二手に分けよう。第一軍の千二百はもう少し先で陣を敷しく。第二軍の八百は街道を逸それ、なおも北上する。どちらも指揮を執とるのは吾われ、即ちバイオレッタ・バイス・エルゲンだ」

　自信に満ちた表情でバイオレッタは配下の姫き士しや幕ばく僚りように命令を下し、彼ら、彼女らは部隊の編制を急いだ。

　本物のバイオレッタが指し揮きする第一軍は予定していた場所まで街道を進むと、そこで陣地の構築を──土手を築いたり土ど嚢のうを積んだり逆さか茂も木ぎを並べたり木もく柵さくを立てたり──開始した。

　一方、偽バイオレッタ（アイオリス）が指揮する第二軍の八百は程なくツェルニ街道から離れて、丘陵地帯をラーニンゲンの森目指して進んでいく。

　こうした復興軍──バイデリュンヘン側から言うと「反乱軍」となるが──の動きは、バイデリュンヘン軍物見部隊に完全に把は握あくされていた。

　反乱軍の動きを伝えるため、物見部隊の騎き馬ばが何頭も、ライオネルの街の郊外に陣を敷く南なん部ぶ解かい放ほう軍ぐん団だん本営を目指してツェルニ街道を疾しつ駆くしていった。
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　街の郊外に陣を敷いているバイデリュンヘン軍四千五百は、すでに出撃準備を終えていた。

　そのうちの五百は、総そう指し揮き官かんスタッガルド将軍が直じき率そつする部隊だ。




「間違いありません。敵は二千を二手に分けました」

「片方は一千二、三百。もう片方は七、八百ほどだと思われます」

「片方はツェルニ街道を北上し、途中で街道を離れました」

「街道を離れた後はラーニンゲンの森方面へと行軍」

「もう一方はコルダーオールの丘陵地帯に留まって動きません」

「留まっている部隊は野や戦せん陣じん地ちを構築しております」

　上がってくる報告を受けた伝令物見部隊の要員が、野戦卓たくを囲んでいるスタッガルド将軍とその幕僚に向かって大声で叫ぶ。

　将軍は傍かたわらに居並ぶ大隊長たちと共に、野戦卓の上の地図を覗のぞき込んだ。

　副官は上体を乗り出して地図上に置かれた駒こまを動かしていく。

「奴ら、どういうつもりだ？」

　と大隊長の一人が首を捻ひねる。

「ただでさえこちらより少ない兵力を二つに分けるとは」

　他の隊長たちも怪け訝げんそうな顔で地図に目を落としている。

「たしかにな。これでは各かつ個こ撃げき破はしてくれと言っているようなものじゃないか」

「何が狙いなんだ？」

「何が狙いかは敵に訊かないとわかりませんが、問題は、この状況にこちらがどう対応するかでしょう」

　上体を戻した副官は、そう言ってスタッガルドのほうを見た。

「それと将軍、事前の情報ですと、敵の総そう兵へい力りよくは二千五百ほど……ということでしたが、今の報告によれば敵の兵力は二千前後ということになります。五百ばかり足りません。これをどうお考えですか？」

　将軍はしばらくじっと地図を睨にらんでいたが、やがて顔を上げ、伝令物見部隊の隊長、ケーゼクに視線を向けた。

　彼と彼の部隊が敵状を探る役目も担当しているのだ。

「作戦参加の兵数が二千なのか？」

「いえ。数日前は二千五百ほどが野や営えいしているという報告でありました」

「一部の出撃が遅れているのか、それとも……」

　もう一度、地図に目をやった将軍は、

「後こう続ぞくがいるのかどうかを探れ」

　とケーゼクに命じた。

「は。了解であります」

「ところでケーゼク、肝かん心じんのバイオレッタはどちらを指揮しているのだ？」

「は。それが……申し訳ありません、現時点では不明であります」

　ここで不明と答えるのは己おのれの無能さを知らしめるようなものだから、彼としてもそんなことを言いたくはないのだが、実際問題として、バイオレッタがどちらにいるのか、断定どころか推すい定ていもできない有様なので、ケーゼクはそう答えるしかなかった。

「まだわからんか。部隊を二手に分けた以上、バイオレッタがどちらを指揮しているか隠そうとするのは当然だが、それがわからんと応おう手しゆが難しいな」

　というスタッガルドの言葉に、ケーゼクが反応した。

「あ、いえ、隠そうとしているわけではないようであります」

　スタッガルドは怪訝そうな顔をケーゼクに向けた。

「なに？　どういうことだ？」

「は。両部隊を追つい尾びしている物見部隊のどちらからも、『バイオレッタが指揮しているのを確認した』という報告が届いているのであります」

　スタッガルドが眉を顰ひそめる。

「意味がよくわからんが」

「つまりバイオレッタはその姿を隠してはおらず、本陣にて堂々と姿を晒さらして差さ配はいしているとのことであります」

「どちらでもか？」

「は。どちらの部隊でも、であります」

「どちらの部隊でもバイオレッタが指揮を執っていると？」

「は。さようであります」

　将軍は考え込み、大隊長たちは互いの顔を見やった。

「どう思う、リューゲンス？」

　将軍は傍らの副官に問うた。

「影かげ武む者しやを立てて、こちらを攪かく乱らんしようとしているのではありませんか？」

「そうかもしれんな」

　とスタッガルドが呟くと、第一大隊長ギリエンズが吐き捨てるように言った。

「小こ賢ざかしい真似をしくさって」

「如何いかがされます、将軍？」

　と副官に訊かれ、スタッガルドは改めてケーゼクを見やった。

「どちらが本物かわからんと、こちらも動きづらい。多少の無理は承知の上で言うが、どちらが本物のバイオレッタかを見極めさせろ」

「は。了解であります」

　ケーゼクが部下に新たな命令を下そうと、回れ右をして野戦卓を離れていく。

　その後ろ姿を見送る将軍は苦々しい顔を隠さない。

「これではバイオレッタ捕ほ縛ばくのため全軍を集中させるという手が使い難にくくなったわ」

「判明するまで待ちますか？　それですと、敵に好きな場所まで進出されてしまう虞おそれがありますが」

　副官がそう言うと、スタッガルドは、いや、と首を横に振った。

「勝手に動き回られるのも癪しやくな話よ。地理に関しては奴らのほうが圧倒的に詳しいのだからな。抜け道、短たん絡らく路ろは好きに使えるだろうし、登れる山、渡れる川も知っている。こちらに来て、さらに数部隊に分かれ、あちらこちらで不ふ正せい規き戦せんを展開されても困る。各地に潜ひそんでいる支持者どもが合流するようなことになれば、なお厄やつ介かいだ。ある程度のところで見切り発車するしかなかろう」

「そうでありますね。では、どちらに向かいますか？」

　という副官の問いかけにスタッガルドは、

「そうだな」

　と言ったきり返事をせず、沈ちん思し黙もつ考こうに入った。

　大隊長や幕僚は将軍が再び口を開くのをひたすら待った。

　そして。

「奴らがそのつもりなら、両方を追いかけるか。七、八百と一千二、三百なら、こちらは三個大隊と五個大隊に分ければいい。それなら、どちらも戦力比はほぼ二対一だ」

「相手に乗せられる形になりますが大丈夫ですか」

　と言う副官の口ぶりには、とくに諫いさめるような響きはない。

　他の隊長や幕僚のために、決断の理由を説明してくれと言っているだけだ。

　スタッガルドにもそれがわかっているので、意図を丁寧に解説してやる。

「かまわんよ。どのみち片方はラーニンゲンの森へ向かったというではないか。あそこを真っ直すぐに抜けられると、我がほうのブラウエンの砦の背後に出られてしまう。それは阻止せねばならん」

「ラーニンゲンの森はそう簡単に抜けられる森ではないと思いますが」

「ここが奴らの地元だということを忘れるな。我らが迷うような場所でも、奴らは迷わず歩けるだろう」

「で、ありますね」

「どちらがバイオレッタの率いる部隊かはわからんが、どちらかがバイオレッタ直率というなら、裏を返せば、もう片方にはバイオレッタがいないということだ。だったら、倍の兵数で攻めれば討ち破るのは造ぞう作さなかろう。バイオレッタ率いる部隊のほうは苦労するやもしれんが、だとしても兵数は倍。負けることはない。討ち破れなくとも、一いつ勝しよう一いち分わけだ。兵員の犠ぎ牲せいは確実に敵のほうが大きくなる。犠牲者が同数なら、兵数が劣おとっている反乱軍のほうが、より痛いわけだからな。仮に五百の犠牲が出たとして、奴らはその兵員を補うことに難なん儀ぎするだろうが、我等は五百程度なら補充もそれほど難しくはない。どちらに転んでも我等に損そんはないという話だ」

（もっとも儂わしの立場としては、リーザ様に対して五百を失ったから補充してくれなどと気軽に言えないのだがな）

「そうですね。了解いたしました」

　と副官は頷いて、大隊長たちの顔を見回した。

　誰からも疑問、質問が出ないのを確認してから、リューゲンスは将軍に向き直る。

「で、部隊分けはどのようにいたします？」

「どちらにバイオレッタがいるのかわからんのだしな、ここは公平を期して籤くじ引きでもしておくか？」

　いつもは冷静な副官も、さすがにスタッガルドの言い分には驚いた。

（手堅さを旨むねとする将軍殿にしては大胆な采さい配はいだな）

「もっとも、この場合、当たり籤は敵とぶつかってみないとわからないがな。そして、当たり籤はバイオレッタ率いる部隊に向かったほうとなる。大おお手て柄がらを立てる好機を得るわけだからな。手て強ごわい分、褒ほう賞しようも手厚くなるぞ」

　とスタッガルドが重々しい口調で言うと、大隊長たちの目の色が変わった。

「ここは一つ、なんとしても当たり籤を引かんとな」

「だから。当たり籤は行ってみないとわからんと言っているだろうに」

「いずれにせよ、こういうのは気合いなのだ、気合い」

　などと言って誰もが身を乗り出している。

（さすがに将軍殿、隊長たちをその気にさせるのが上う手まいな）

　と副官は感心した。

「よし、リューゲンス、組み分けだ。第一軍は二千五百とし、南に留まっている敵部隊に向かう。第二軍は一千五百とし、ラーニンゲンの森方面へと北上する敵部隊を追いかける。師し団だん長ちようが籤を引き、第二軍になった師団から大隊を一つ、第一軍へ組み入れる。あとで文句が出ないように、それも籤で決めろ」

「は。将軍はどちらに？」

　スタッガルドは少し考える素振りを見せたが、すぐに顔を上げた。

「バイオレッタがどちらにいるのかわからん以上、儂は兵数の多い部隊へ向かうのが筋だろうな」

「は。では、将軍は第一軍の指揮を執とるということで、了解であります」

　リューゲンスは部下に命じて「一」と「二」の数字を書いた札を用意させ、第一師団長兼任の第三大隊長ゲゼルバッハと第二師団長兼けん任にんの第六大隊長シュテッセルに籤を引かせた。

　ゲゼルバッハが「一」でシュテッセルが「二」だった。

　続いて、三枚の籤を小箱に入れ、それを卓上に置く。

「では、第五、第七、第八の大隊長で籤引きを」

　三人が思い思いに箱に手を入れて札を抜き取った。

　第八大隊長のドナゥベルが「一」の札を手にしていたので、彼の部隊が第一軍に組み込まれることとなった。

「では、部隊分けの確認です」

　とリューゲンスが言った。

「第一軍の指揮は直率五百を率いてスタッガルド将軍が執り、第一師団四個大隊に加え第二師団の第八大隊を組み込む。兵数三千。第二軍の指揮は第二師団長シュテッセルが執り、第八大隊を除く第五、第六、第七大隊で構成。兵数は一千五百。ということで、よろしいです？」

　大隊長たちからは、おお、という声が上がったが、どちらが当たりなのかわからないので、あまり気き勢せいは上がらない。

「まぁ、どちらが当たりなのか、それはあとのお楽しみというところですな」

　と第三大隊長のゲゼルバッハが言うと、皆は納得の顔で頷くのだった。

「各大隊は、いつでも出撃できるように用意を調えろ」

「はっ」

「同時に物見部隊を増やして、バイオレッタの所在を把握するよう努めよ。仮に所在がわからずとも、絶対に敵の位置を見失うな」

「ははっっ」

「よし、行け」




　こうしてバイデリュンヘン軍側は、バイオレッタの策に乗ってきた。

　が、さすがにバイデリュンヘン軍を率いるスタッガルド将軍、ただ乗せられるだけでなく、バイオレッタの狙いをある程度まで見抜いている。

　決戦の行方は、バイオレッタがどちらの部隊を率いているかをバイデリュンヘン軍が見抜けるか、それとも復興軍が隠し通せるかに大きく左右されそうだ。

　早い段階でバイオレッタの所在が確認できれば、そちらに兵力を集中することが可能になる。

　その場合は、もう一方の部隊は捨て置いてもかまわないとスタッガルドは割り切っている。

　とにかくバイオレッタがすべてなのだ。

　彼女さえ捕らえれば解放軍は瓦が解かいするのだ。

　旧エルゲン王おう国こく民みんの希望は打ち砕かれるのだ。

　バイデリュンヘン大たい公こう国こくによる支配は確実なものとなるのだ。

（そのためには、早いうちにバイオレッタの所在を把握しなくてはならん）

　戦いは情報戦の様よう相そうを呈ていしてきた。

　そして情報戦ともなると、六ろく姫き士したちの持つ特殊能力が物を言うことになる。
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「よ〜しよし、行きなさい〜」

　獣じゆう姫き士しサンドリヨンスは自分の周りに群れていた狼おおかみたちに命令を下した。

　狼たちは吠えることもなく、素直に彼女の言うことを聞いて、その場から走り去っていった。

　彼らの役割は、復興軍第二軍の本ほん陣じんに接近しようとする敵の物見を見つけ出し、嚙かみ殺すことだ。

　敵味方の識しき別べつ用に、味方の兵には特殊な香こう草そうを一切れ、持たせている。

　つまり、その匂いがしない者は狼たちにとって敵てき兵へいである。

　走り去る狼たちをサンドリヨンスと一緒に見送っていた忍にん姫き士しカオルゥが呟いた。

「あなたの飼い犬は便利だね。飼い犬というか、飼い狼。でも全部嚙み殺しちゃったら、逆に怪しまれないかな？」

「物見が戻ってこない原因なんか、わかりゃしないと思うし〜。っていうかぁ、あの子たちを飼い犬とか飼い狼とか言うな〜」

「あ、ごめん。じゃあ、なんて言えばいい？」

「だからぁ、名前で呼べってば〜。さっきあたしの前に並んでた順で、右からヨンス、エリィ、ムジュ、ハッシュ……」

「ごめん。さっぱりわからない」

　カオルゥが頭を下げると、獣姫士は、ちっ、と舌打ちした。

「それより〜。あんたも働けっての〜」

「え？　でも拙せつ者しや、こちらのバイオレッタ様の護ご衛えい役やくなので、お側を離れられない」

「大丈夫だよ〜。あたしのリンダが守ってるんだからさ〜」

　カオルゥは、ちらっと背後を見やった。

　本陣指揮所にはバイオレッタ役のアイオリスが床しよう几ぎに腰を下ろしている。

　さすがにサンドリヨンスやカオルゥがこの距離から見れば、彼女をバイオレッタだと見み誤あやまることも錯さつ覚かくすることもないが、通りがかった兵がチラ見する程度なら、バイオレッタ本人がいると間違えるかもしれない。

　しかし。

　床几に座るアイオリスの直ぐ横にある灰色の大きな塊かたまりの存在が、辺りに異様な雰囲気を醸かもし出している。

　むしろその異様さが、バイオレッタの雰囲気すら打ち消してしまいそうだ。

（アレに守られてると言われても、安心できないのでは？　むしろ敵の暗殺者より恐いのではないのかな？）

　カオルゥなど、そう思わないでもない。

（まぁ、アレとか恐いとか言うと、またヨンスが怒るから言わないけど）

　灰色の塊の正体は、立ち上がれば背丈が一ヤルドくらいもありそうな灰はい色いろ熊ぐまだった。

　アイオリスは精一杯虚きよ勢せいを張っているが、額ひたいにはうっすらと脂あぶら汗あせが浮かび、膝ひざがカタカタと小刻みに震えているのが見て取れた。

「こちらのバイオレッタ様、ブルっちゃってますが？」

「だらしがない……い、いやぁさすがのバイオレッタ様も〜、リンダが横にいると緊張しちゃうかもね〜。ね〜？」

「バイオレッタ様もだけど、他の将官が怖がって近寄ってこないですが？」

「あ〜〜」

　アイオリスの前には野戦卓が置いてあって、本来なら幕僚の何人かはそこにいるはずなのだが、たしかに誰もいない。

　みんな腰が引けた体勢になって、バイオレッタ（偽）と灰色熊を遠巻きに覗うかがっているだけだった。

　バイオレッタ（偽）以外には、彼女の後方に、軽けい装そう鎧よろいに身を包んだ戦せん陣じん侍じ女じよのティターニアが控えているのみだ。

　その彼女にしても視線を熊に向けたりアイオリスに向けたりと落ち着きがない。

「リンダにバイオレッタ様を守らせるのは無理があるのでは？」

「仕方ないなぁ」

　サンドリヨンスは指ゆび笛ぶえを鳴らした。

　その音を聞いた灰色熊が、のっそりと体を持ち上げる。

　びくぅっっ。

　床几に座ったまま、アイオリスが大きく上体を引いた。

　ティターニアも反射的に跳び退のこうとしてしまったが、なんとか我慢して、その場に留まった。

「来〜〜い、リンダ〜」

　サンドリヨンスが手招きすると、灰色熊が駆け寄ってきた。

　巨体からは想像もできない軽快な身のこなしだ。

「意外と素早そうだね」

「走るのは人間なんかよりずっと速いよ〜？　腕わん力りよくも人間なんかよりずっとあるし〜、牙きばも爪も人間なんかよりずっと鋭いしね〜。可愛いでしょ〜、リンダは〜」

　カオルゥは小さく頭を下げた。

「ごめん。さっぱり意味がわからない」

　駆け寄ってきて自分の傍らに座った灰色熊の頭を笑顔で優しく撫なでながら、サンドリヨンスは言った。

「この子の可愛らしさがわからない奴なんか〜、この子に喰われて死んじゃえばいいんだよ〜。ね〜、リンダぁ？」

　そのリンダ、四本の足を折り、頭を低くして目を瞑つぶり、おとなしくサンドリヨンスに頭を撫でられている。












　カオルゥは腕組みして、むぅ、と唸うなった。

「いま、ちょっと可愛いかもって思った」

「でしょ〜？　でしょ〜？　さ〜すがカオルゥ、熊を見る目があるよ〜」

（拙者にそんな目はないですが）

　サンドリヨンスは自分の子供を誉ほめられたときの母親のような喜びようだ。

（変な奴ですね）

　というのがカオルゥの正直な感想だ。

　カオルゥは六姫士になったのが割と最近なので、まだ他の姫士たちのことを詳しくは知らない。

　みな腕が立ち特殊な能力を誇ほこっているのは知っていても、個人の性せい癖へきやものの考え方などはよくわかっていないから、こうして一緒に任務に就ついたりすると、新鮮な驚きがある。

（それはお互い様かもしれないですが）

「じゃあ〜、あたしはリンダと一緒にその辺を見回ってくるから〜。バイオレッタ様のことは頼んだからね〜」

「お任せあれ」

　サンドリヨンスはひょいと灰色熊の背に跳び乗ると、首の後ろに跨またがった。

「行くよ〜、リンダ〜」

　四本の足で、もっそりと灰色熊が身を起こした。

　体高がカオルゥの頭くらいもある。

　これを相手にしたら、カオルゥでさえ簡単には仕留められないだろう。

「はい〜」

　サンドリヨンスが軽く熊の背中を叩くと、リンダは軽快な足取りで走り出す。

　サンドリヨンスの重さなど、まったく感じていないのは明らかだ。

　不思議な主しゆ従じゆうは、あっという間に森の木々のあいだに姿を消した。

（まぁ主従というか、ヨンスなら友達と言うかもしれないですが）

　そんなことを思いながら、カオルゥはバイオレッタ（偽）とティターニアの下もとへ駆け寄っていった。
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「お疲れ様でございます、バイオレッタ様」

　とカオルゥが挨あい拶さつを送ると、サンドリヨンスとリンダのほうを見ていたアイオリスが、はっと首を巡らせてきた。

「カオルゥか。お務つとめ、ご苦労である」

　カオルゥはバイオレッタ（偽）に軽く頭を下げると、周りを見渡した。

（ティターニアが必死で我慢してたのに、みんな、だらしないな）

　と思うものの、ここでそんなことは口にしない。

「はい、皆さん、出てきてください」

　カオルゥに呼ばれ、灰色熊から距離を取っていた幕僚たちが、決まりの悪そうな顔で集まってきた。

　全員が野戦卓を囲んだところで、バイオレッタ（偽）が自信満々の顔で訊いてきた。

「で、カオルゥ、敵の動きはどうなっているか？」

　灰色熊がいなくなって、ようやく彼女も本調子に戻ってきたようだ。

（というか、戻ってもらわないとバイオレッタ様の影武者が務まらないですが）

「ユゥミ！」

　振り返ったカオルゥが名を呼ぶと、この辺りではあまり見かけない細身で暗色の筒つつ袴ばかまを穿はいた少女が木の枝から飛び降りてきた。

　彼女はカオルゥ配下の忍びで、他の仲間数名と一緒に、東方の出身国からカオルゥに付き従ってここまでやってきたのである。

　カオルゥは自分のことを「中ちゆう忍にん」で、部下のことを「下げ忍にん」と言っていたが、アイオリスたちには馴な染じみのない言葉で意味はわからない。

　おそらく戦闘指揮官と兵士の関係なのだろうと想像していたが、カオルゥはその下忍たちを情報の収集に当たらせていた。

　ユゥミは腰を落とした体勢で走り寄ると、カオルゥの前に跪ひざまずいた。

「敵の一隊がこちらへ向かっている由よしにございます。その数、およそ千五百」

　報告を受けたカオルゥが振り返った。

「だそうであります、バイオレッタ様」

「そうか。こちらの狙いどおりの展開になっているわけだな」

　バイオレッタ（偽）は周囲の幕僚たちの顔を見回して言った。

「よし、では行軍を再開させる。急ぎ支度を始めよ！」

「はは！」

　幕僚たちは行軍の再開を急がせるために散っていった。




　復興軍第二軍はわざと敵に位置を教えるため、同時に敵の動きを把握するため、ラーニンゲンの森の手前で行軍を停止しているところだ。

　敵の動きが摑めたので、行軍を再開させようというのである。

　この部隊の戦せん術じゆつ目もく標ひようは敵兵力の一部、できれば半数近くを引っ張り出すことと、その敵兵をできるだけ第一軍から引き離して時間を稼かせぐこと。

　戦わないのが基本なのだ。

　だから敵に所在地を知られたまま、なおかつ敵部隊と衝しよう突とつしないように機き動どうしないとならない。

　そのためにも敵部隊の動きを逐ちく一いち把握しておく必要がある。

　並の兵士より遙はるかに走力があって、しかも調査潜せん入にゆう能力にも優れている忍びの存在は復興軍第二軍にとって、大きな優位性だった。
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　こちらはライオネルの街近郊から出撃したバイデリュンヘン軍第一軍三千で、すでにコルダーオールの丘陵地帯手前まで進出してきていた。

　たまたまこちらで双方の最高指揮官が相あい見まみえるという形になっているが、それはまだ互いに知らないことだ。

「将軍、放った物見から伝令が走ってきました」

　ひときわ大柄な栗毛の馬で進むスタッガルドに、伝令物見部隊長であるケーゼクが馬を寄せてきた。

　緊張感溢あふれる彼のその口ぶりで、スタッガルドは新たな情報が手に入ったことを察さつ知ちする。

「述べよ」

「は。物見が敵の別べつ働どう隊たいを発見いたしました。その数、約五百」

　将軍は、にやりと笑みをこぼした。

「やはりいたか。足りない五百の存在が気になっていたのだ」

　千二百の兵力で陣を構築して敵を待ち受けるような態たい勢せいを取っているのは、何か策があってのこと。

　そして策があるとすれば、もっとも可能性が高いのは伏ふく兵へいである。

　スタッガルドはそう読んだ。

　だから彼は、敵が二手に分かれたという情報を聞いた後、通常より遙かに多くの物見部隊を索さく敵てきに放っていたのである。

　スタッガルドの読みは当たった。

「やはり反乱軍ども、我々が襲いかかるのを待って、別働隊で背後を衝つくつもりだったようでありますね」

　将軍の隣で馬を歩ませていた副官がそう言った。

「うむ。だが、別働隊の位置が割れてしまえばどうということはない」

　と頷いたスタッガルドは、もう一度、ケーゼクに向き直る。

「敵の主力は動いていないのだな？」

「は。相変わらずコルダーオールの丘陵地帯に留まったまま動いておりません」

「あくまで、そこで我等を迎え撃つつもりか。よし、最終的な部隊の配置と役割を決めよう。行軍を停止させて大隊長を集めろ」

「は」

　副官が伝令兵に指示を伝えているのを横目に、スタッガルドは内心でほくそ笑む。

（敵は別働隊の存在が露ろ見けんしたのにまだ気づいていないようだな。であれば、別働隊が我が軍の背後を襲うという前ぜん提ていで陣を敷き、こちらに対応するだろう。それに対して、こちらは予あらかじめ別働隊に対応する陣じん形けいを取って攻撃できる。別働隊による奇き襲しゆうは問題なく跳ね返せるし、別働隊の参戦を期待している敵主力は討ち破れる。あとは）

　いつもは慎しん重ちようなスタッガルドも、このときは心が浮き立つのを抑えられなかった。

（こちらの敵部隊に本物のバイオレッタがいることを願うだけだな）
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「どうやら別働隊が捕捉されたようっすよ、王ひ女め様」

　と闘とう姫き士しセンレリゥムがバイオレッタ（本物）に報告をした。

「たしかなのか？」

「別働隊を率いているコルネから『敵の物見を見つけた』と連絡が来たっすから、物見の側も別働隊を見つけたのは確実じゃないっすかね」

　バイオレッタはほくそ笑んだ。

「そうか。予定どおりだな」

「ええ、予定どおりっすね」

「これで敵はこちらの策を見破ったと思ってくれる」

「別働隊を見つけた敵の首しゆ脳のうは、してやったりと思っているっしょ。それもこちらの餌えさだとまでは見抜けない」

「あとはコルネリアゥスとスナイデルッラが上う手まくやってくれることを祈るだけだ」

　そう言ってバイオレッタは顔を巡らせ、おそらく敵の主力が陣を敷くであろう辺りを遠望した。

「コルネやルッラなら間違いないっすよ」

　バイオレッタは我が意を得たりと大きく頷く。

「そうだな。間違いない。これで我が軍の勝しよう機きが大きく膨ふくらんだというものだ」
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「バイデリュンヘン軍部隊およそ一千五百がラーニンゲンの森に沿ってこちらに近づいています」

　アイオリス──偽のバイオレッタ──の馬に駆け寄ったカオルゥがそう報告をする。

　復興軍第二軍は広大なラーニンゲンの森の西側を北上中だった。

　馬上から身を乗り出したアイオリスが訊いた。

「どのくらいまで来ている？」

「歩兵が全力で駆ければ二ふた時ときくらいでしょうか」

「まだ余裕はあるな。だが、あまり近づかれても困る。森の中に入っておくとしよう。ガットーゾ！」

　呼ばれて赤あか騎き士しが馬を寄せてきた。

　今回の作戦では黒くろ騎き士しが第一軍に、赤騎士が第二軍に所属している。

　高速機動が得意な赤騎士をこちらに、突進力と打撃力に優れた黒騎士を第一軍に配したわけだ。

「何用でございますかな、王ひ女め様？」

「森へ入る。赤騎士隊は森の外周部で敵の動きを見張ってくれ」

「承知いたしました」

　赤騎士としては、六姫士の一人に低姿勢で従うことに複雑な思いもあるが、復興軍のためならと割り切るしかない。

　赤騎士は命じられたとおり、配下の騎馬隊を率いて本陣を離れていった。

「サンドリヨンス、各中隊長に伝達。予かねての手筈どおり、兵をまとめて森の中に入れ。兵が迷わないように気をつけろ」

「了解です王ひ女め様〜。打うち合あわせどおり兵をまとめて森に入るよう中隊長に伝達します〜。その際、兵が迷わないように注意させます〜」

　復ふく唱しようしたサンドリヨンスが離れていくのを見送ったアイオリスは、幕僚たちに森への移動を命じた。

　騎兵を中核とした本陣の百も、静かにその場を離れ、森の中へ入っていった。
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「敵部隊がラーニンゲンの森に入った？」

　スタッガルド麾き下かの南部解放軍第二軍を率いている第二師団長兼任の第六大隊長シュテッセルは、部下からの報告を聞いて小さく舌打ちした。

「こちらの接近に気づいたな。森に入って我らの追つい撃げきを振り切ろうという腹か」

　と呟くと、傍らの第五大隊長ベルバルデが応じた。

「やはりブラウエンの砦を狙っているのだな」

「の、ようだな。森の中を追いかけるのは気が進まん。森の外周に沿って急ぎ、連中の先回りをしてブラウエンの砦まで行ってしまおう。砦の友軍と連れん携けいできれば兵数的にも圧倒的に有利になる。その状態で奴らを待ち受ければ、確実に勝てる」

「あとは、こちらを率いているのが本物のバイオレッタであることを願うだけか」

　すると、第七大隊長ズボーレンも口を挟んできた。

「で、どうなのかな？　物見は何か判別のための材料を手に入れたのかな？」

「いや、その件に関しては、まだ何も報告が上がってきていない」

「影武者を使っているのなら、当然、本陣周辺は厳しく警戒しているだろうから無理もないか」

「かといって、いつまで経ってもわかりませんでした、では済まされんぞ？　将軍から大目玉を食ってしまう」

「大物見を森に入れ、敵の索敵部隊を排除して近寄らせるか？」

「それは危険だろう」

「だが、森に入られてしまうと視認できなくなる。確かめるためには接近しなくては」

「それに奴らが森の中で反転して引き返す可能性もないわけではない。第一軍の背後を衝くような形になったら不ま味ずいぞ？」

「しかし、不案内の森の中を敵に気取られずに本隊に接近するのは不可能だろう」

　などと全員で、ああでもないこうでもないと言い合っていると、やがて第五大隊長が、だったら、と手を打った。

「ちまちまと物見を送るのではなく、本隊主力で敵の背後を襲ったらどうだろう」

　第七大隊長は思わず仰のけ反ぞってしまう。

「おいおい、それは無茶だろう」

　と彼は言うが。

「いや、その手はあるな」

　と呟いて、シュテッセルが考え込んだ。

「本気です？」

「考えてもみろ。いくら地理に精せい通つうしていたところで、森の中を一千もの兵員がまとまって動けるはずがない」

「それは……まぁたしかに」

「部隊ごとに分かれて移動しているはずだから、最後尾の部隊に追いついて攻撃すれば簡単に敗走させることができるだろう」

「敵がまとまって移動できないのと同様、こちらもまとまっては動けませんが？」

「だが、敵が先行している分、足あし跡あとを追いかけるのは可能だ。数日前に雨が降ったから、まだ森の中の地面は濡れているだろう。移動の痕こん跡せきは必ず残る。こちらは森の中をうろうろする必要はないんだ」

「なるほど。足跡を追いかけていけば、不案内の森の中でも追いつけますな」

「追いつけば、簡単に蹴け散ちらすことができる」

「しかし、深追いは禁物だと思いますが」

「うむ。森の奥へ入ると見通しは利かんしな。敵が待ち伏せしている虞おそれもある」

「いったん森に入った敵の一部が森を出て、我等の背後を衝くという虞も」

「一部は森の外に残しておいたほうがいいか」

　第五大隊長のベルバルデが逸はやった顔で身を乗り出した。

「よし、では籤引きと行こうじゃないか」

「また籤引きか」

　とシュテッセルは苦笑する。

　とはいえ、森に入った部隊のほうが手柄を立てられる可能性が高いのだから、ここで無理やり部隊分けをするのも角が立つ。

　森の外に残った部隊を後しり目めに、自分のところともう一つの大隊が大手柄を立てれば、残った部隊を率いる大隊長に恨まれるかもしれない。

　自分の部隊が外に残ると言って度ど量りようを見せる手もあるが、みすみす同どう僚りようにだけ手柄を立てさせるのも気が進まない。

　結局、シュテッセルも籤引きに賛さん同どうした。

　スタッガルド将軍が籤引きによって部隊分けをしたのだから、ここで籤引きをしても問題はないという読みもある。

　結果、森を追撃するのが第五大隊、第七大隊、外に残るのがシュテッセル率いる第六大隊ということに決まった。

（やれやれ、籤運がないな、俺は）

　シュテッセルは内心で大いに舌打ちした。

　が、ベルバルデやズボーレンに恨まれるよりはいいかと思い直す。

（将軍同様、俺も気配り上手で出世してきたのだからな。今後も、それで行くさ）

　逆に第五と第七の大隊長は笑みを浮かべて自分の幸運を喜んでいた。

「よしよし。まずは騎兵を走らせ、敵がいた辺りを押さえ、歩兵が追いつき次第、森に入るとするか」

「上手くするとバイオレッタが最後尾にいるかもな」

「いや、さすがにそれはないんじゃないか」

「そうかな」

「だが、敗走する最後尾の部隊がバイオレッタのところまで我等を案内してくれるかもしれんぞ」

「おお、それはあり得るな」

「よし、行くか」

　勇いさんで馬に跨がる第五と第七の大隊長を、シュテッセルが窘たしなめる。

「おい、あまり深追いはするなよ。敵を蹴散らしたら、とりあえず戻ってこい」

（そう言うが、これは籤引きの結果だからな。今さら文句を言われても）

（俺たちが手柄を立てすぎないように、そんなことを言ってるんじゃないか？）

　第五と第七の大隊長は、シュテッセルの注意をそんなふうに邪じや推すいした。

　一方、シュテッセルはシュテッセルで、

（こいつら、自分の手柄に目が眩くらんでいるのか。兵を危険な目に遭わせて万一のことがあったら、責任を問われるのは俺なんだぞ）

　という思いがある。

　あまり勝手なことをされても困るので、

「ここは敵地だということを忘れるな。それに敵は七、八百ほどいるんだ。追いかけるおまえたちは一千。兵数に大きな差はないんだぞ」

　と釘くぎを刺しておく。

「わかってます。無茶なことはしませんて」

「何かあれば伝令を走らせますので」

　二人がそう応じたので、シュテッセルもそれ以上は追及しなかった。

　二個大隊が急いでその場から離れていくのを見送ったシュテッセルは、やはり追撃は軽けい挙きよだったかもしれないと少し後悔したが、今さらどうしようもない。

　彼も自分の大隊を進めさせるべく、副官や幕僚に指示を与えるのだった。
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　スタッガルドはコルダーオールの丘陵地帯に入ったところで全部隊を止め、敵部隊に関する報告を待っていた。

　そんな彼の下へ情報収集担当幕僚ケーゼクがやって来た。




「敵部隊、視認できたか？」

　という問いに、ケーゼクは敬礼して答える。

「は。確認できました。先行させた物見部隊からの報告によれば、敵はその数、およそ千二百。情報どおりであります」

「敵の陣形は？」

「未いまだ方ほう陣じんのままであります」

「伏兵はどうしているか？」

「丘陵地帯左手の丘の背後、この辺りに潜んでおります」

　ケーゼクが携帯用の小さな地図を指し示した。

「我がほうの物見小隊が二隊張りついておりますので、間違いありません」

「そうか。よし」

　スタッガルドは副官を呼んだ。

「リューゲンス、聞いたな？」

「は」

「第八大隊を敵伏兵の備そなえに当て、残りはかねての手筈どおり鶴かく翼よくの陣形を取らせろ。左翼が第一、第二、右翼が第三、第四、本営は中央に置く」

「は。了解であります」

　敬礼を送ったリューゲンスは、直ぐに命令を伝えるべく、伝令兵と幕僚を呼び集めた。

　伝令兵が走ると、直ぐに各所で命令の声が上がり始めた。

「陣替え、陣替え──っ！」

「鶴翼の陣形だ──っ！」

「第一大隊は左さ翼よくへ移動──っ！」

「第四は右う翼よくだ、遅れるなっ！」

　集めた小隊長に中隊長が命令を下し。

　小隊に戻った小隊長たちは、慌ただしく兵を移動させていく。




　バイデリュンヘン軍第一軍の陣替えに呼応するように、復興軍も動き出した。
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　復興軍第一軍の本陣は、主力が陣を敷いている平原のやや後方にある小高い丘の上に置かれていて、総指揮官バイオレッタと副官である闘姫士センレリゥムはそこにいる。

　彼方かなたの敵部隊を遠えん望ぼうしていたセンレリゥムがバイオレッタを振り返った。

　センレリゥムの視力は常人よりも遙はるかに優れている。

　彼女がいれば、魔術士が遠とお眼鏡めがねを用いなくても、かなり離れた場所まで視認できる。

「王ひ女め様、敵は鶴翼の陣形を取るつもりのようっすよ」

「兵力の多い側としては常じよう道どうだな」

「では、こちらも予定どおりっすね？」

　バイオレッタは、うむ、と頷いた。

「蜂ほう矢しの陣だ」

　鶴翼はその名のとおり鶴つるが羽を広げるように敵を包み込む陣構えで、兵数の多いほうが取ることが多い。

　一方、蜂矢の陣とは、自軍を縦じゆう陣じんに並べて、一直線に敵本陣めがけて突撃する場合によく取られる陣形である。

　鶴翼の陣は前後に厚くないので、突撃の勢いのまま敵の陣を突破して本陣に殺さつ到とうしようという意味で、上手く嵌はまれば、かなりの勢いで敵の大将に迫れるだろう。

　しかし、突撃が止められてしまうと左右に展開する両りよう翼よくに包み込まれてしまうので、最悪、壊かい滅めつする虞もある。

　一いつ長ちよう一いつ短たんではあった。

「だが、それでいい」

　バイオレッタは口の端はしを吊り上げる。

　乱戦になれば自ら敵と斬り合う気満々のバイオレッタは全身を覆う白銀の鎧よろい兜かぶとに身を固めているが、センレリゥムは鎧も兜も着けていない。

　体の線も露あらわな極薄の戦せん闘とう着ぎを身に着けているだけだ。

　ひときわ大柄な赤毛のセンレリゥムは男の兵たちに混じってもよく目立つ。

　その目立つ彼女が、完全武装の兵たちの中で一人だけ鎧も兜も着けていないのだから、目立つことこの上ない。












　味方からも目立つということは敵からも目立つということで、当然、狙われる危険が高くなるのだが、硬こう化か法ほうで己の肉体を強化して闘うセンレリゥムは、目立とうが狙われようが、まったくおかまいなしだ。

　センレリゥムは走力と素早さを最大限に活かして闘いたいので、戦場で突撃する場合でもこの恰好だった。

　剣で斬られても槍やりで突かれても矢を射られても平気なのだから当然かもしれないが、彼女のことをあまりよく知らない兵には奇き異いの目で見られることがある。

　が、細かいことに拘こだわらないセンレリゥムは、奇異の目で見られようが好奇の目で見られようが好こう色しよくな目で──何しろ薄くて露出の大きな戦闘服だ──見られようが、それもおかまいなしだ。

　体は斬られても突かれても平気だが、戦闘服はそうはいかない。

　斬られれば切り裂かれ、突かれれば破れるから、ときには裸に近い恰好で乱戦の最さ中なかに身を置くことになるが、そんな恰好になっても彼女は気にしなかった。

　大胆というか豪ごう胆たんというか不敵というか鈍いというか羞しゆう恥ち心しんがないというか。

　人によっては微妙な評価になるところだが、それはさておき、乱戦を大の得意とするセンレリゥムは、突撃するバイオレッタの護ご衛えい役としては適任中の適任と言えた。

「今回の場合、こちらが突撃の勢いを止められても、伏兵が敵の背後を衝くので、包囲されて殲滅という虞はない……と吾らが考えているとバイデリュンヘン軍幹部は読むだろうことは、吾が読んでいる」

　そう言って、バイオレッタは愉ゆ快かいそうに笑った。

「ははは、どうやら最初の化かし合いでは吾が勝かったようだ。あとは実際の戦場で勝利を得るのみ」




　戦いくさとは、ある意味、騙だまし合いなのである。

　どれだけこちらの狙いを実現できるか。

　どれだけ敵の狙いを外せるか。

　そこが勝敗を分ける鍵かぎなのだ。

　読み合い、騙し合いという面では、バイオレッタがスタッガルドに勝まさっていた。

　それは、この後の展開で証明されることになる。




「陣替え！　陣替えだ！」

「予定どおり蜂矢の陣で行く！」

「恐れるな。我等にはバイオレッタ様がついていらっしゃる！」

「臆おくするな！　敵に向かって遮しや二に無む二に突進せよ！　それが生き残る術すべぞ！」

「急げ急げ！」

　陣のあちこちで兵を動かす隊長たちの大きな声が上がった。

「行くぞ、センレリゥム。ついて参れ」

　白銀の鎧兜に身を包んだバイオレッタが足早に歩み出す。

「おいっす、王ひ女め様」

　センレリゥムは大柄な体格に相応ふさわしい大きな歩幅で歩き出し、バイオレッタの背中を悠ゆう然ぜんと追った。




　バイデリュンヘン軍は鶴翼の陣。

　対する復興軍は蜂矢の陣。

　別働隊の存在を読んでいるバイデリュンヘン軍。

　読まれていることを読んでいると言うバイオレッタ。

　戦機は熟じゆくした。

　雲は多いものの、上空には青空が広がっている。

　すでに日は高く昇り、気温も上がってきた。

　両軍の主力がぶつかるまで、あと少し。
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　コルダーオールの丘きゆう陵りよう地帯──。




　そこを南北に貫くツェルニ街道に陣じん取どった復ふつ興こう軍ぐん第一軍の本陣で、バイオレッタは抜き放った王家の剣を高々と掲かかげ、そして振り下ろした。

「突撃せよ！」

「突撃だ！」

　傍かたわらの闘とう姫き士しセンレリゥムを通じて命令が伝えられていく。




　ドンドンドンドン！

　ドンドンドンドン！




　短く四回、戦せん鼓こが叩かれ。

　それが何度も繰り返される。

「突撃い──っっ！」

　全軍のあちこちで絶叫が上がった。

「うおぉ──っ！」

「行け行け行け行け──っっ！」

「走れ！　食いつけ！　食い破れぇぇ！」

　蜂ほう矢しの陣の先せん端たん部ぶに位置する騎き馬ば隊たいが、続いて突とつ撃げき歩ほ兵へい部隊が動き出した。
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　コルダーオールの丘陵地帯──。




　復興軍第一軍とスタッガルド麾き下かのバイデリュンヘン軍第一軍が睨にらみ合っている中間点辺りに潜ひそんでいたバイデリュンヘン軍物もの見み部隊が復興軍の動きを察さつ知ちする。

　大きな障しよう害がい物ぶつのない丘陵地帯であるが、丘陵地である以上、多少の起き伏ふくはある。

　部隊同士の距離も開いているので、本隊からだと敵の初動を察知するのが遅れる場合がある。

　そこで両軍とも、互いの中間点辺りに物見部隊を送り、相手を見張らせていた。

　少しでもいい位置を取るために物見部隊同士の小こ競ぜり合いもあったが、今は棲すみ分けができていた。




「反乱軍が動いた！」

「敵、来ます！」

　最前で見張っていた兵士が大声を放つと、即そく座ざに小隊長が応じた。

「味方に知らせろ！」

　小隊長の命令で、手にした大きな赤い旗はたを二人の兵が猛もう烈れつな勢いで振り始める。

　狼煙のろしを上げれば遠くからでも確認できるが、事態は一刻を争う。

　それに、強風が吹いたりすると狼煙の煙が高く上がらない虞おそれもある。

　だからこうして旗を振る。

　伝える距離がそれほど遠くない場合、これがいちばん簡単で手っ取り早い方法だ。















「敵、動いたようであります！」

　バイデリュンヘン軍第一軍本営近くの小高い丘の上。

　そこに設しつらえた簡易櫓やぐらに上っている見張りの兵が大声を上げた。

「全軍か!?」

　情報担当幕ばく僚りようケーゼクが大声で訊き返す。

「は。お待ちください」

　見張りの兵は櫓の上で伸び上がり、上体を乗り出した。

「全軍がこちらへ向かって動き出しております。陣形は蜂矢の陣のまま。割とゆっくりした速度で騎馬部隊を先頭に迫ってきます！」

　ケーゼクは傍らの部下に顔を向けた。

「敵てき別べつ働どう隊たいのほうはどうか？」

「まだ報告が来ておりません」

「ということは、現状維い持じのままだな」

　ケーゼクは急いでスタッガルド将軍がいる戦せん闘とう指し揮き所じよめがけて馬を駆けさせた。




　指揮所へと駆けてきたケーゼクが、将軍に報告を入れた。

「……という状況であります」

「ならば、敵の伏ふく兵へいもすぐに動くな。第八大隊に、別働隊から目を離すな、敵が接近を図ったら確実に迎げい撃げきして進軍を阻止せよ、と伝えよ」

「了解であります。敵別働隊から目を離さず、敵が動いたら確実に迎撃し、進軍を阻止するよう、第八大隊に伝えます」

「リューゲンス！」

　将軍に呼ばれ、副官はすぐにやってきた。

「なんでありましょうか？」

「両りよう翼よくを進ませろ。左右から奴らの側面を攻撃し、突撃の勢いを削そぐ。止めてしまえば、あとは兵力の多た寡かの問題。奴らは消しよう耗もうし、押し包まれて全ぜん滅めつするのみ」

「了解しました。左右両翼に側面攻撃を命じます」

「本営は、防ぼう御ぎよ陣地でしっかりと敵の突撃を支えておくのだ。魔ま術じゆつ士し部隊も所定の位置に配して敵の突撃に備そなえさせろ」

　将軍は、なけなしの魔術士部隊をまとめて本営に置いている。

　全部で十人ばかりなので、各部隊に配置しようとしても、せいぜい一人か二人になってしまう。

　それでは効率も悪いし、魔術士の能力、特性が活かせない。

　よほど高位の者でなければ、魔術士はある程度まとめて運用したほうが、防御に使うにせよ攻撃に使うにせよ、効果的なのだ。

「それも了解であります」

（これで戦闘の勝しよう敗はいは決まったな。あとは、あの敵陣の中に反乱軍首しゆ魁かいのバイオレッタさえいれば、それで戦争の勝敗もつく）

　スタッガルドはたしかな手応えを感じてほくそ笑んだ。
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　こちらはラーニンゲンの森──。




　森に入ってきたバイデリュンヘン軍第二軍の先せん鋒ぽうに対して、復興軍第二軍に所属する赤あか騎き士しが率いる騎き馬ば隊が攻撃を開始した。

　とはいえ森の中のこと、騎き馬ば突撃ができるわけではない。

　攻撃は専もつぱら弓矢によるものだ。

　だったら、騎士団でなくてもいいようなものだが。

「よし、引け引け、引けぇっ！」

　弓矢による斉せい射しやを一度、二度と浴びせた騎馬隊は、直ただちに馬首を巡らせ、あっという間まにその場から退却していった。

　つまり騎馬隊による攻撃は、攻撃後の迅じん速そくな戦場離り脱だつが可能という理由からだ。

　バイデリュンヘン軍第二軍の第五大隊先鋒が反撃の態勢を築いたときには、敵の姿は影も形も見えなくなっていた。

「味方の被害は!?」

　と第五大隊長ベルバルデが幕僚に確認した。

「死者が一名、負ふ傷しよう者しやは十名足らずで、いずれも軽傷であります」

「被害はごく軽けい微びか。ならば問題ない。追いかけよう」

　ベルバルデがそう言うと、副官も頷いた。

「今のは先行する本隊がこちらとの距離を稼かせぐための足止め攻撃ですね」

「そうだな。まずは大物見の騎馬隊を走らせよう。五、六十もいれば、中隊規模の攻撃があっても問題はない。いま逃げた騎馬隊が真新しい足あし跡あとを残してくれていったから、あれを追っていけばいい」

　副官は即座に大隊長の命令を伝令兵に伝えた。

　バイデリュンヘン軍第二軍第五大隊は、逃走した敵の騎馬部隊を追って森の中を進み始め、続いて第七大隊も森に入ってきた。
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　樹じゆ上じようの枝にしゃがんでラーニンゲンの森の中を通過していくバイデリュンヘン軍部隊を見下ろしていたカオルゥは、ゆっくりと立ち上がった。

　木の幹から横に張り出した枝の高さは地上から優に五ヤルド（約十三メートル）以上あるし、枝もそれほど太いわけではない。

　なのにカオルゥは手を幹みきに添えて体を支えるわけでもなく、見事に釣つり合いを取り、二本の足だけで真っ直ぐ立っている。

　恐るべき身の軽さ、素晴らしい平へい衡こう感かん覚かくである。

　そして。

　彼女は跳んだ。

　足下の枝を蹴って、隣の木の枝まで飛び、何気に着地……というか着枝した。

　高さが五ヤルド以上もある空中を飛んで、三ヤルドほど離れた木の枝に立ったのだ。

　もはや身が軽いとか優れた平衡感覚だとかいう水すい準じゆんではない。

　カオルゥは続けざまに、ひょい、ひょいと枝を飛び伝って移動していく。

　枝と枝の距離が合わない場合は、するすると木を登り、あるいは木を下りて、適当な枝を見つけて飛んでいく。












　彼女はつねに眼がん下かに敵部隊を見下ろしながら森の中の高所を高速移動していった。

　その動きは、もはや人間ではなく猿ましらか何かのようだ。

（敵は逃げた赤騎士さんの騎馬隊を忠ちゆう実じつに追いかけてくれている。森の中だから騎馬の速度も思うように上がらない。こちらの想定どおりの展開になっている。では、味方に知らせますか）

　カオルゥは飛ぶ距離を広げた。

　地上から五、六ヤルドの空中で、五、六ヤルドほど離れた枝まで一気に飛び移る。

　移動速度はさらに上がり、カオルゥは森の中を走る敵の騎馬隊を置き去りにした。
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「赤騎士隊、じきに通過します〜」

　ラーニンゲンの森に生息する猿さる（本物）から情報を伝えられていた獣じゆう姫き士しサンドリヨンスが、赤騎士率いる騎馬隊の接近をアイオリスに告げた。

「よし、予定どおりだ。これでこちらの敵が第一軍がいる戦場へ駆けつけるのは阻止できたな」

　敵は確実に食いついている。

　今から取って返し、本物のバイオレッタが率いる第一軍と敵の主力が衝しよう突とつするときに援軍として参戦するのは不可能になった。

　もう無理にバイオレッタの真似をする必要もない。

　ということで、アイオリスは普段の自分に戻って指揮をしているが、バイオレッタの真似が板についてきているのとスナイデルッラの魔術がまだ利きいているのとで、味方の兵の目には、未だにバイオレッタが乗り移っているかの如ごとく映っていることだろう。

「あとは、こちらの被害を最小限に抑えつつ敵に打撃を与えられるかどうかだが。まぁやるしかない」

　アイオリスは周りを見回し、右手を挙げた。

「弓構え」

　森の木々のあいだに身を潜ひそめた復興軍兵士が一斉に弓を構えた。

　騎馬の足音が響いてきた。

　アイオリスとサンドリヨンスも森の小径から外れ、木々のあいだに身を隠す。

　味方の兵の目の前を、赤騎士率いる騎馬部隊が駆け抜けていった。

（さて、敵はちゃんと追いかけてきてくれているか）

　木々のあいだからアイオリスが後方を見やった直後、樹上の枝えだ葉はが揺れ、何かが落ちてきた。

「サンドリヨンス、猿さるが……」

　と言いかけて、アイオリスは気がついた。

「なんだ、カオルゥか」

「猿と間違われた……」

　見事な着地を決めて地上に降り立ったカオルゥが、がっくりとうなだれ、悄しよう然ぜんと肩を落としている。

「あ、いややや、ちょうどサンドリヨンスが猿からの報告を受けた直後だったのでな、ちょっと間違えただけだ、気にするな」

「いいんですが」

　少し恨うらめしそうな顔でカオルゥはアイオリスを見やった。

「で、敵の動きは？」

　と訊くアイオリスの口調は、もうバイオレッタのものではない。

　カオルゥは小さく頷いて、いつもアイオリスに応えているような態度で応えた。

「予定どおり。赤騎士隊を追いかけてすぐにここへやってくる」

「そうか。すべて予定どおりだな。よし、綱つな引ひけ！」

　アイオリスの合図で、道の片側の木の幹に結んであった綱を兵が強く引き、地面から少し浮いた状態で綱のもう一方を道の反対側に生えている木の幹に縛りつけた。

　これで、走ってきた馬は綱に足を取られ転倒するだろう。

　先頭の馬が転倒すれば、それを避けようとして後続の馬は速度を緩ゆるめざるを得ない。

　そこを弓矢で狙うというのが、ここに用意した攻撃法だ。

　そして敵が混乱したら、味方はさっさと逃げる。

　それが第二軍の基本的な戦い方である。




　アイオリス、サンドリヨンス、カオルゥの三人は木陰にじっと身を潜め、息を詰めてそのときを待った。
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　そしてコルダーオールの丘陵地帯──。




　蜂矢の陣の先頭を走る復興軍第一軍の騎兵は、最初、並足程度の速力しか出していなかった。

　最初から全力で駆けると、後続の歩兵部隊との距離が空いてしまうからだ。

　だが、両陣営の中間点に近づく頃から少し速度を上げ始めた。




　　　　　７




　それを見て、バイデリュンヘン軍第一軍両翼を担う大隊の隊長も麾下の部隊に突撃を命じた。

「敵の側面は備えが弱い。突っ込め！　食い破れ！」

　と第一大隊長が叫び。

「対面の第一、第二大隊と挟み込んで敵を分断するのだ！」

　第三大隊長が軍ぐん刀とうを振った。

　両翼の部隊が騎馬を先頭に駆け出した。




　　　　　８




　敵両翼の進しん撃げきにかまわず、蜂矢の陣の先頭を駆ける復興軍騎馬隊は突き進む。

　そして中間点を通過したところで、騎馬隊の隊長が突とつ撃げき盾たてを掲かかげ、馬上で叫んだ。

「全速突撃に移る！　遅れるな！」

　この先、弓矢の射しや程ていに入る。

　そこはできる限り速く駆け抜け、敵陣へ突入しなくてはならない。

　ここで全速力に移行するのは当然のことである。

　騎馬だけでなく、歩兵も盾を掲げ、走る速度を上げた。




　縦じゆう陣じんの復興軍部隊は、まさに放たれた一本の矢のように一直線に敵の本陣をめがけて駆け寄っていく。

　敵本陣前面に展開する部隊の兵が簡かん易い陣地の向こうで弓を構え。

　バイデリュンヘン軍左右の両翼は復興軍側面に迫りつつあった。




　　　　　９




　復興軍第一軍がまさに突撃を始めようとしていた頃、復興軍の別べつ働どう隊たいを見張る役目を負ったバイデリュンヘン軍第八大隊は、本陣からやや離れた低地にいた。

　復興軍別働隊も丘と丘のあいだの低地にひっそりと待たい機きしている。

　ここからだと、途中、幾つかの丘の連なりがあって戦場方面は視し認にんできない。




「敵別働隊の動きは!?」

　という第八大隊長ドナゥベルの問いに、先頭にいた見張りの兵が大声で答えてきた。

「動きはありません！」

「どうします？　こちらから攻撃を仕掛けますか？」

　と副官が訊くと、ドナゥベルは瞬時、迷う素振りを見せた。

「そうだな。いや」

　が、すぐに首を振った。

「どうも変だ。奴ら、こちらの存在を把握しているようなのに何も動きを見せないのがおかしい。すでに主力は開戦している頃合いだろう。奴らとしては、一刻も早く戦場へ向かわねばならんのに。何かあるのかもしれん」

「では、現状維持でよろしいですか？」

「うむ。我等の作戦目標は敵別働隊の参戦を阻止することだ。こうして睨み合っているだけでその役目は果たせるのだから、軽けい挙きよは慎つつしむべきだな。将軍からも、敵てき伏ふく兵へいの進軍を阻止せよとは言われているが、動かない敵を攻撃しろとまでは言われておらん」

「了解であります」

　ドナゥベルは現状維持の命令を下した。
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「敵に動きはありますか？」

　復興軍別働隊を指揮するコルネリアゥスが副官に訊いた。

「今のところ、動きはないようです」

「そう。困りましたね。これでは動くに動けません」

　コルネリアゥスがそう言うと、副官はにやりと笑みを浮かべる。

「まさに。敵主力の背後を衝きたいのに、あそこの敵と睨み合っているおかげでここを動けず。かといって、あそこの敵を打ち破るほどの兵力もない」

「その辺、わかり易やすく見せてあげましょう。あぁそれと。もし敵が攻撃してくる気配が見えたら、即座に退たい陣じんします。油断をしないで」

「了解であります」

　副官を通じて、各部隊長に指令が伝えられた。

　本陣と各部隊を行き来する伝令が目に見えて増えたが、部隊そのものは新たな動きを見せることなく、その場に留まり続けた。




　本隊主力が激突しようとしているまさにこのとき、双方の別働隊は奇妙な睨み合いを続けていた。
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「まだですか!?」

「まだだ！」

「まだですかっ!?」

「もう少し引きつけるんだ！」

　バイデリュンヘン軍第だい一いち軍ぐん本営の前方に陣取る第二大隊、第三大隊所属の中隊では、先ほどから同じようなやりとりが弓兵と中隊長のあいだで繰り返されている。

　無理もない。

　騎馬突撃は歩兵にとって恐ろしいものだ。

　体重が八十スタゥン（一スタゥン＝約六・三キログラム）ほどもある大きな馬が全速力で駆けてくるのだ。

　現代人の感覚でいえば、荷物を満まん載さいした大型トラックが猛スピードで突っ込んでくるのを待ち受けるようなもので、たとえ防御陣地にいたとしても恐い。

　そして、ここが鶴翼の陣の要かなめに当たるから、敵の騎馬はここを目指して一直線に突撃してくる。

　だから兵たちは一刻も早く弓矢を撃ちたくなる。

　しかし、射程の外からでは、いくら撃っても矢は届かない。

　矢玉を無む駄だ遣づかいするだけだ。

　中隊長にはそれがわかっているから、必死に兵を押し留めている。

（だが、そろそろ限界か）

　我慢しきれなくなった兵が一人でも出たら。

　そしてその兵が何かおかしな真似をすれば。

　怖おじ気が他の兵に感う染つりかねない。

　部隊に混乱が生じかねない。

　たとえ届かなくても、一発、撃たせてやる。

　それで兵の恐怖心は多少なりとも紛まぎれる。

　中隊長は経験則そくでそれを知っている。

（それに、矢の落ちた場所で敵との距離を測れるしな）

　味方の矢が地面に刺さった場所を敵の騎兵が通り過ぎれば、つまりは次の矢が届くということだ。

　距離が上う手まく把握できれば、狙いはより正確になる。

　中隊長は腰の軍刀を抜ばつ刀とうし、高々と掲げた。

「目標は先頭の騎馬。一射、撃てえぇぇ！」

　中隊長が軍刀を振り下ろすと。

「うおぉぉぉ！」

　あちこちから吠えるような声が応じ。

　空気を切り裂いて、数十本の矢が飛んでいった。
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　やはり矢は騎馬隊までは届かなかった。

　先頭の騎馬のかなり手前で落ち、地面に刺さった。

（それでも、おおよその距離は摑つかめた。先頭の騎馬が射程に入るまで、あと五つか六つ数える間まだ）

「二射め、用意！」

　そして中隊長は数を数え始める。

（五つ、四つ、三つ、二つ、よぉし）

「二射、撃てえぇぇぇ！」

　中隊長が新たな斉射を命じ。

　またもや数十本の矢が風切り音を響かせて飛んでいった。

（矢や避よけの盾を構えていても、何頭かは脱落するはず。これを繰り返せば、目前に迫られるあいだに相当数の騎馬を削けずれるだろ……え？）

　藪やぶ睨にらみのように、飛んでいく矢と駆け寄ってくる騎馬を見つめていた中隊長は、思わず口をあんぐりと開けた。

（え？　なに？　どういう……）

　蜂矢の陣の先頭を走る騎馬は弓の射程に入る直前でいきなり二手に分かれ、急激かつ急角度での方向転換をしている。

　そして突撃の勢いを緩めないまま、迫り来る左翼の第二大隊と右翼の第三大隊へ向かって、緩ゆるやかな斜面を駆け上がっていくではないか。

「な？　な？　いったいどういうつもりだ!?」

　中隊長の思し考こうは事態の急変についていけず、左右に逸それていく敵部隊を呆ぼう然ぜんと見やっていた。

　事態の急変についていけなかったのは彼だけではない。

　兵たちも弓に矢を番つがえたまま、呆あつ気けに取られた顔で前方を見やっている。

　予想もしなかった敵の戦術変更に思考が追いつかない。

　敵の行動をどう判断すればいいのか。

　味方はどう対応すればいいのか。

　兵も。

　中隊長も。

　大隊長ですらも。

　何が起きているのか理解できず、身動きを止めてしまった。
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　丘の高みに位置するバイデリュンヘン軍第二大隊の眼がん前ぜんを敵が通過しようとしている。

　第二大隊から見て、敵は左から右へと突撃していく形だ。

　そこへ攻撃命令が出た。

　大隊長ムスタグは直ただちに部隊を前進させる。

　その際、左に位置する部隊を速く進めて、横おう隊たいとなって敵の側面を衝つこうとした。

　敵は横一線。

　一方、自部隊は斜めになっているから、そのまま進めば敵との接触に時間差ができてしまう。

　そこで全部隊が同時に接触できるように横隊へ陣替えしたわけだ。

　当然といえば当然の措そ置ちではあった。

　ところが。

「敵がこちらへ向かってくるぅぅ!?」

　横隊の右側で先頭を走っていた兵士から絶ぜつ叫きようが上がった。

　蜂矢の陣形で左から右へと突撃していた敵部隊は、弓の射程に入る直前で突然に進行方向を変え、二手に分かれて左さ翼よくの第二大隊と右う翼よくの第三大隊に向かってきた。

　敵の横っ腹ぱらを衝くつもりで前進していた第二大隊前列の兵たちは、敵の騎馬が真っ直ぐに自分たちのほうへ向かって突進してくるのを見て動どう揺ようした。

　自然、兵は小隊長に目を向けるが。

　こんな事態の急変に小隊長では対応ができない。

　小隊長は小隊長で、どうすればいいのかと中隊長の姿を探す。

　だが、中隊長とて咄とつ嗟さに判断は下せない。

　向かってくる敵を陣形を崩してまで迎げい撃げきするべきなのか。

　それとも陣形は保持したまま命令を待つべきなのか。

　足を止めるわけにはいかないので部隊は相変わらず前進を続けてはいるのだが、そうなると──何しろ相手の先鋒は騎馬突撃してくる──彼ひ我がの距離はみるみる詰まってしまう。

（いったいどうすればいいんだ!?）

　という空気が部隊に充満し。

　同時に、このまま騎馬突撃をまともに受けたくないという弱気の虫が湧わいてきて。

　左翼第二大隊の戦意は著いちじるしく削がれた。

　異変はすぐにムスタグの知るところとなる。

「大隊長、あれは!?」

　本陣にいる幕僚たちも、眼前で展開される予想外の事態に目を見開いている。

（なんだ？　どういうことだ!?　まさか奴ら、最初から我らを狙っていたのか!?　いや、そんな馬鹿なことはない。ならば、どうしてこちらに向かってくる……）

　虚きよを衝かれたムスタグが、敵の狙いや行動の理由を考えてしまった分、大隊の対応に遅れが出た。

（いや、今はそんなことを考えている場合ではない！）

　彼が我に返ったときには、すでに敵の先鋒は自部隊の目の前まで迫っていた。

（いかん。このままでは不ま味ずい）

「敵正面はその場で迎撃！　左右の部隊は急ぎ前進して敵の側面を衝け！」

　大隊長の命令で、幕僚たちも我に返る。

「は。敵正面の部隊は現状で迎撃。左右の部隊は前進させ敵の側面を攻撃させます」

「本営正面の守備を担当している中隊はどうしますか!?」

「そこは動かせん。動いたら本営正面が空いてしまう。待たい機きだと伝えろ」

　ここでスタッガルドと第二大隊長の命令に食い違いが出た。

　この僅わずかな齟そ齬ごが多少なりとも戦闘経過に影響したのかもしれない。

　ともあれ、命令を受けた副官は大急ぎで伝令兵を呼び、命令を伝えて送り出した。

　だが、そのときにはすでに敵の先頭を走る騎馬隊が自部隊に飛び込んでいた。

　横隊になっているので陣形に厚みはない。

　最初の衝突のときに敵の勢いに押され、第二大隊は完全に受け身に回る格好となってしまう。

　それは右翼第三大隊でも同じで、両翼の行き足は鈍にぶり、適切な対応が取れないでいるあいだに敵に飛び込まれ、部隊全体が浮き足立ってしまった。
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「将軍、敵が！」

　突撃してきた敵の先鋒が突然、進行方向を変えて左右両翼の部隊に向かい始めたのを視認した副官リューゲンスは、悲鳴のような声を上げた。

　スタッガルドも、本営指揮所に建てた望楼から突撃してくる敵部隊を遠えん望ぼうしていたので、その動きはすぐに把握した。

（どういうことだ？　奴ら、本陣に突入するつもりではなかったのか？　では、なんのための伏ふく兵へいだ。主力の突撃に合わせて伏兵に我らの背後を衝かせるつもりだから、兵力的に劣っていても正面衝突を選んだのだろう？　いや……伏兵がこちらに押さえられていて動けないことを察知したための予定変更か？　だとしたら）

　スタッガルドは自らを落ち着けるように大きく息を吸った。

（現状をもう一度、把握、分ぶん析せきしよう）




　敵は本営への突撃を止やめ、両翼の部隊へと向かった。

　理由は不明。

　その行動が予定どおりなのか予定変更なのかも不明。

　騎馬隊だけでなく、後続の歩兵部隊も方向を変え、騎馬隊に続いている。

　つまり、本営への脅きよう威いは完全に消えたことになる。




（だとしたら好こう機きではないか？）




　左右両翼の部隊は、それぞれ二に個こ大だい隊たい一千。

　だが、第二大隊と第三大隊は中央への守備に各二個中隊を回しているから実質的には三百ほどだ。

　敵は二手に分かれたから、各々が六百ほど。

　兵力の単純比較は八百対六百で、一・三対一とほぼ互角に近い数字である。

　おまけに両翼は横に伸びているから厚みがない。

　そして敵は一いつ点てん突とつ破ぱを狙っている。

　狙われた第二と第三大隊は兵数が三百で、第一と第四大隊は離れた場所に陣を敷いていたから、最初の衝突には間に合わない。

　あの勢いのまま騎馬隊に突入されたら、確実に何割かには突破されるだろう。

　だが、歩兵には騎馬のような速度は出せないから、騎馬ほどの突破力はない。

　歩兵を押し包んで壊滅させれば、騎兵の何割かを逃したとしても、味方の大勝利だ。

　とはいえ、両翼の部隊だけで押し包もうとしても兵力不足だ。

　翼の先端にいる第一大隊や第四大隊が駆けつけるあいだに、突破した敵騎馬隊が反転してきて背後を襲ってくるかもしれず、そうなると混こん戦せんになる。

　混戦になれば、最終的には兵数の多た寡かが物を言いそうだが、それではバイオレッタに逃げられる虞おそれがある。

　勝利のためにはバイオレッタの捕ほ縛ばくが、最低でも討ち取ることが必要だ。

　逃がしたら、たとえ戦闘で勝利したとしても、胸を張ってリーザに報告ができない。

　だから完全に包囲してしまいたい。

　それを間に合わせるためには？

　本営の兵が駆けつければいい。

　翼の先端にいる部隊より、本営とその前面にいる部隊のほうが遙はるかに敵に近い。

　本営五百のうち四百を投入すれば。

　そして本営前面の守備を担当している第二大隊と第三大隊の部隊も同時に突っ込ませれば。

　今度はその新手が敵の側面を突く形になる。

　距離的にも時間的にも充分に間に合うだろう。

　敵の突破は止とめられる。

　止まれば、第一大隊と第四大隊が駆けつけるのが間に合う。

　結果、敵の中核を包ほう囲い殲かい滅めつできる。




　そこまでをスタッガルドは素早く計算した。

　事態の急変にいち早く冷静に対応したのは見事で、さすがに一軍を率いる将軍だけのことはある。

（問題は敵別働隊の動きだが）

「ケーゼク！」

　将軍は命令を伝え終えたケーゼクを大声で呼んだ。

　ケーゼクは小走りに駆け戻ってきた。

「敵別働隊に関して、何か情報は？」

「は。つい今し方の報告によれば、我が第八大隊は敵の伏兵と睨み合っているところであります」

「こちらの第八大隊に気づいたのか？」

「そのようであります」

「なのに動かないと？」

「は。双方とも動くに動けない状況のようであります」

（なるほど。すぐに戦場へ向かいたいものの、向かえば第八大隊に背後を襲われ大だい損そん害がいを出す。かといって、第八大隊を蹴散らしてから戦場へ向かうには兵力が足りない。敵別働隊は第八大隊と同数なのだからな。その場から移動もできず攻撃もできず、どうにも身動きが取れなくなっていると）

　将軍は決断を下した。

　彼のこの決断にリーザの存在──言葉を換えればリーザからの圧力──が影響を与えていたのは確実だが、それがどの程度のものだったかは誰にもわからない。

「リューゲンス」

　自分を呼ぶ将軍の冷静な声に、少しばかり浮き足立っていた副官も、いつもの落ち着きを取り戻した。

「は」

「本営の兵を二手に分けて参戦させる。二百ずつを左右両翼の支し援えんに向かわせろ。魔術士部隊も出せ。両隊に五名ずつを付け、突破を図はかる敵の側面を攻撃させるのだ。同時に本営前面にいる第二大隊と第三大隊の部隊にも陣地から出て敵を攻撃するように伝えろ。騎馬の何割かは逃がしてもかまわん。だが、歩兵部隊と後続の騎馬部隊は確実に包囲、殲滅させるのだ。たとえバイオレッタ本人でなくとも、六ろく姫き士しの一人がそこにいるのは間違いないのだからな。本営の残り百は我らと共にこの場に待機」












　副官は、びし、と姿勢を正して敬礼を送り、復ふく唱しようした。

「本営の兵力を二手に分けます。兵二百と魔術士各五をそれぞれ左右両翼の増ぞう援えんとし、敵側面を攻撃させます。本営前面にいる第二、第三大隊の守しゆ備び担たん当とう部隊にも、陣を出て攻撃させます。騎馬の何割かを逃したとしても歩兵部隊と後続の騎馬部隊は確実に包囲、殲滅いたします。本営の残り百は我々と共にこの場に待機いたします」

「よし、急がせろ。敵を逃がすな」

「は」

　回れ右をした副官が、他の幕僚や伝令兵を集めて将軍の命令を伝えているのを横目に、将軍は改めて前方を見やった。

　方向を変えた敵の先鋒騎馬部隊と味方の両翼──第二大隊と第三大隊──のあいだの距離がみるみる詰まっているのが遠望できる。

　両隊は突撃していく敵部隊の側面を衝くつもりだったから、騎馬突撃への備えはできていない。

　最初の衝突で多少は混乱するだろう。

　死傷者も出るだろう。

　だが、何割かの騎兵を討ち漏らしたとしても、戦局自体に影響を与えることはないとスタッガルドは思っている。

　後続の主力さえ止めてしまえば、送った味方の新手が側面を襲うことになる。

　縦陣になっている敵部隊は、どちらも六百ずつ。

　新手の側面攻撃を跳ね返せるはずがない。

　勢いは鈍り、突破は食い止められるだろう。

　そこへ第一大隊と第四大隊が殺さつ到とうしてくるのだ。

　敵が用意した別働隊の参戦も阻止した。

　包囲してしまえば、敵に逃れる術すべはない。

　そして、左右どちらかの部隊には敵の本陣があるはずだ。

　つまりバイオレッタがいるということである。

　将軍は、こちらのバイオレッタが影かげ武む者しやでないことを強く願った。
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　本営正面の守備に二個中隊を回しているため、左翼にいる第二大隊の兵数は三百。

　しかも陣に厚みがない。

　一方、突撃してきた復興軍は六百。

　ここでの局面に限れば、兵数が逆転している。

　おまけに敵の先頭は突破力のある騎馬隊だ。

　それ以上に、相手の攻撃が予想外だったため、対応が遅れたのが痛い。

　まともに騎馬突撃を食らってしまった戦闘正面は打撃を受け、人的被害が出た。

　すでに先鋒の騎馬部隊は横隊を突破し、背後へと抜け出ている。

　このまま綻ほころびを衝かれて後続にまで突破を許せば包囲するどころではない。

　万一、突破した敵の騎兵に背後を衝かれでもしたら洒落しやれにならない事態になる。

「大隊本陣の兵も送れ！　破られた場所を埋うめるのだ！　後続の歩兵の突破まで許してはならん！」

　大隊長ムスタグが必死の形ぎよう相そうで新たな命令を出すと、それを伝えるために幕僚や伝令兵が駆けていった。

「増援を出せ！」

「陣形の穴を塞ふさげ！」

「左右の部隊をもっと前に出すのだ！」

　あちこちで怒号のような命令が飛び交い、兵の絶叫、喊かん声せいが響いている。

（くそ。本営は何をやってる!?　こちらの状況は見えているだろうに！）

　険けわしい目つきで本営の陣地を見やった第二大隊長の顔が輝いた。

　こちらへ向かって移動を始めた友ゆう軍ぐんの新手が目に入ったのだ。

　本営正面に配してあった第二大隊の二個中隊も動き出している。

（助かった。これで敵を押し返せる）

　ムスタグは密かに安あん堵どの息を吐はいた。




　異変が起きたのはその直後だった。
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　地鳴りのような腹に響く音がどこからか聞こえてきて。

　やがて足下の地面が振動を始めた。

「な……なんだ、これは!?」

「地震か!?」

　だが、揺れているのは特定の場所のみだ。

　ならば、これは地震ではない。

　もっとも、揺れる地面に立っている者には自分たちの足下だけが揺れていることなどわからないから、地震を疑ったのも無理はない。

　その場所は。

　バイデリュンヘン軍本営の前方、ちょうど増援部隊が両翼の支援に向かおうと移動している辺りが揺れの中心だった。

「おい、揺れが激しくなって……」

「止まれ止まれ！　このままだと転こけるぞ！」

　敵に向かって走っていた増援部隊は、思わず進軍速度を緩めた。




　どおん！




　凄まじい大音響と共に大地が震えた。

　両翼で戦っている敵味方の兵も剣を振るう手を止め、思わず振り返るほどだった。

　もうもうとした土つち煙けむりが上がっている。

　増援部隊の姿は土煙に邪魔されて視認できなくなった。

「な……な……いったい何が!?」

　敵も味方も呆然と土煙が上がった場所を見やっていたが。

　立ち直るのは復興軍のほうが早かった。

　それもそのはず、隊長たちは予あらかじめこのことを教えられていたからだ。

　そして右手へ向かった部隊にはバイオレッタがいる。

　彼女はあらん限りの声を上げ、味方の兵を叱しつ咤た激げき励れいした。

「あれは味方の攻撃だ！　この隙すきに敵陣を突破する！　敵にかまうな！　ひたすら駆け抜けるのだ！　兵ものども、吾われに続け！」

　バイオレッタは重装鎧に身を包み、面当ても下ろしていたから、それが彼女だと気づいた敵兵はいなかった。

　だが、戦闘が終わってから考えてみると、馬上で兵を叱咤する勇ゆう猛もう果か敢かんな女性指揮官となれば、総大将のバイオレッタか、少なくとも六姫士の中うちの誰かだった可能性が高いことにバイデリュンヘン軍の将兵は思い至った。

　けれど、もうあとの祭り。

　逃がした魚は大きいと言うが、そのときは混乱し、何が起きているのかもわからないまま右う往おう左さ往おうしていたのだから、気づけというほうが無理だったのだ。




　呆然とその場に立ち尽くしているバイデリュンヘン軍の兵士を後しり目めに、復興軍部隊は突進を再開した。

　攻撃の手を止とめてしまった第二大隊と第三大隊は、的確な対応が取れないまま復興軍部隊の突破を許してしまう。

　二手に分かれた復興軍第一軍は一気に戦場を駆け抜け、敵の背後に抜け出した。
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　本営は巨大な地震に襲われたような激しい揺れに晒さらされ、構築してあった簡易陣地は至る所で崩ほう壊かいしている。

　いったい何が起きたのか。

　送り出した味方の兵はどうしたのか。

　両翼と敵の戦闘はどうなっているのか。

　本営のすぐ先を覆い尽くす土煙に遮さえぎられ、状況はまったくわからなくなった。

　それどころか、上がった土煙が本営のほうまで漂ただよってきて、辺りは霧きりに巻かれたときのように見通しが悪くなっている。

　スタッガルド将軍は目を細め、鼻と口を手で覆い、罵ののしり声を上げた。

「くそ、どうなっている!?　何が起きたのだ!?」

　状況の把握ができない現状に苛いら立だった将軍がその場を動こうとするのを、幕僚たちが必死に押し留めた。

「危険です、将軍！」

「ここから動かないでください！」

「すぐに物見を出します！」

「早くしろ！」

　将軍に怒鳴られて、ケーゼクは慌てて部下の下へ走り寄ろうとした。

　そのとき。

「なんだ、この臭いは？」

　何やら焦きな臭くさい臭いがして足を止める。

「どうした？　何か燃えているのか？」

　だが、兵からの返事がない。

「おい、誰かいないのか!?」

　ケーゼクが薄はく暮ぼのように薄暗くなっている本営を進んでいくと、味方の兵がそこここに倒れているのが目に入ってきた。

「なっっっ!?」

　慌てて駆け寄ったケーゼクは、倒れている兵の傍らに片かた膝ひざを落として覗のぞき込む。

「おい、どうした!?　しっかりしろ！」

　体を揺すっても返事がない。

　息はしているが、完全に気を失っている。

「いったい何が……」

　立ち上がろうとしたケーゼクだが、思わずよろけ、ふらついた。

「こ……これは……？」

　土煙に紛まぎれて気づかなかったが、どうやら何かの薬を撒まかれたようだ。

　薬を撒かれたということは、何者かが本営まで潜せん入にゆうしてきたということで。

　この場合、何者かとは敵に決まっている。

　本営正面の守備を担当していた第二大隊と第三大隊の都合四個中隊は、増援として送り出してしまった。

　敵は手薄になった正面を易やす々やすと突破し、土煙に紛れて陣地に接近、本営へと潜入してきたのだ。

「しま……った……」

　薄れゆく意識の中、必死に自分を叱しつ咤たしたケーゼクが周りを見回すと、土煙を通して、自分たちが揺れる赤い炎に囲まれているのがわかった。

「火攻め……」

（不ま味ずい！　このままでは脱出路がなくなる。早く知らせに戻らなければ）

　と思ったものの、体は動かなかった。

（く……そ。敵の狙いは……これだったの……か……）

　薄れ行く意識の中でケーゼクは、燃える炎の向こうで何者かが蠢うごめくのを見た。

　しかし、それを確かめることなく、彼はその場に倒れ込んだ。
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　土煙が収まりかけている。

　それでようやく、両翼の兵士たちにも何が起きたのかがわかってきた。

　本営前方の地面が陥かん没ぼつしていた。

　地下の坑こう道どうが崩落して地面が大きく陥没したときと同様の状況が現出している。

　呆然としていた兵たちは、今度は愕がく然ぜんとした。

　目を凝こらして見入っていた兵たちは、目を見開いて慄おののいた。

　消えた地面の上にいた増援部隊は、地面と共に消えていた。

「ま……まさかあれは……」

　兵たちは一つの恐ろしい可能性に思い至った。

「敵の……罠？」

「……魔術攻撃？」

　そのとき、彼らの背後で鬨ときの声が上がった。

　兵たちがハッとして振り返ると、そこには隊列を組んで今にも突撃してきそうな敵の部隊がいた。

「さっき突破していった敵だ！」

「逃げるのではなく、こちらを攻撃するために部隊をまとめて引き返してきた!?」

　兵や幕僚が恐きよう慌こう状態に陥る。

「いかん、いま襲われたら」

　第二大隊長と第三大隊長は慌てて陣形を整えようとしたのだが、味方の兵のある者は抉えぐれた地面を見たまま、別のある者は現れた敵部隊を見たまま、糸の切れた人形のように動こうとしない。

　そのとき、出現した敵部隊で大音声が響いた。

「見よ、仕掛けは成功した！　敵の増援部隊は壊滅したのだ！　今が好機ぞ！　兵ものども、前進！」

　バイオレッタの声だ。

　だが、それを復興軍首将の声だと理解した者はそう多くない。

　兵たちにとっては声の主が誰かということより、現れた敵の部隊が自分たちを攻撃してくるのではないかということのほうがより重大事だった。

　横隊になった敵部隊がゆっくり前進を始めると、バイデリュンヘン軍の兵士は、もう堪こらえきれなかった。

　隊長の命令を待つことなく、我先にとその場からの逃走を開始する。

　小隊長や中隊長は必死になって兵を押し留めようとするが、いったん走り始めた兵は生なま半はん可かなことでは止まらない。

　兵に突き飛ばされたり体当たりされたりして転倒する小隊長が続出し。

　やがては小隊長たちも兵に続いて走り始めてしまう。

　もはや中隊長であろうと大隊長であろうと、止めることは能あたわない。

　バイデリュンヘン軍第一軍の左右両翼を構成していた第二大隊と第三大隊は、ほとんど戦うことなく潰かい走そうを始めたのだった。




　そうなると、戦場に駆けつけようとしていた第一大隊と第四大隊までもが足を止めてしまう。

　復興軍を包囲し、押し包んで討ち取るというスタッガルド将軍の目もく論ろ見みは完全に空を切ってしまったのだった。
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　スタッガルド以下、本営にいた幕僚や兵たちは、結局、何が起きたかわからないままだった。

　土煙はだいぶ薄れてきたが、半数近い兵が薬で眠ってしまったし、残った兵や幕僚も、いつの間にか周囲を燃えさかる炎の壁に取り囲まれていて、その先を見通すことはできなかったのだ。

　炎の高さは数ヤルドに達し、熱風が吹き出して近づくことすらままならない。

　消火のための汲くみ置きの水の用意などあるはずもなく、近くに水場もない。

　本陣の幕僚も兵も、じりじりと迫ってくる炎の壁に為す術はなく、狼狽うろたえ、その場を走り回り、呪いの言葉を吐はくだけだった。

「まさか……まさか、敵は最初からこれを狙っていたというのか？　そして、この向こうではいったい何が起きている？」

　絶望的な状況下でスタッガルドは必死になって打開策を考えたが、いくら考えても、どれほど考えても、打開策など出てこない。

　このままここにいては焼け死ぬだけだ。

　とにもかくにも炎の壁を突破して外へ逃れるしか手はない。

　あの炎の壁がどれほどの厚みを持っているのかはわからないが、十ヤルドにも亘わたって燃えているはずがない。

　全力で駆け抜ければ突破できないことはない。

　スタッガルドはそう結論づけた。

「ならば走り抜けるまでよ」

　彼は持ち上げた水すい筒とうの蓋ふたを外し、逆さにして中の水を体に振りかける。

「しょ、将軍？」

「貴様らも早くしろ！　水で服を濡らして炎の中を駆け抜けるぞ！　喉のどを痛めないよう、駆け抜けるときは息を止めろ」

　幕僚たちは我に返り、慌てて水筒を取り上げたり、水の入った瓶びんに駆け寄ったりした。

「ここで焼け死にたくない者は我に続け！」

　そう叫んだスタッガルドは、炎の壁に向かって全力で走った。

　しかし。

　彼が壁に突入する前に、炎が膨ふくれ上がった。

　炎の壁の直前で、彼の体は吹き出た炎に包まれ。

「ぎゃあぁぁあ〜〜〜〜っっ」

　火だるまになったスタッガルドは、狂ったように手足を動かし、その場に倒れ込むと、勢いよく地面を転がった。

　しかし彼を焼く炎はまったく弱まることなく。

　それどころか、いっそう激しく燃え。

　やがて火に包まれた彼の体は身動きを止め、地面に倒れたまま燃え続けた。

　やがて彼の体を包んだ炎は消え、消し炭のようになった彼の姿が覗いた。

「しょ……将軍……」

　悪夢のようなその光景に、残された幕僚や兵たちは思わず顔を背そむけるか呆然と見やっているかのどちらかだった。

　そのうちに高く燃える炎の壁が包囲の輪を縮めてきて、黒く焼け焦こげた将軍の遺い骸がいは赤い炎の壁に呑まれて消えた。

「うわぁぁあぁ──っっ」

　恐怖に駆られた幕僚の一人が駆け出すと、みな狂ったようにそのあとを追った。

　そして次々に炎の壁に飛び込み。

　全員が燃え尽きた。

　結局、本営に残っていた将兵で逃げ果おおせた者は誰一人いなかった。
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　敵に背後を取られた両翼の部隊からは、本営が陣を敷いている方向へ逃げようとした者もいた。

　彼らは地面が陥没している場所を大きく迂う回かいして本営の陣地へ逃げ込み、味方の兵と合流しようとしたのだが。

　今度は高々と燃える炎が彼らの行く手を遮った。

「なんだ、これは!?」

「いつの間に火事が!?」

　その炎の燃え方は明らかに単なる火事のそれではない。

　そもそも辺りには、これほど激しく火が燃え広がるような可か燃ねん物ぶつなど存在しない。

　となると大量の油を撒まいて火を点つけたか、魔術による攻撃かだ。

　どちらにせよ敵が用意した火攻めであるから、敵が近くにいる可能性が高い。

　けれど復興軍部隊に追われて焦あせり冷静さを失っている兵には、その事実が見抜けず、その危険性に思い至れない。

　後方には敵部隊がいる。

　前方には炎の壁がある。

　左手は地面が大きく陥没していて進めない。

　となると、彼らの逃げ道は右手しかない。

　味方がどうなっているのかより、自分たちが助かることのほうが大事だとばかりに、兵たちは右手へ右手へと走った。

　そして。

　飛んできた火球に焼かれ。

　吹き寄せた風の刃やいばに切り刻まれ。

　次々に倒れ伏していった。
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　突破した後、引き返してきて敵を攻撃する構えを見せた復興軍部隊だが、結局、追つい撃げきも攻撃もしないまま、その場に留まって戦せん況きようを見やっていた。

　慌てて動く必要などないのだ。

　すべては予定どおりに。

　あくまでも想定どおりに。

　どこまでも狙ったとおりに。

　事態は推すい移いしているのだから。




　すでに左翼、右翼を構成していたバイデリュンヘン軍第一軍の四個大隊は、戦場からいなくなっていた。

　友軍が陥没した地面に呑み込まれたのを見て。

　あるいは本営の陣地で高々と吹き上げる炎を見て。

　みな戦意を喪そう失しつし、逃走してしまったのだ。

　進み出たバイオレッタは、敵てき影えいの見えなくなった戦場を見渡して満足そうに頷いた。

　向こう側の斜面では、復興軍の旗を翻した部隊が雄お叫たけびを上げていた。

　ここから見る限り大きな被害は出ていないようだ。

「どうやら黒騎士の部隊も無事に突破できたようだな」

　という彼女の言葉に、近くに控えていたセンレリゥムが反応する。

　敵陣を突破したおかげで、ただでさえ肌の露ろ出しゆつが多い薄手の戦闘服のあちこちが破れ、今や旅芸人一座の踊り子も斯かくやという出で立ちになっているが、本人はとくに気にも留めず、平然とバイオレッタの隣に立っている。

　未だに硬化法が利いているせいか、肌が灰色に変色していて、金属っぽい光沢を放っていた。

「あいつの突進力は並じゃないっすからね」

　そしてバイオレッタは、目を斜め下方に転じた。

　そこには大きな穴が空いている。

　地面が抉えぐれ、陥没している。

　巨きよ竜りゆうが前足を叩きつけ、鋭い爪で地面を抉ったかのような凄せい惨さんな光景だった。

「スナイデルッラは上う手まくやってくれた。じつに上手くやってくれた」

　この場にいない魔姫士をバイオレッタがそう褒ほめ称たたえると、センレリゥムは感心したような、呆れたような声を上げた。

「まったくっすね、王ひ女め様。俺たちの山やま士しは、目利き、腕利き揃ぞろいっすからね。魔術士と山士の共同作業による坑あな掘り、見事に決まりましたっすよね」

「そうだな。優秀な山士は土の弱い箇所、脆もろい箇所を適切に見抜く。そこを狙って魔術で亀き裂れつを入れてやれば、連中、あっという間に掘り進む。短たん時じ日じつで縦横無尽に坑を掘れたのも、連中が日頃鍛えた技術の賜たまものだ。おかげで魔術士を戦闘に投入できなかったが、その不利を補って余りある成果が出せたな」

「魔術士と山士の組くみ合あわせなんて、敵は思いもしなかったっしょうね。けど、正直な話、俺もここまで上手く決まるとは思わなかったすよ」

「すべては戦が始まる前の情報戦を制したからこそだよ、センレリゥム」

「ですよねぇ。まぁ今でも俺は裏でどんな情報戦が繰り広げられてたのか、全部わかってるわけじゃないっすけど、それでも敵がこちらの狙いどおりに踊ってくれたってのはわかるっすよ」

　バイオレッタは、くすりと笑みを漏らす。

「とくに肝かん心じんだったのは、こちらが別働隊を二つ用意したことだな。わかり易く区別するため、『別働隊』と『伏兵』という呼び方をしていたけれど」

「コルネが指揮した五百の『別働隊』と、ルッラが指揮した魔術士と山士部隊の『伏兵』っすね。敵はコルネの別働隊にばかり目が行って、もう一つ、魔術士と山士の部隊が戦場になるであろう場所で動いていることには気づけなかった」

「そうだ。コルネリアゥスの別働隊は、言わば陽よう動どう部隊だ。伏兵でございます、奇襲をかけますよという顔をして敵の視線を引きつける。それが役割だった。こちらは最初から別働隊で奇襲をかけるつもりなど、さらさらなかった。だが、敵は別働隊による奇襲こそ吾われらの狙いだろうと看かん破ぱした……と思ってしまった。だからそちらを押さえるために一個大隊を差し向けた。これで戦場に於おける敵の戦力が五百減ったのだから、まずは最初の狙いが実現した」

「まったく王ひ女め様は腹黒いっすね」

　センレリゥムは真面目なのか揶や揄ゆしているのかわからない口調でそう言った。

　バイオレッタは、む？　と眉を顰ひそめる。

「吾の腹が黒くなどないのは、おまえもよく知っていよう。それでも黒いと言うなら、ここで脱いで見せてやってもいいのだが？　脱いだついでに踊るぞ？　祝勝の裸踊りを披ひ露ろうするぞ？」

「い……いやぁ、ここで脱ぐのは止やめときましょうや。脱ぐなら、ゲーリンゲンの街に凱がい旋せんしたあとで、思う存分、脱ぎまくってくださいっす」

（王ひ女め様、戦場だろうがどこだろうが平気で脱ぎかねないから恐いんだよな。何しろ、湯殿から自分の寝所まで、暑いからとか言って素っ裸で歩いていって、館にいる侍女や料理人の度ど肝ぎもを抜いた前ぜん歴れきもあるしな）

　センレリゥムはバイオレッタが脱ぎ出すことを本気で心配した。

　だが、さすがのバイオレッタもそこまで浮かれていない。

「そうだな。まだ戦こ場こでやることがある。まずは敵てき残ざん存ぞん兵へいの掃そう討とうと負傷兵の回収。味方の負傷兵の治ち療りようも急がねばならない」

「いやまったくそうっすね」

　と応えつつ、バイオレッタが脱ぎそうにないことにセンレリゥムは内心で安堵の息を吐はいた。

「だが、凱旋して勝利の宴を催もよおすときは、おまえにも脱いでもらうがな」

　センレリゥムは、はぁ、とため息を吐つく。

「しょうがないっすね。これほどの大勝利を得たんすから、王ひ女め様を称える裸踊りでもなんでもしまっすよ」

「言ったな、センレリゥム。約束は実行してもらうぞ。もちろん、吾も勝利を祝う裸踊りをおまえと一緒に踊ろう。いや、もういっそ、凱旋の行進の際に、みんなで裸踊りをしながら入城すればいいのではないか？」

「いやいやいや。さすがにそれは不味いっす、王ひ女め様」

「はっはは、半分冗談だよ、センレリゥム」

「半分っすか！」

（というか、このお方の場合、この手の冗談がまったく冗談に聞こえないのがなんとも恐いんだよな。このまま放っておくと、いつまでも下ネタ方面の話題から抜け出せなくなりそうだ）

　ということを心配したセンレリゥムは、話題を元に戻そうとした。

「ルッラが率いる伏兵の活動から相手の目をそらせるために、敢えてコルネの別働隊は敵に発見されたんすよね」

「そのとおり。相手の目を別働隊に向けておき、伏兵部隊の活動から目を逸らさせる。同時に、これで敵の狙いを見破ったという油断を相手に与える作戦だ」

（王おう女じよ様でありながら、こんなふうに平然と敵の裏を衝く作戦を考えて実行できるってのも、この女ひとの強みだよなぁ。やっぱり妾しよう腹ふくだから……なのかな？）

　センレリゥムは内心で首を捻るが、バイオレッタの母親が特別にそちら方面の才能を持っていたとも思えないから、これは彼女自身の特質なのだろう。

（あるいは鳶とびが鷹たかを生む……ってことなのかな。いや、そんなことを言ったら王ひ女め様の母上に悪いっすか）

　センレリゥムの思いなど知らぬ顔で、バイオレッタは言葉を継いだ。

「吾ら本隊がこの場所を動かないのは、予め別働隊による奇襲を用意してあるからで、だからここで待ち構えている……と敵は考える。だが、それもこちらの誘導だ。吾らは動かないのではなく動けないのだ。何故なら伏兵が、スナイデルッラが率いる魔術士と山士の部隊が戦場に大がかりな仕掛けを施ほどこしているのだから」

「ルッラ配下の魔術士と、鉱山から連れてきた山士たちが、持てる技術、能力のすべてを駆く使しして戦場の地下に坑道を掘りまくっていたわけっすからね。俺らは本当の作戦を実行するため、この場所から動けなかった」

「だが、それを知られてはこちらの策が露ろ見けんする。露見すれば、吾らに勝ち目はない。だから吾らは、ここから動けないという消極的受じゆ動どうではなく、ここから動かないという積極的受動の状況にあると相手に思わせなくてはならなかったんだ。吾らがここに本陣を置いて敵がそれに対抗しようとすれば、部隊配置もだいたい決まるからな。伏兵部隊が罠を仕掛ける場所も決められる」

「別働隊の存在を連中に察知させることで狙いを実現させたってことっすね」

　バイオレッタは、そうだ、と大きく力強く頷いた。

「あの別働隊は、そこにいるだけで、一つには敵の注意を引きつけ、二つには敵の戦力を削り、三つにはこちらの真の狙いを悟らせないという、いわば一石三鳥の役割を果たしたわけだ。先ほど吾が腹黒いとセンレリゥムは言ったが、この別働隊はコルネリアゥスの発案だぞ。そして、彼女はじつに上手く指揮してくれた。攻撃するつもりなどないのに、今にも攻撃する態勢にあると敵に思わせなければならないのだからな」

（あいつも腹黒い奴だからな。敵を欺あざむくのは得意中の得意だろ。っていうか、なに考えてるのかよくわかんないところがあって、そこが少し気持ち悪いんだよな）

　という感想は口に出さないセンレリゥムである。

　彼女は代わりにこう言った。

「敵の魔術士による索敵をさせないためにも工夫したっすよね」

「双方が対たい陣じんしたとき、スナイデルッラ部隊は地下坑道に潜んでいるだけだから、敵の魔術士が戦場を探ったとしても、見つかる可能性は低い。だが、敵の魔術士がこちらの予想より優秀だった場合、魔術の痕こん跡せきを察知される虞はたしかにあった。しかし、吾らが突撃する気満々で陣を敷いていれば敵の魔術士も前面には出てこないからな。陣地の奥で吾らの突撃に備えるはずだから、それを狙って早々と蜂矢の陣を見せつけたという意味もある」

　そこで言葉を切ったバイオレッタは、もう一度、ちらっと陥没した地面に目をやってから、静かに言葉を継いだ。

「とはいえ、最終的に作戦が成功するかどうかは、スナイデルッラたちが掘った坑道を破壊して地面を陥没させる時じ機き次第だったわけだが。じつに見事にやってのけた」

「ですよねぇ。俺らが敵の両翼とぶつかるその時機に崩落させないとならなかったわけっすからね」

「衝突するまさにそのとき、すぐそこで地面が陥没すれば敵の度肝を抜く。それだけで敵兵の多くは行動不能になるだろうから吾らは突破し易くなる。上手くすれば敵の増援が陥没に巻き込まれるかもしれないと期待もしていたが、これほど上手く事が運ぶとは期待以上だった」

「しかも、高々と舞い上がった土煙で見通しが極きよく端たんに悪くなって、ルッラたちが敵の本営へ接近するのを敵は気づけないわけっすから。いやあ、本当にいろいろよく練ねられているっす」

「そして、どうやら」

　バイオレッタは伸び上がるようにして敵の本営があったほうに顔を向ける。

　そちらでは、天を焦がすような勢いで背が高く巨大な炎が燃えさかっていた。

「敵本営にいた将しよう兵へいたちは全滅したようだ」

「俺らの完勝ってわけっすね」

「いや。完勝かどうかはアイオリスが率いる第二軍次第だな。敵を破っていなくても、第二軍が無傷でいてくれたら、それで吾らの完勝だ」

「その場合は、予定どおりっすね？」

「ああ。第二軍及びコルネリアゥスの別働隊と合流を果たし、全軍でライオネルの街へ迫る。おそらく戦うまでもなく街を陥おとせるだろう」

「そうっすね。こんな状況で籠ろう城じようして徹てつ底てい抗こう戦せんなんて、無理な相談っすよね」

「リーザの援軍がまだ進発していないからな。援軍が街に近づいている状況だったら、籠城してその到着を待とうという話にもなるだろうが、まだ先発部隊が旧きゆう王おう都とを出るか出ないかの状態だから、街に残った部隊だけでは保もち堪こたえられない。街が手薄になった今なら、こちらが内応を呼びかければ決けつ起きする者も出てこよう」

「戦には勝った勢い、負けた勢いってのがありますもんね」

「そのとおり」

　バイオレッタは大きな胸を大きく張って、傲ごう然ぜんと彼方を見やった。

「吾らは勝ちに乗じてライオネルの街を奪だつ還かんする！」












（やはりこの女ひとなら）

　と闘姫士センレリゥムは思った。

（この女なら、本当にこのままエルゲン王国を復興させちまうかもしれないなぁ）
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　そのアイオリス率いる復興軍第二軍は──。




　ラーニンゲンの森の中まで追いかけてきたバイデリュンヘン軍部隊を相手に、攻撃しては逃げ、逃げては攻撃するという不ふ正せい規き戦せんを仕掛け、さんざんに翻ほん弄ろうしていた。

　やはり地理に精通しているか否かの差は大きく、また部隊指揮官の力量の差も大きく影響した。

　バイデリュンヘン軍第二軍は、追いかけても追いかけても被害が増えるだけで一向に戦果が挙がらないという状況に疲れ果て、とうとう森から退たい却きやくしていった。

　兵力を二百人近くも減らした第五と第七大隊は、外で待つ第六大隊と合流し、その後、森を迂回してブラウエンの砦へと向かった。

　いずれやってくるであろう復興軍に備えるため態勢の立て直しを図ったのだが、結局、復興軍は現れなかった。

　代わりにもたらされたのが、スタッガルド将軍率いる第一軍が大敗を喫きつし、将軍以下、幕僚の多くが揃って討ち死にしたという衝撃的な報告だった。

　彼らはその真しん偽ぎを確かめようとして数多くの物見を放ったのだが、物見部隊のどれもが悲劇的な状況を報告してくるだけだった。

　自分たちはどうするべきか、決断がつかないまま砦に留まっていた第二軍は、第一軍を討ち破った復興軍主力が北上してライオネルの街に迫ったことを知ると、ブラウエンの砦までを放ほう棄きして退却していった。
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「ライオネルの街は空っぽか。ならば」

　カオルゥ配下の忍びの者から報告を受けたバイオレッタは王家の剣を抜き放った。

「このまま一気に街まで進む！」

「お──っ！」

　周囲の兵たちが雄叫びを上げて応えた。

　復興軍二千五百は行軍速度を上げ、ツェルニ街道を北上し、ライオネルの街に迫った。

　そして。

　復興軍が街に到着したとき、すでに城門は住民の手によって開け放たれていた。

　こうしてライオネルの街はバイオレッタが予想したとおり、一戦もすることなく復興軍の手に落ちたのだった。




　街には五百ほどの兵がいたが、それらの多くは戦闘部隊ではなく庶務部隊や輜し重ちよう部隊だったから、出撃していった部隊が大敗を喫し、将軍以下が討ち死にしたという情報を得ると、たちまち全員が浮き足立った。

　そこへ、ばらばらと敗残兵が逃げ込んできた。

　彼らの話で情報が真実であることを知った守しゆ将しようは、街からの撤退を主張した。

　リーザ公女からの増援部隊が来るはず──実際には来ないが──だから、それを頼りに籠城すべきだという意見も出た。

　居残り部隊の幹かん部ぶや内政面を取り仕切る統とう治ち官かんたちは決断を下せないままずるずると会議を続けた。

　しかし、復興軍二千五百が街に迫ると、少なくとも兵たちの意見は一致を見た。

　このままここには留まれない。

　口に出すか出さないかはともかく、それが兵たちの本音である。

　けれど幹部たちは、敵の大軍が迫っているというのに、未だに実りのない軍ぐん議ぎを続けている。

　そんな幹部連に愛あい想そうを尽かした少数の兵たちは、密ひそかに、あるいは堂々と街から脱出し始めた。

　とはいえ、あくまで街に籠もって抗こう戦せんするのか、それとも街を捨てて退却するのかという重大な決断を残った幹部たちに求めるのは酷こくというものだろう。

　それは本来、将軍の役目だ。

　けれど肝心の将軍は副官や幕僚たちと共に討ち死にしてしまっている。

　第二師団長もブラウエンの砦を見捨てて退却してしまった。

　第一師団長は街に戻ってきていない。

　そんな状況下では、意見の割れた隊長たちが決断を下せなかったのも無理はない。

　という実情はともかく。

　一部の兵であっても、勝手に持ち場を離れるという、言わば敵前逃亡ともいえる行動を取り始めると、もう歯止めが利かず、脱出する兵があとを絶たなくなる。

　このままでは兵が皆いなくなり、街に残るのは隊長や文官ばかりという最悪の状況になりかねない。

　それを恐れた隊長や役人たちは、まだ部隊が部隊として機き能のうしているうちに撤退したほうがいいという結論を出した。

　上層部に何か言われるかもしれないが、スタッガルド将軍が討ち死にしたほどの大敗を喫したのだから仕方がないと開き直ることにした。

　そして敗戦の責めは、最高指揮官であるスタッガルド将軍一人に押しつければいいとも思った。

　死人に口なしである。

　そうと決まれば善は急げだ。

　撤退することが善なのかどうかには議論の余地もあるだろうが、少なくとも彼らにしてみれば、街に籠もって討ち死にするよりもいいことではあった。




　部下と共に書類を焼いていた庶務部隊長リーブヌールは、立ち上る幾いく筋すじもの煙を見やって大きなため息を吐ついた。

（参ったわ。せっかく手配した武器や防具、糧りよう食しよくがすべて無駄になってしまうと思うと、なんかやりきれない気分ね）

　とはいえ、一介の庶務部隊長である彼女に、それ以上の何かができるわけではない。

　重要な書類をすべて焼き捨てると、リーブヌールは部下たちと共にライオネルの街をあとにして北へ走った。




　そんなわけで、復興軍が街に迫る頃には、ライオネルの街にいたバイデリュンヘン軍は綺き麗れいさっぱりいなくなっていたのである。
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　街に入城したバイオレッタは、兵や住民を集め、演えん壇だんに上がった。




「吾らの前に道はできた。道は険けわしく遠いが、たしかに道はできたのだ。諦めず挫くじけず、この道をひたすら歩いていけば、必ずや目的地に到達できるだろう。もちろん、目的地とは父ふ祖その地の奪回、王国の再さい建けん、侵しん略りやく者しやの駆く逐ちくである。それを成して初めて、吾らは神と精霊と大地からの祝福を取り戻せるであろう。まずは今日、その第一歩を刻もう。すなわちエルゲン王国の復興だ。吾はここに新しん生せいエルゲン王国の樹じゆ立りつを宣言する！」

　白銀の鎧姿で演壇の上に立ち、威い風ふう堂どう々どうと王国の復興、いや新しい王国の樹立を宣言したバイオレッタに兵も住民も熱狂し、大歓声と嵐のような拍手を送った。

　このお方なら、必ずや父祖の地を取り戻し、エルゲン王国を復興してくださる。

　彼らはそう信じた。

　民も兵も、みな熱く潤うるんだ目で演壇上のバイオレッタを見つめた。




　彼らの熱さとは対照的に、バイオレッタの心は、頭は、驚くほどに冷静だった。

　国土の過半は未いまだ敵の手にあるものの、ライオネルの街を奪だつ還かんできたおかげで、南部一帯は完全に復興軍の支配が確立したと言える状況だ。

　ここで新王国樹立を宣言すれば、各地に逼ひつ塞そくしている王国の支持者たちを勢いづけることができる。

　挙きよ兵へいする者が現れることも期待できる。

　バイオレッタは全身から情熱を逬ほとばしらせながらも、冷静な計算を忘れてはいなかった。

　だからこそ彼女は、復興ではなく新たな王国の樹立を宣言した。

　そのほうが戦争の行方を注視しているかつての王国の民や諸外国勢力に対する何よりの喧けん伝でんになることを、バイオレッタは充分に弁わきまえていた。

　彼女は類たぐい希まれなる戦術家であると同時に、偉大なる戦略家でもあった。
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　新生エルゲン王国樹立を宣言したバイオレッタは、ライオネルの街の守将として識姫士コルネリアゥスを指名し、副官として獣姫士サンドリヨンスを付け、忍姫士カオルゥを情報収集の責任者とし、率いてきた主力の大半を街に残したまま、自らは少数の部隊を率いてゲーリンゲンの街へ戻ることにした。

　旧王国の北方を占領しているバイデリュンヘン大たい公こう国こくに対抗するため、いずれライオネルの街を新生エルゲン王国の国こく都ととすべきだろうが、今はまだ態勢が整っていない。

　街の防御力を上げるのと同時に、周辺にある敵の砦を掃討し、代わりに自軍の砦網を整備する必要がある。

　何より、いまゲーリンゲンの街にいる役人たちをライオネルの街に移住させなければ国家の運営は成り立たない。

（あと、いずれ国王に据すえる弟もライオネルの街に連れてこないとならないのだしな。それまで吾は、こことゲーリンゲンの街を往復することになるが、王国の復興が現実のものとなった今、その程度の苦労など物の数ではない）




　街の仕置きを済ませたバイオレッタは、五百ほどの兵を引き連れ、剣姫士アイオリス、魔姫士スナイデルッラ、闘姫士センレリゥムの三姫士と、赤騎士、黒騎士たちを従え、ゲーリンゲンの街へと凱旋していった。
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　バイオレッタが率いる凱がい旋せん部隊五百はツェルニ街かい道どうを南下し、一いち路ろ、ゲーリンゲンの街を目指す。

　来るときは決死の覚悟で足を運んでいた兵士たちも、大勝利を得ての帰き還かんであるから足取りも軽い。

　とはいえ、戦場から逃げた敵兵がどこかに潜ひそんでいるかもしれないので、周辺の物もの見みには気を遣ったが、結局、敗はい残ざん兵へいは見当たらなかった。

「それもそうだろうという話だ。逃げるとしたら味方のいる北へ逃げる。わざわざ好きこのんで敵の支配地へ逃げてくる兵もいまい」

　バイオレッタは自じ信しん満まん々まんでそう断言した。




　二日をかけて南下を続けたバイオレッタたちは、ゲーリンゲンの街まであと一いつ時ときかそこらの行こう軍ぐんという場所までやってきた。

　そこにはちょっとした森があって、清らかな水が流れる小川がある。

「兵と馬を休ませるのにちょうどいいな。ここで休憩を入れよう」

　と言って、バイオレッタは行軍を止とめさせた。

　日はすでに西に傾かたむきつつあるが、辺りはまだ充分に明るい。

　今日は朝から天気もよく、気温も高かった。

「汗と戦せん塵じんを洗い流していくか」

　澄すんだ清せい流りゆうを見つつバイオレッタがそう言ったのも無理からぬことではあった。

「王ひ女め様、兵たちの目が」

　剣けん姫き士しアイオリスはそう指摘するが、バイオレッタは胸を張って応えた。

「吾われは汗あせ塗まみれ、埃ほこり塗れでいるのは気になるが、兵に裸を見られるくらい気にしないぞ」

「兵が気にします！　といいますか、そこは気にしてくださいまし、王ひ女め様」

　情けない顔でアイオリスが窘たしなめる。

「ふむ、そうだな。では」

　バイオレッタは悪びれることもなく、平然と周辺を見渡した。

「川の上流に森がある。あそこなら兵からは見えないだろう？」

「そうです……ねえ」

「あの森まで行って水浴びするとするか。もちろん、おまえも来るんだ、アイオリス」

「あ、はい、わかりました、が」

「スナイデルッラもセンレリゥムも来い。ティターニアもな。五人で、誰にも気き兼がねなく裸になって、思う存分水浴びをするんだ」

「水浴びだけにしておいてくださいよ、王ひ女め様」

「……そうだな。お楽しみはゲーリンゲンの街に戻ってからでいいか」

　バイオレッタは少し不満そうな表情になったが、すぐに、にやりとほくそ笑んだ。

「その代わり今夜は寝かさないぞ、アイオリス」

　アイオリスは大きなため息を吐ついて首を振った。

「お好きなようにしてください」

「ははは。アイオリスの許可が出た。おまえたちもつきあえ。朝まで。吾の寝所で」

　魔ま姫き士しスナイデルッラは小さく肩をすくめ。

　闘とう姫き士しセンレリゥムは、ぐっと親指を立て。

　戦せん陣じん侍じ女じよティターニアは静かに頭を下げ。

　それぞれ了解の意を表した。
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　小川を上流に辿り、森の中に足を踏み入れたバイオレッタ一行は、適当なところで足を止めて辺りを窺うかがう。

　それほど大きな森ではないが、鬱うつ蒼そうと茂しげった木々の枝葉が日差しを遮さえぎっているので、思ったより薄暗かった。

「ここなら、向こうで休んでいる兵たちからも見えまい」

　と言うや否や、バイオレッタは兜かぶとを外し鎧よろいを脱ぎ、手を止めることなく帷かた子びらも筒つつ袴ばかまも胸むな覆おおいも下した帯おびも、全部脱ぎ捨ててしまった。

　バイオレッタの脱ぎ捨てた鎧兜と召し物を、ティターニアが手際よく回収していく。

　全裸になったバイオレッタは、洗い布を手にして小川のせせらぎに足を入れた。

「ふむ。さすがに浅くて泳げないか」

　バイオレッタは腰を屈めて布を水に浸ひたすと、濡らした布を引き上げ、軽く絞ってから自分の体を拭ぬぐい始めた。

　が、直ぐに手を止める。

「やはり自分で洗うのは面倒だ。背中には手が届かないし。ティターニア！」

「はい、王ひ女め様」

　バイオレッタの脱いだ服を畳んでいたティターニアが駆け寄ってきた。

「吾の体を洗ってくれ」

「はい、ただ今」

　戦陣侍女は軽装鎧を素早く脱いで小川に足を入れようとしたが、バイオレッタがそれを押し留めた。

「全部脱がなくては服が濡れてしまうではないか」

「少しくらい濡れても困りませんが」

「吾が困るのだ。どうせなら、裸のティターニアに洗ってほしいからな」

　と言って、バイオレッタは川岸を指さした。

「早く脱いでこい」

「わかりました」

　ティターニアはバイオレッタの無茶ぶりにも素直に応じ──今さらだと思って諦めているのかもしれない──川かわ縁べりで衣装を脱ぎ、胸覆いと下帯も外して全裸になった。

　小川に足を踏み入れ、バイオレッタの隣まで来たティターニアは、王女から洗い布を受け取ると、濡れた布でバイオレッタの全身を、余すところなく優しく丁寧に拭ぬぐってやった。

　バイオレッタは目を閉じ、うっとりとした表情で為すがままにされている。

「わたしたちも体を洗うか」

　とアイオリスが言い、スナイデルッラとセンレリゥムが応じた。

　三人はもう一度、兵たちが休んでいる方角に目をやり、誰も来ないことを確認すると鎧兜を外し、服を脱ぎ、胸覆いと下帯も取り去り、全裸になる。

　それからバイオレッタ同様、洗い布を手に小川に入り、布を濡らして体を洗い始めた。

「それにしても、だ」

　とアイオリスが呟つぶやいた。

「我らはよくも勝てたものだな。今でも信じられない、そんな気分だ」

　その言葉にスナイデルッラが応じた。

「たしかにな。正直なところ、一か八か、伸のるか反そるかの戦いくさだと思っていたのに、味方にはほとんど犠ぎ牲せいが出ていない。こうまで見事に嵌はまるとは思わなかった」

「それもこれも、あれもどれも、王ひ女め様の深しん謀ぼう遠えん慮りよの賜たま物ものだ」

　アイオリスは尊敬の念が籠こもった視線を、少し離れた場所でティターニアに体を洗わせているバイオレッタに送った。

「王国復興、もはや成ったも同然……というより、復興どころか、新しん生せいエルゲン王国を樹じゆ立りつしてしまったのだしな。全土の解放という悲ひ願がん達たつ成せいも間近ではないか？」

　するとセンレリゥムが話に入ってきた。

「だよな。まだ目的地までは遠いんだろうが、道みち程のりの半分は来た、そんな気がする」

　小さく頷いたアイオリスは、感かん慨がい深ぶかげな顔になって暮れゆく青空を見上げる。

「滅めつ亡ぼうしかかったエルゲン王国が新生エルゲン王国として生まれ変わった。侵しん略りやく者しやどもすべてを我らの国から叩き出す日も、そう遠くないだろう」

　そうだな、とスナイデルッラが頷いた。

「すべてバイオレッタ様のおかげだ。あのお方がいる限り、全土の奪だつ還かんは必ず達成されるだろうよ」
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「そろそろ上がるか。さすがに完全に日が暮れる前には街に戻っておきたい」

　とバイオレッタがアイオリスたち三人に声をかけてきた。

「あ、そうですね」

「おまえたちがせっかく裸になっているのに何もしないのは心残りだが」

「ですから。お楽しみはあとにしてくださいと」

「わかっているよ、アイオリス」

　とバイオレッタが手を振った。

「まず留守居役と街の住民に勝利の報告をし、その後、祝しゆく勝しようの宴うたげを張ろう。宴のあとはお待ちかね、祝勝の閨ねやが待っているぞ。みんなまとめて相手をしてやるから、楽しみにしているように」

　ティターニアは真ま面じ目めな顔で頭を下げたが、アイオリスたちは苦笑するしかない。

「ティターニア、吾の服と鎧を持って参れ」

「ただ今。少々お待ちください」

　小川から出たティターニアが畳んで敷しき物ものの上に置いておいたバイオレッタの下帯と胸覆いと服を抱え、なおも鎧に手を伸ばそうとしたその直後に、木陰から大きな猪いのししが飛び出してきた。

　獣の足音に気づいたアイオリスが顔を巡らせると、手負いの大猪がこちらに向かって走ってくるのが目に入った。

「王ひ女め様、お逃げください！」

「はっはは、案ずるな。あの程度の猪、吾が捻ひねってくれる」

「王ひ女め様、あれは手負いでございますれば、危のうございます！」

「アイオリスも心配性だな。吾を誰だと思っている？　吾こそ、エルゲン王国第二王女バイオレッタ・バイス……」

　そのとき。

　ひゅん、という空気を切り裂く羽は音おとが響き。

　次の瞬間、とすっ、という軽い音がした。

　続けてもう二つ、とすっ、とすっ、と。

「…………え？」












　バイオレッタは信じられないといった目で自分の体を見下ろした。

　鏃やじりが深々と埋まった状態で、矢が三本、自分の体から突き出ている。

　左胸に一本、腹の上部に一本、下腹部に一本。

「なん……」

　なんだこれは、とでも言おうとしたのだろうか。

　だが、バイオレッタはその言葉を発することができなかった。

　ごぼっっ、と口から血ち反へ吐どを吐はいて腰を折った。

　そんな彼女の直ぐ横を大猪が駆け抜けていく。

「王ひ女め様────っっっ!?」

　アイオリス、スナイデルッラ、センレリゥム、ティターニアの絶叫が森の中に響く。

　よろめいて倒れ込むバイオレッタの裸ら体たいを、真っ先に駆け寄ったセンレリゥムが両手で支えた。

　続いてスナイデルッラが。

　少し遅れて、服と鎧を放り出したティターニアが駆け寄ってきた。

　一方、アイオリスは。

「何なに奴やつ──っっ!?」

　小川から飛び出すと、地面に置いてあった剣を摑んで抜ばつ刀とうし、鞘さやを放り投げ、全裸のまま矢の飛んできた方向へ突進した。

　木々の間を縫ぬって疾はしったアイオリスは、三人の人影を見つけた。

「貴様ら、バイデリュンヘン軍の者か──っっ！」

「ちっ違うっ」

「俺たちは関係ないっっ！」

　よく見れば、三人は兵装ではないし、持っている弓も兵の物とはかなり違う。

　身に着けている服装と併あわせて考えれば、三人が森の狩しゆ猟りよう民みんであることは容易に想像がつく。

　だが、バイオレッタが射られたことで頭に血が上ったアイオリスには、そんな可能性を考こう慮りよする余裕はまったくなかった。

　彼女は瞬またたく間に三人を斬ざん殺さつした。

　返り血を全身に浴びたまま、アイオリスは足下に転がった死体に改めて目をやる。

　そして、ようやく相手がバイデリュンヘンの兵士ではないだろうことに気がついた。

（なんだ……と？　では王ひ女め様は、猪を追いかけてきた森の民が撃った流れ矢に当たったというのか……）

　真しん相そうに思い至って呆然とするアイオリスだったが、すぐに我に返った。

「今はそれどころではない。一刻も早く王ひ女め様の手当てをせねばっ！」




　　　　　４




　裸のアイオリスが元の場所まで駆け戻ると、スナイデルッラ、センレリゥム、ティターニアが、敷物の上に横たえたバイオレッタを片かた膝ひざ落とした体勢で取り囲み、目を吊りあげ、必死の形ぎよう相そうで手当てをしていた。

　服を着る余裕などない。

　三人とも裸のままだ。

　矢は手当ての邪魔にならないように折られていたが、鏃は体内に残ったままだ。

　無理やり全部を引き抜くと出血が酷ひどくなるし、下へ手たに抜くと内臓を傷つける虞おそれがあるから、抜きたくても抜けなかった。

　ティターニアは必死でバイオレッタに呼びかけながら。

　センレリゥムは無言のままで。

　出血を止めようと二人は傷口を布で押さえつけている。

　スナイデルッラは治ち癒ゆの呪文を唱えつつ、掌てのひらを傷口に押し当てている。

　しかし。

　どの顔も蒼そう白はくで、目には悲ひ嘆たんの色が浮かんでいる。

　アイオリスにも状況が絶望的なのが察せられた。

　それでも彼女は訊かずにはいられない。

「王ひ女め様のご容よう態だいはどうだ!?　助かるのだろうな!?」

　誰だれも返事をしない。

「王ひ女め様、王ひ女め様、王ひ女め様、王ひ女め様」

　強く強く傷口を押さえているティターニアのバイオレッタを呼ぶ声だけが、深しん閑かんとした森に響く。

「おい、ルッラ、どうなんだ!?　おまえの魔術なら助けられるんだよな!?」

　薄ぼんやりと光る掌をバイオレッタの腹部に押し当てたまま、スナイデルッラは黙って首を横に振った。

「わたしの魔術では、これほどの致ち命めい傷しようを治せはしない。出血は多少なりとも抑えられるが、腹に刺さった矢は臓ぞう器きを壊している。胸の矢は心臓を傷つけているかもしれない。いくらわたしでも……無理だ……」

「ば……馬鹿な……」

「なぁルッラ。おまえの魔術で治せないってのなら、一刻も早く王ひ女め様を医い士しに診みせたほうがいいんじゃないのか？」

　センレリゥムはそう言ったが、スナイデルッラはまたもや首を横に振るだけだった。

「いま動かせば再び出血が酷くなる。死期を早めるだけだ」

「じゃ……じゃあ、どうすればいいんだよ!?」

　センレリゥムの顔からはいつもの覇は気きは完全に消えており、むしろ泣きそうな表情になっている。

　スナイデルッラは、ちらっとセンレリゥムに視線を向けたが、すぐに逸そらせた。

　彼女は逸らせた視線をもう一度、バイオレッタの顔に据すえる。

　すでに王おう女じよの顔面からは血の気が失せ、蠟ろうのように白くなっていた。

　呼吸の度たびに上下していた美しい裸の胸も、いまではほとんど動いていない。

「王ひ女め様！　王ひ女め様！　王ひ女め様！　王ひ女め様！」

　ティターニアの呼びかけにも、バイオレッタはなんの反応も示さない。

　スナイデルッラは絞り出すような掠かすれた声で残ざん酷こくな結論を伝えた。

「どうすることもできない」

「うわぁあぁあぁああぁぁぁ────っっ」

　アイオリスの絶叫が森の中に響き渡った。

　両膝を落としたアイオリスは、握った両拳を何度も何度も何度も何度も地面に叩きつけて号泣した。

「王ひ女め様王ひ女め様王ひ女め様王ひ女め様王ひ女め様」

　ティターニアは狂ったように王女への呼びかけを続け、その体を揺さぶり続けている。

　癒いやしの気を送り続けていたスナイデルッラが、はっとして目を見開いた。

　彼女は傷から手を離し、もう一度、恐る恐る手を伸ばす。

　右手をバイオレッタの裸の左胸に。

　左手をバイオレッタの口くち許もとに。

　だが。

　心臓の鼓こ動どうは感じられなかった。

　掌に息がかからなかった。

　スナイデルッラは瞑めい目もくし、天を仰ぐ。

「王ひ女め様が……身み罷まかられた」

　呟くようにそれだけを言うと、スナイデルッラはすべての力が抜け落ちたかのように全身を弛し緩かんさせ、背中から地面に倒れ込んだ。

　センレリゥムは呆然と天を見上げ。

　ティターニアはバイオレッタの体に覆い被さり、血で汚れた王女の裸の胸に顔を埋うずめ、滂ぼう沱だの涙を流した。

　そしてアイオリスは。

　喉のどが張り裂けんばかりの激しさで意味不明の絶叫を放ち続けるのだった。




　　　　　５




　こうしてエルゲン王国第二王おう女じよ、バイオレッタ・バイス・エルゲンは、ローゼンタール皇こう紀き九八〇年第九の月中旬に、名もない小さな森の中、たった三人の家か臣しんと一人の侍女に見守られながら息を引き取った。




　天てん寿じゆを全まつとうしたのでもなく。

　華々しく討ち死にしたのでもなく。

　卑ひ劣れつな手段で暗こ殺ろされたのでもなく。

　猪を狙った流れ矢に当たって死んだ。

　宿しゆく敵てきとなるはずのリーザ・ジェローナ・バイデリュンヘンと見まみえることすらなかった。




　生きていれば希き代たいの英雄となったであろうバイオレッタ・バイス・エルゲンの、あまりに呆気ない最さい期ごだった。











　今日も天てん空くうの箱はこ庭にわで黙もく々もくと賽さいを振っていた運命の女神フェイタルは、ふと賽を振る手を止めた。

　彼女は箱庭に建つ四あず阿まやの床に転がった数多あまたの賽の目を覗のぞき込む。




「なんだか変な出で目めが多いのね。また大勢、人が死ぬのかな？」




　輝く緑の髪を二つに束ねた少女の姿をした女神は、可愛らしく小首を傾かしげた。




「この調子だと、一万人くらいかしら？　もっと多いのかな？　ま、でも、わたしには関係ないけれど」




　女神は小さく肩をすくめて無数の賽に手を伸ばし。

　両手でそれらの一部を掬すくい上げると。

　またいつもと同じように賽を振る。




　果たして明あ日すはどの賽がどんな目を出すのだろうか。

　果たして明日は誰の人生がどんなふうに変えられるのだろうか。

　あるいは変わらないのだろうか。

　幸運に恵まれて笑うのだろうか。

　不運に見舞われて泣くのだろうか。

　凶事に襲われて叫ぶのだろうか。

　今日と変わらぬささやかな幸せに感謝するのだろうか。




　それは誰にもわからない。

　賽を振る女神自身にもわからない。




　運命の女神はひたすら賽を振る。

　賽を振ることだけが彼女に課せられた務めだから。

　だからフェイタルは賽を振り続ける。

　朝も、昼も、晩も。

　今日も、明日あしたも、明後日あさつても。












　バイオレッタの死という極ごく大だいの衝撃から最初に立ち直ったのは、意外にもティターニアだった。

　覆い被さっていたバイオレッタの遺い体たいから身を起こすと、彼女は涙で濡れた目で裸はだかのままの三人の姫き士しを見回した。

　魔ま姫き士しスナイデルッラは力なく仰向けに寝転がっていて。

　闘とう姫き士しセンレリゥムは呆ぼう然ぜんと天を見上げたまま動かない。

　そして剣けん姫き士しアイオリスはまだ号ごう泣きゆうしていた。

「アイオリス様」

　ティターニアがアイオリスに呼びかけても、彼女の号泣は止やまない。

「アイオリス様。アイオリス様！」

　何度呼びかけても止まない。

　ふらりと立ち上がったティターニアは、膝ひざをつき地に伏して泣いているアイオリスの前に回り込むと、彼女の肩を摑んで揺すった。

「アイオリス様！　貴女はそれでも六姫士筆ひつ頭とうなのですか!?」

　顔を上げたアイオリスは、嚙かみつかんばかりの表情になってティターニアの手を払いのける。

「ティターニア、貴様、王ひ女め様のご寵ちよう愛あいを一いつ身しんに受けながら、よくもそのようなことが言える……」

「アイオリス様、失礼いたします」

　ティターニアが平手を張った。

　右手で思い切りアイオリスの左ひだり頰ほおを叩いた。

　ぱん、と乾いた音がして。

　びくり、とセンレリゥムが顔を向け。

　むくり、とスナイデルッラが上体を起こした。

「な……貴様……な……」

　張られた頰を手で押さえて目を白黒させているアイオリスに、ティターニアは丁寧に頭を下げた。

「わたくしのご無礼、後ほど、如い何か様ような処罰も受ける覚悟でございます。ですが、今は一刻も早く対応策を練ねるべきかと考える次第でございますれば、平ひらにご容よう赦しやを」

「た……対応策……だと!?」

「さようでございます。このままでは復ふつ興こう軍ぐんが瓦が解かいするのは必ひつ定じよう。そんなことになれば、バイオレッタ様は世間からこう誹そしられることでありましょう。猪いのししと間違われて撃たれた愚おろかな王おう女じよのせいで復興軍は瓦解した。王国の復興は成らなかった、と」

「き……貴様、言うに事欠いて……」

　アイオリスは怒りのあまり顔を朱しゆに染めたが。

「落ち着け、アリス」

　いつもの冷静な口調に戻ったスナイデルッラがアイオリスを制した。

「ティターニアが王ひ女め様を誹っているのではない。このまま捨て置けば、世間がそう言って王ひ女め様を誹るだろうと言っている。そして、わたしもそのとおりだと思う」

「……だが！」

「それでいいのか、貴様は!?」

　アイオリスの肩が、がっくりと落ちた。

「いいわけがない」

「ですから。対応策を練らないとなりません。違いますか？」

　ティターニアにそう迫られ、アイオリスの目にようやく精気が戻ってきた感じだ。

　彼女は顔を上げ、スナイデルッラとセンレリゥムを見やった。

「何か方策があるか？」

　スナイデルッラは力なく首を左右に振った後、徐おもむろに口を開いた。

「今のところ方策は何もない。が、最初の問題は王ひ女め様の死を皆に知らせるかどうか、ということだな」

「む……」

　スナイデルッラの指し摘てきにアイオリスが考え込む。

「僭せん越えつながら、よろしいでしょうか？」

　とティターニアが訊いてきた。

「なんだ？」

　とアイオリスが返すと、彼女はきっぱりと言った。

「いま王ひ女め様のお最期を周知するのは避けたほうがよろしいのではありませんか」

「わたしもそう思う」

　とスナイデルッラが賛同した。

「王ひ女め様の死を知らせたとたん、復興軍は崩壊……いや、消滅するだろう。これまで復興軍は、偏ひとえに王ひ女め様のお名前とご威い光こうと能力で保もっていたようなものだ。その王ひ女め様がいなくなったとなれば、兵は勝利の希望をなくし民は絶望に包まれるだろう。王ひ女め様はただ復興軍の指揮官であったのではないのだからな。王ひ女め様ご自身が復興軍そのものであったのだ」

　自分に言い聞かせるように、スナイデルッラは言葉に力を込めてそう言った。

「では、隠すしかない」

　アイオリスが三人の顔を見回した。

「王ひ女め様はご病気か何かで寝込まれてしまったと」

　アイオリスの意見に、スナイデルッラが頷うなずく。

「それがいいだろう。病気というより、連戦の疲労が溜まって寝込まれてしまった……というのがいいのではないか」

「そうか。そうだな」

「だけどよ、当座はそれで凌しのぐとして、そのあとどうするつもりだ？」

　センレリゥムが、アイオリスとスナイデルッラの顔に交互に視線を向けた。

「王ひ女め様が多少の疲労で寝込むようなお方じゃないことは兵たちがいちばんよく知ってるだろうが。その王ひ女め様が寝込まれたとなれば、それだけで兵は動揺するぞ？　その上、いつまで経ってもお姿を現さないとなれば、様々な噂うわさが飛び交うぞ？　そうなったら、異変はバイデリュンヘン側にも察知されることになる」

「たしかにな。その場凌しのぎはすぐに行き詰まる。根本的な解決法を探さないと……」

　スナイデルッラは考え込んでしまう。

　アイオリスも必死で頭を働かせようとするが、衝撃的な事実に押し潰されそうなこの状況では、頭はまともに働いてくれそうにない。

　センレリゥムも考えてみたが、すぐに諦めた。

（俺はこういうのを考えるのは苦手だしな。こういうのはルッラやアリスの仕事だろ）

　彼女はそう開き直り、考え込むアイオリスとスナイデルッラを見るだけだ。

「失礼を承知で言わせていただきますが」

　というティターニアの声に、スナイデルッラとアイオリスは顔を上げ、センレリゥムは顔を巡らせた。

「今は考えているより、一刻も早く行動に移すべきではないでしょうか。あとのことはあとで考えればよいのではありませんか？　いつまでもここにこうしていては兵が怪しみます。最悪、わたくしたちを捜しにここにやってきます。そうなれば、もう隠しようがありません」

「あ……ああ、それはそのとおりだが」

　煮にえ切らないアイオリスの態度に、ティターニアは焦じれたように叫んだ。

「アイオリス様！　アイオリス様がそのようなことでは王ひ女め様が悲しみますよ。王ひ女め様ならこう仰るでしょう。『進退が窮きわまったら、まず走れ。あとのことは走りながら考えればよいのだ』と」

「お……おお、たしかに王ひ女め様ならそう仰るかもしれないな」

「王ひ女め様はこうも仰るでありましょう。『吾われはエルゲン王国の第二王女、バイオレッタ・バイス・エルゲンなるぞ！　この身に何があろうと、たとえ命を落とそうと、必ずや王国を復興させてみせる！』と」

　ティターニアのその言葉を聞いたアイオリスの脳のう裏りに稲妻いなずまにも似た閃ひらめきが走った。

（な……何を考えているのだ、わたしは）

　アイオリスは己の思いつきに慄おののいた。

　とんでもない考えだ。

　あり得ない解決策だ。

　だが、その方法なら復興軍の瓦解を食い止められる……かもしれない。

　王国復興の戦いを続けられる……かもしれない。

　最終的に戦いに勝利して王国の復興を成し遂げられる……かもしれない。

　仮定に仮定を繋いだ仮想の先にあるのは、綱渡りどころか細い糸を渡るような危うい未来だが。

（今ここですべてをなくすよりはマシというものだろう。少なくとも可能性があるのだから、挑戦する価値はあるかもしれない。そのためには）

　アイオリスはスナイデルッラとティターニアに、そっと視線を向けた。

（何はなくてもこの二人の協力が必要だ）








つづく







　最初にお断り。

　このあとがき、少しばかり本編の内容に触ふれていますので（致命的なネタバレではありませんが）、本編未読の方は、本編の読了後に読むことをお薦すすめします。




　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしました、舞まい阪さかです……いや。「ガブリエラ戦せん記き　終しゆう劇げき」が出たのが三月だから、ご無沙汰というほどじゃないですが、ともあれ新作です。




　新シリーズを立ち上げるときは、いつでも、何回やってもワクワクします。今回のコンセプトは「白はく兎との後こう継けい機き種しゆ」でして、世界観やキャラ構成などは「白兎」シリーズを思わせる部分が色濃く残ってます。ただし。単なる後継機種じゃつまらないですから、けっこう手も加えられています。マイナーチェンジではなくメジャーチェンジ？　みたいな？　どこがどう変わっているかは、皆さんの目で確かめていただくとして、目指したのは一冊（一巻）ごとに大ネタを仕込むということ。本作でもラストに、えぇ？　と思うような大ネタを仕込んでみました。そのせいもあって、わたしには珍しくシリーズ構成的なことも考えたり。なので、三、四巻辺りまでは、何がどうなって誰がああなる……という大まかな構想ができていたりします。うん、本当に珍しい（苦笑）。そしてこの巻で読者さんに提示した謎なぞは「夜よる姫ひめ」とは何者だ？　というものでしたが……さすがにまだ無理ですかね。

　そうそう、それと。

　エロ要素は「白兎」シリーズより増しているかもしれませんね。こちらは、マイナーチェンジとかじゃなく、大増量、みたいな？　盛ってみました、的な？　エロシーンを書きすぎて編集部からは大幅な削除を命じられたくらいですからね（苦笑）。なので、エロシーンの描写、当初よりだいぶ減っているんですよ。

　まぁ、それはさておき。

　新シリーズ立ち上げのために、あれやこれやと考えるのは楽しい作業です。頭の中にキャラが現れ、次第に固まっていく過程はわくわくします。キャラが「自分はこういう奴だ」と主張を始めればしめたもので、そうなればもう作品は半分くらいできたも同然です。

　この過程で担当さんと打合せをするのも、また作品作りの醍だい醐ご味みの一つ。なるほど、そんな見方もあるのか！　とか、そこはちょっと違うんじゃなかろうか？　とか、そのアイディア、いただき！　とか、いろいろと刺激になります。

　今回も「ガブリエラ戦記」に続いてＳ谷さんにはお世話になりました。こうして無事に発進できたのも、担当さんの力に負うところが大きいのです。

　そして本作、イラスト担当のこ〜ちゃさんの力に負うところも大きいのは言うまでもありません。わたしの創るキャラには我わが儘ままな奴が多いのですが、こ〜ちゃさんによる造形にはキャラ全員が満足していることでしょう。

　本作は珍しくシリーズ構成的なことを考えているのは前述したとおりですが、果たしてそれをどこまで実現できるかは読者さんの応援次第。何卒よろしくお願いします。




　ところで。

　新作といえばもう一つ、ファミ通文庫さんのウェブサイト、ＦエフＢビーｏｎｌｉｎｅオンラインで七月から月一連れん載さいを始めたのですよ。タイトルは「ものぐさ寝ね猫ねこの怠たい惰だな探たん偵てい帖ちよう」で、中身を一言で言い表せば、架空現代チャンバラ三角関係トライアングルラブコメディとなるでしょうか（ぜんっぜん一言じゃねえ）。こちらのイラストも凄い方にお願いしていまして、エ○漫まん画が業界では泣く子も黙る、あのＨｉｓａｓｉさんなのですよ。興味のある方でパソコンやスマフォをお持ちの方は、ｏｎｌｉｎｅにアクセスして読んでみてください。連載分は、来年の早い時期に文庫としてまとめられるはずなので、それをお待ちいただいてもいいのですが。

　さて、まだ少しだけページに余裕があるようなので、少し雑ざつ談だん……というか、雑記。




　今さらですがツイッターを始めました。ほとんど呟いてませんが。たまに呟いても、大したことは言ってませんが、興味のある方は「舞阪洸こう」で検索してみてください。




　舞阪百ひやつ貨か店てん新しん別べつ館かんは営業中。→prize@maisaka100ka.sakura.ne.jp　やはり大したことは書いてませんが、「今週の週刊少年ジャンプ」がごく一部で好評みたい（笑）。




　札さつ幌ぽろ暮らしも、あと少しで丸三年。だいぶ慣れました。そろそろ「札幌人」を名乗ってもおこがましくないくらいにはなったかも？




　そうそう、札幌といえば。札幌に引っ越し以来、お世話になりっぱなしの海かい冬とうレイジさんの「機巧少女マシンドールは傷つかない」がアニメ化されるのですよ。「秋からの放送」だそうなので、放送開始は十月かな？　とても楽しみです。夜や々やとかいろりとか小こ紫むらさきが動いて喋るんですよ？　皆さんも視し聴ちようしてみるといいんじゃないかな？




　そろそろ予定の枚数に達したっぽいので、では恒こう例れいの今後の予定に行きましょう。

　八月にはＭＦ文庫Ｊさんから「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国 Ⅳ」が発売になります。『コミックフラッパー』誌で連載が始まっている漫画版「龍王ナーガ」も八月に一巻が出ますので、そちらと合わせて、ぜひ！




　九月には、もう一つの新シリーズが富士見ファンタジア文庫さんで始まる予定です。「ロムニア帝国興こう亡ぼう記き　─翼ある虎─」（予定）というタイトルからもわかるように、かなりガチなファンタジー戦記モノです。こちらも凄い方に絵を描いていただけることになりました。ありがたや〜。




　そんなこんなで今年の後半には本作を含めて新シリーズが三本立ち上がるわけですが……わたしは割と元気です（笑）。




　では、次は「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」の四巻でお目にかかりましょう。

　ＦＢｏｎｌｉｎｅの連載もよろしく！　です。





二〇一三年六月吉日　舞阪　洸
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舞阪 洸

Kou Maisaka




今年は七月と八月に上京する予定。なんでそんな暑い時期に東京へ行かんとならんの!?　と思ったわたしは、もう立派な札幌人やね。マジで暑いのヤなの。猛暑日に当たったら死んじゃうよ？

それはさておき、舞阪百貨店別館稼働中。

http://maisaka100ka.blog.fc2.com/







イラスト

こ～ちゃ

Kocha




普段はゲーム原画やらイラストやらをやって過ごしております。しかも非常にゆる～いテイストのものばかり描いていますので、今回のように戦争とか起こっちゃう話をいただいた時にはびっくりしてしまいました。何はともあれよろしくお願い致します。おっさんとかクマとかもいるよ！
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